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a 取扱 説明 書 


(上 手 に 使っ て 上 手 に 節電 ) 


は じ め に 
この 度 は シャ ー プ パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C を お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 
ご 使用 に な る 前 に 、 マ ニュ アル に 記載 され た 操作 方 法 、 注 意 事項 を お 読み いた だ き 、 正 し い 操 作 に よっ て 本 機 を 使用 


され ます よう お 願い いた し ます 。 


パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C を 完全 に 使い こなし て いた だ くだ ため の 2 冊 の マニ ュ ア ル は 次 の 内 容 に 分 れ て いま す 
の で 、 ま ず 本 書か ら お 読み くだ さい 。 


圏 取扱 説明 書 ……… (本 書 ) 

取扱 説明 書 に は パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の 特長 と 一 般 的 な 操作 方 法 を 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZ-800D と 組 
合わ せ た 基 本 構成 を 中 心 に 解説 し て あり 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ を 実際 に 働か せる た め の 簡 単 な プ ログ ラム も 記載 
し で WW ます 。 


BASIC Manual 

BASIC Manual に は 、BASIC 言 語 の 文法 と 、 コ マン ド 、 ス テー トメ ント 、 フ ァ ン クシ ョ ン の 各 機 能 を 分 類 し て 記載 し 
て いま す 。 実際 に プロ グラ ム を 組む と き の 具 体 例 も 入れ て いま す の で 、 始 め て パー ソナ ルコ ンピュータ を お 使い に な る 
方 に も 理解 し 易 す ぐ な っ て いま す 。 


この 取扱 説明 書 と BASIC マ ニュ アル は 、 万 一 ご 使用 中 に わか ら な いこ と や 不都合 が 生じ し た と き 、 き っ と お 役に立ち ます 
の で 「 保 証書 」「 サ ービス 窓口 一 覧 表 」 と 共に 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 
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誌 sw パー ソナ ルコ ン ー タ CZ-800C の 概要 


[IICZ-800 C の 概要 

パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C は CPU (Central Processing Unit) お よび メイ ン メ モリ 装置 な ど を 中 心 に これ を 
サポ ー ト する 周辺 装置 を 内 蔵 し た コン ピュ ー タ 部 と 操作 性 を 重視 し 、 コ ンピュータ 本 体 部 と 分 離し た キー ボー ド 部 か ら 
な っ て いま す 。 

この 他 に 表示 装置 が 必要 で 当社 14 M-112 C、 12 M-212 C な どの R. G. B 入 力 方 式 カ ラー デイ スプ レイ と 組み 合わ せ て ご 
使用 いた だ け ま す が 、 デ ィ ス プレ ィ テ レビ CZ-800 D を ご 使用 に な り ま す と 、 テ レビ 放送 や ビデ オォ 画像 に コン ピュ ー タ 画 
面 を 重ね 合わ せ た り 、 タ イマ ー 機 能 で テレ ビ の 番組 子 約 を 行なう こと や 、 チ ャ ン ネ ル 、 音 量 、 コ ンピュータ / テ レビ / 
スー パー イン ポー ズ モ ー ド の 切換 え を キー ボー ド ま た は プロ グラ ム で コン トロ ー ル する こと が 可能 に な り コ ンピュータ 
の 世界 が さら に 拡がり ます 。 


ここ で は CZ-800 C の コン ピュ ー タ 部 と キー ボー ド 部 それ ぞ れ に つい て 概要 を も う 少 し 詳し く 説 明 し ます 。 


く コ ンピュータ 部 > 

コン ピュ ー タ の 中 枢 と も いえ る マイ クロ プロ セッ サー に は 高 性 能 な Z-80 A (4 MHz) を 採用 、 さ ら に 1 個 の サ プ CPU 
を 採用 し た こと に よっ て 伝統 の クリ ー ン コン ピュ ー タ 思想 を 受け つい で 、 よ り 高 イン テリ ジェ ント 化し 、-80 A の 処理 
効率 が 一 段 と 向上 し て いま す 。 

メモ リー 構成 は メイ ン メ モリ ー64 K バ イト 、 キ ャ ラク ター 用 V-RAM 2 K バ イト 、 ア トリ ビュ ー ト 用 V-RAM 2 K バ イト 、 
ユー ザー 定義 の キャ ラク ター 用 V-RAM 6 K バ イト と 合計 74 K バ イト の RAM を 標準 装備 し て いま す 。 

さら に メモ リー エリ ア を 拡張 する た め の グ ラフ ィ ッ ク 用 V-RAM 48 K バ イト な ど オ プシ ョ ン の 拡張 ユニ ッ ト も 本 体 へ 内 
蔵 で きる よう に な っ て いま す 。 

また 、 8 ビッ トペ パラ レル の プリ ンタ ー イ ンタ ー フ ェ ー ス 、 2 本 の ジョ イス テッ ク 用 イン ター フェ ー ス は 内 蔵 済 で 、 そ の 
他 フ ロッ ピー を は じ め と する オプ ショ ン デ バイ ス 用 の 拡張 レン O ポ ー ト を 収納 で きる よう に 配慮 し て あり 、1 プ O ポ ー ト に 
は 4 枚 ま で の 1 上 0 カー ド を 実装 する こと が で きま す 。 

これ 以外 に プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 書き 込ん で 保存 し た り 、 書 き 込 ん だ プロ グラ ム を 読み 出し た りす る た め の カ 
セッ トレ コー ダー が 装備 され て コン ピュ ー タ 部 が 構成 され て いま す 。 


< キーボード 部 > 

キー ボー ド 部 に は 、8 ビッ ト CPU を 塔 載 し 、 コ ンピュータ 部 へ の キー ボー ド 入 力 を 一 本 の ケー プル で 簡単 に 行え る る よう 
< こし て いま す の で 、 キ ー ボ ー ド と コン ピュ ー タ ー 本 体 の レイ アウ ト が 自由 に お 選び いた だ け ま す 。 

ネー 構成 は メイ ン キ ー、 数 値 入力 キー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ コン トロ ー ル キー、 テ ー プ オペ レー 
ショ ン キ ー と 機能 別に 分 け て 配置 し て あり 、 メ イン キー は ASCII 準 処 で カナ モー ド 、 タ ブ キ ー、 コ ント ロー ルキ ー、 エス 
ケー プ キ ー、 キ ャ ピタ ル ロ ッ クキ ー、 シ フト キー な ど 各 種 モ ー ド を 使い 易く 配列 し て あり ます 。 

また 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 下 部 に は ファ ンク ショ ン 内 容 を 記載 し た ラベ ル を 貼付 ける こと が で きる よう に な っ て いま す 。 


パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の 外観 


コン ピュ ー タ 部 キー ボー ド 部 


[2]、CZ-800 C の 特長 
ペー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の 概要 を 理解 いた だ いた と ころ で 、 そ れ で は どの よう な こと が CZ-800 C で は で きる 
の か を 特長 面 か ら 見 て み ま し ょ う 。 


ここ で は 本 体 に オプ ショ ン の グラ フィ ッ ク 用 V-RAM CZ- 8 GR を 取付 けた こと を 前 提 に 紹介 し ます 。 
⑥ 〇 印 は ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D を 使用 し て 可能 な 特長 で す 。 
姿 印 は グラ フッ ク V-RAM CZ- 8 GR を 取り 付け て 可能 と な る 特長 で す 。 


ディス プレ イィ テレ ビ CZ-800 D の コン トロ ー ル 機能 
ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D の 音量 、 選 局 な ど 主 要 な 操作 を キー ボー ド や プロ グラ ム で コン トロ ー ル で きま す 。 


⑥ 〇 スー パー イン ポー ズ 機 能 
テレ ビ 放 送 や ビデ オォ 再生 画像 と コン ピュ ー タ 画面 を 重ね 合わ せ て 表示 する こと が 可能 で す 。 
「 テ レビ 番組 と コン ピュ ー タ 画面 を 重ね 合わ せ て コン ピュ ー タ ゲー ム を 楽し む な 」… と いっ た こと が で きま す 。 


次 グラ フィ ッ ク 機 能 
グラ フィ ッ ク は ドッ ト 毎 に 8 色 ( 青 ・ 赤 ・ 緑 ・ マ ゼン タ ・ シ アン ・ 黄 ・ 百 ・ 黒 ) の 指定 が で き 、640X200 ドッ ト フ ルカ 
ラー 1 画面 の 構成 と 、320X200 ドッ ト フ ルカ ラー 2 画面 の 構成 を 自由 に 選択 で きま す 。 


次 プラ イオ リティ ー 機 能 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 各色 と キャ ラク ター 画面 に マス キン グ の プラ イオ リティ (優先 順位 ) を つけ て 重ね 合わ せる こと に 
より 、 グ ラフ ィ ッ ク パ ター ン の うし ろ に キャ ラク タッ パターン を か くし た り 、 ま た は 、 そ の 逆 の 操作 で パタ ー ン の 動き と 
も あわ せ て 遠近 感 や 立体 感 の ある 画面 を つく る こと が で きま す 。 


次 パレ ッ ト 機 能 
図形 や 文字 の 色 を 瞬時 に 変え る こと が で きま す の で 、 色 の 変化 で 画面 に 流れ る よう な 動き を 与え る こと が で きま す 。 


〇 ユー ザー 定義 の キャ ラク ター ゼネ レー タ 機 能 (PCG : Programable Character Generator) 
外国 語 の 発音 記号 や ゲ ダーム に 使う 各種 パタ ー ン な ど 、 好 み の 図 形 や 文字 を 記憶 きせ 、 任 意 の 場所 に すばやく 、 い くつ で 
も 再現 さき せる こと が で きま す 。 


〇 シン セ サ イ ザー 音 を 出せ る サウ ンド ゼネ レー タ 機 能 (PSG : Programable Sound Generator) 
8 オク ター ブ 、 3 和音 の シン セ サ イ ザー 音 を 出せ ます の で 、 変 化 に 富ん だ コン ピュ ー タ 音楽 や 効果 音 を つく る こと が で 
きま す 。 


〇 アト リピ ビュ ー ト 機能 
通常 の 書体 を ヨコ 倍 、 タ テ 倍 、 ヨ コタ テ 倍 に 変形 させ る だ け で な く 、 反 転 さ きせ た り 、 プ ブリ ンク ( 点 減 ) させ た り 、 色 (8 
色 ) の 選択 も 可能 で 、 こ れ ら の 組み 合わ せ 文字 を 同一 画面 上 に 混在 させ 、 プ ログ ラム 上 て で 簡単 に 取扱 うこ と が で きま す 。 


次 座標 変換 機能 
グラ フィ ッ ク 全 体 ま た は 部 分 を ズー ム の よう に 拡大 、 縮 少し 任意 の 場所 へ 移動 で きま す 。 同 一 画面 に 同じ パタ ー ン を 2 
倍 、 4 倍 、 米 倍 、 均 倍 ……、 に 表示 する こと が 可能 で す 。 


〇 カレ ンダ ー 付 タイ マー 機能 
現在 時 刻 を 表示 する クロ ッ ク 機 能 に 加え 、 デ ィ ス プレ ィ テ レビ CZ-800 D と の 組み 合わ せ で は 番組 予約 も で きま す 。 また 
カセ ッ ト テ ー プ や ディ スク に プロ グラ ム を セー ブ す る と 自動 的 に 日 付 と 時 刻 を 記録 し ます 。 


次 タイ リン グ ペ イン ト 機 能 
8 色 の カラ ー に 加え 任意 の パタ ー ン を 中 間 色 や ハッ チン グ ( 締 模 様 ) で ぬり つぶ すこ と が で きま す 。 


[3]、CZ-800 C の 製品 構成 
CZ-800 C の パッ ケー ジ 内 容 は つぎ の と お り で す 。 パッ キン グ ケ ー ス より 取り 出す 際 、 同 梱 物 が そろ っ て いる こと を 確認 
し て くだ さい 。 


① コ ンピュータ 本 体 


キー ポ ボード 


③ 取 扱 説明 書 、BASIC マ ニュ アル 各 1 冊 


④R・G・B 信 号 用 ケー ブル (品名 : 8K-6D) 


テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル (品名 : 8D- 8D) テー 一 本 呈 


⑥BASIC テ ー プ (品名 : CZ8CB01) 、APPLICATION テ ー プ 各 1 巻 


EN, RR MRR Fe os 
(⑦ 保 証書 、 シ ャ ー プ サー ビス ご 相談 窓口 一 覧 表 、 フ ァ ン クシ ョ ン ラ ベル 


[4]、CZ-800 C の 基本 構成 
パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 と は 、 オ プシ ョ ン 機 器 を 組合 わせ る こと に より 様々 な 用 途 に 対応 させ る シス テム を 組む 
こと が で きま す が 、 こ こ で は 、 基 本 構成 に つい て 紹介 し ます 。 


@ デ ィ ス プレ ィ テ レビ CZ-800 D と の 組合 わせ 


(構成 】 ディ スプ レイ テレ ビ パー ソナ ルコ ンピュータ 
CZ-800D CZ-800C 


@R. G. 羽入 力 方 式 カ ラー ディ スプ レ ィ と の 組合 わせ 


(構成 ] カラ ー デ ティ スプ レイ パー ソナ ルコ ンピュータ 
当社 14M-112C、12M212C な ど CZ-800C 


@ 家庭 用 カラ ー テ レビ と の 組合 わせ (いずれ も オプ ショ ン の RF コン バー タ CZ-8VC が 必要 で す ) 
(構成 〕 
① ビ デオ 入力 端子 の 付い て いる カラ ー テ レビ の と き 
カラ ー テ レビ RF コン バー タ 2%ー ジ ゴール ラ シ ピ ュー タ 
CZ-8VC CZ-800C 


*RF コ ン バ ー タ の VIDEO-OUT 端 子 を 使い ます 。 
⑨② ビ デオ 入力 端子 の ない ムカ ラー テ レビ の と き 


RF コン バー タ パー ソナ ルコ ンピュータ 
CZ-800C 


*REF コ ン バ ー タ の RF-OUT 端 子 を 使い ます 。 
※ カ ラー テレ ビ の 種類 に よっ て は コン ピュ ー タ 画面 が 表示 面 よ り は みだし 、 す べ て 表示 され な い 場 合 が あり ます の 
で ご 注意 くだ さい 。 


@ グ リー ン デ ィ ス プレ イィ と の 組合 わせ (カラ ー 表 示 は で きま せん ) 


(構成 〕 
グリ ー ン ディ スプ レイ RF コン バー タ パー ソナ ルコ ンピュータ 
= CZ-8VC CZ-800C 


*RF コ ン バ ー タ の VIDEO _ OUT 端子 を 使い ます 。 
* RF コン バー タ の COLOR, B/W 切 換え スイ ッ チ は B/W 側 


[5 引 |、CZ-800 と の シス テム 拡張 

パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C は 基本 構成 の シス テム だ け で も 幅広 く 利 用 で きま す が 、 こ れ に グラ フィ ッ ク 用 V 
-RAM や 外部 RAM を 取付 け て メモ リー エリ ア を 拡張 し た り 、 プ リン ター や フロ ッ ピ ー、 デ ジタル テロ ッ パ ー な ど ォ プ 
ショ ン 機 器 を 追加 する こと で パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の 能力 を 飛躍 的 に 向上 させ る こと が で きま す 。 下図 は 
CZ-800 C を 中 心 と し た シス テム 拡張 の 展望 を 示し た も の で す 。 


ーーー・ CZ-800D 以 外 の ディ スプ レー の と き 
mr CZ-800C に 内 蔵 さ れる 機器 


が テー ディ スマ アピ イ Ant. 
14M-112C 
12M-212C 


デル 処 ダ レイ オテル レビ 


プリ ンタ ーCZ-800P CZ-800D 家庭 用 カラ ー テ レビ 


ジョ イス テッ ク X 2 


ルー ジ チ ル * / _ 8 リー シンディ アプ レイ 
ビラ テー ダグ TT = 
CZ-800C 


CZ-8GR 


デジ タル テロ ッ パ ー 
CREDT 


拡張 1/0 ボ ー ド 
CZ- BEP 


Et 


外部 ROM 
漢字 ROM 
な ざ 


ジス テム ジッ ジグ 
CZ-8SR-1 CZ-8SR- 2 


詞 財 CZ-800C 設置 と 各部 の 名 称 ・ 機 能 


軸 、 設 置 ・ 取 扱い 上 の 注意 事項 


画 電 源 コ ー ド に つい て 
電源 コー ド を 机 や イス の 下 に 敷い た り 、 も の に は さん で 傷 を つけ な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 電源 コ ー ド に 傷 が つい た ま 
ま 使 用 する と 危険 で す 。 ま た 電源 コー ド を 抜く と き は か な ら ず プラ グ を 持っ て 抜い て くだ さい 。 


画 電 源 電 圧 に つい て 

電源 電圧 は AC 100 V で ご 使用 くだ さい 。 電源 電 圧 が 極端 に 高かっ た り 、 低 か っ た りす る と 故障 の 原因 に な り 、 十 分 性 能 
が 発揮 で き な い 場合 が あり ます 。 こ の よう な と き は お 買い あげ の 販売 店 ある い は も より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 、 
シャ ー プ サー ビス プラ ンチ ・ サ ービス ステ ーション に ご 相談 〈 だ さい 。 


画風 通し に つい て 
本 機 は 温度 上 昇 を 防ぐ た め 、 キ ャ ビ ネ ッ ト に 通風 也 が あけ て あり ます 。 風 通し の 悪い 狭い 場所 に 押し 込ん だ り 、 布 を 掛 
けた り 、 カ ー ペ ッ ト や フト ン の 上 に 置い た り し て 、 通 風紀 を ふさ が な いで くだ さい 。 


較 混 気 や ほこ り に つい て 
本 機 を 湿気 の 多い 場所 や 、 ほ こり の 多い 場所 に 置か な いで くだ さい 。 故 障 の 原因 に な り ま す 。 


田高 温 に つい て 
本 機 を 直射 日 光 の 当る 場所 や 暖房 器具 の 近く に 置か な いで くだ さい 。 キャ ビ ネ ッ ト や 内 部 の 部 品 を いた め る 原因 に な り 
ます :。 


画 水 や 異物 に つい て 

本 機 の 内 部 に 水 や 液状 の も の 、 針 や ピン な ど 金 属 類 が 入っ た まま 使用 する と 危険 で す 。 異物 が 入ら な いよ う ご 注 意 く だ 
きい 。 と くに 水 や 液状 の 異物 が 入っ た 場合 すぐ に 電源 コー ド の プラ グ を 抜き 、 お 買い あげ の 販売 店 ある い は も より の シャ 
ー プ サー ビス ブラ ンチ ・ サ ービス ステ ーション に ご 連 ら くく だ さい 。 


画 衝 撃 に つい て 
本 機 は 精密 な 電子 部 品 で で き て いま す 。 落と し た り 、 物 を 当て た り し て 衝撃 を 与え さ な い で くだ さい 。 故障 の 原因 に な り 
ます 。 


画 異 常 の と き は 
万 一 故障 し た 時 や 異常 を 感じ た ら 使 用 を 中 止 し 、 お 買い あげ の 販売 店 ある に は も より の シャ ー プ サー ビス プラ ンチ ・ サ ー 
ビス ステ ーション に ご 相談 くだ さい 。 


園長 期間 使用 し な い 場 合 
長い に 間 ご 使用 に な ら な い 場 合 は か な ら ず 電源 コー ド の プラ グ を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さき さい 。 


画 周 辺 機 器 の 増設 
シャ ー プ 指定 の 部 品 ま た は 機器 を ご 使用 くだ きい 。 指 定 部 品 ま た は 機器 以外 の 使用 な らち ら びに 改造 は 故障 の 原因 に な る 恐 
れ が あり ます 。 


画 汚 れ 
本 機 の 汚れ は や わら か い 布 に 水 ま た は 洗剤 を 含ま せ て 軽く ふい て くだ さい 。 ベ ンジ ン 、 シ ン ナ ー な ど 揮 発 性 の も の は 使 
用 し な いで くだ さい 。 キャ ビ ネ ッ ト の 変色 な どの 原因 に な り ま す 。 


画 雑 音 対策 

雑音 の 多い 環境 で は 電源 に 混入 する 雑音 を ライ ン フ ィ ル ター な ど で 除 去 し て くだ さい 。( ラ イン フィ ルター に つい て は も 
より の サー ビス ステ ーション で ご 相談 くだ さい 。) R・G・B 信 号 用 ケー ブル や テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル と 他 の 機器 や 
電源 コー ド と は 、 で きる だ け 離 し て 配置 し て くだ さい 。 


較 電 源 の 「 入 - 切 」 
電源 スイ ッ チ の 「 入 - 切 」 は 10 秒 以 上 の 間隔 を あけ て 操作 し て くだ さい 。 マ イク ロコ ンピュータ の 動作 を 確実 に する た 
め 必 要 で す 。 ま た スイ ッ チ の 入っ た 状態 で 電源 プラ グ を 抜い た り 差 し た りす る と 、 故 障 の 原因 に な り ま す 。 


画 カ セッ トレ コー ダー の 取扱 い 
カセ ッ ト レ コー ダー 内 の 録音 ・ 再 生 ヘ ッ ド が 汚れ ます と 正確 な デー タ の セー ブ ・ ロ ー ド が で きま せん 。 1 箇月 に 一 度 掃 
除 を し て くだ さい 。 一 般 市 販 の クリ ー ニ ング テー プ を 使用 する と 便利 で す 。 


画 テ レビ 画面 の ヤケ に つい て 
本 機 に 接続 され て いる ディ スプ レイ 装置 の テレ ビ 画 面 は 、 長 時 間 連 続 し て 同じ 点 を 表示 し 続け る と 、 そ の 箇所 に ヤケ を 
生じ る こと が あり ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


[2]、 CZ-800 C と と ディ スプ レイ 装置 の 接続 方 法 


CZ-800 C を ご 使用 に な る た め に は カラ ー デ ィ ス プレ ィ 装 置 が 必要 で す 。 こ こ で は 、 当社 ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D と 
の 接続 と 当社 カラ テー ディ スプ レイ ィ 14 M-112 C ま た は 12 M-212 C と の 接続 に つい て 説明 し ます 。 

機器 接続 上 の ご 注意 
@ 接続 し よう と する 各 機 器 の 電源 は か な ら ず 切っ た 状態 で 行なっ て くだ さい 。 

@ コ ネクター の ピン (金属 部 分 ) は 、 サ ビ 発 生 に よる 接触 不良 を 防ぐ た め 手 で ふれ な いよ うに し て くだ さい 。 


@ コ ネクター の 接続 は アプ ラグ を 持っ て ピン 容 を 合わ せま っ すぐ 挿入 し 完全 に 差し 込ん で くだ さい 。 
@ コ ネクター に 近い と ころ で ケー ブル を 極度 に 曲げ な いで くだ さい 。 断線 の 原因 に な り ま す 。 


画 CZ-800 C コ ンピュータ 本 体 と キー ボー ド の 接続 
CZ-800 C じ を ディ スプ レ ィ 装置 に 接続 する 前 に 、 コン ピュ ー タ 本 体 


コン ピュ ー タ 本 体 と キー ボー ド を 接続 し ます 。 ーーー 
|l。 | 開 | 
キー ボー ド か ら の 
カー ルケ ー ブ プル mm 


画 CZ-800 C と CZ-800 D の 接続 方 法 
角 型 コネ クタ ー の 接続 は 右 図 の ロッ ク 解 除 金具 


\ ーー み デ ゝ 
(上 ・ 下 ) を 押え て 行なっ て くだ さい 。 ロッ ク 解 除 金具 


テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル 8D- 8D 


R.G.B 信 号 用 ケー ブル 8K-6D 


AC100V | ・ 


画 CZ-800 て こと と R・G・ 日 方 式 デ ィ ス プレ イィ の 接続 方 法 (当社 14 M-112 C、12 M-212 C 使 用 の と き ) 


〇 この 他 の カラ ー デ ィ ス プレ ィ 装 置 を ご 使用 に な る と き は 、 同 梱 の R・G・B 信 号 用 ケー ブル が 使用 で きる 機種 で 、 デ ィ 
スプ レ ィ の 仕様 が CZ-800 C と 組合 わせ 可能 な 機種 を お 選び くだ さい 。 


人 川 ュー 12M-212C 


| 


R.G.B 信 号 用 ケー ブル 8K-6D 


※ こ の 場合 、 テ レビ コン トロ ー ル ケー ブル 
8 D- 8 D は 使用 8 まま 8 沈 。 


[3]、CZ-800 C 各 部 の 名 称 と 機能 


画 各 部 の 名 称 


る QCZ-800C 正 面 図 


カセ ッ ト レ コー ダー③ 
テー プ カ ウ ンタ ー 

カウ ンタ ー リ セッ ト ボ タン 

テー プイ ジェ クト ボタ ン ⑤ 

電源 スイ ッ チ ② 

イン ジ ケ ー タ ー 部 ⑥ 

内 蔵 ス ピー カ ( 側 面 ) の 


⑨ プ ラグ 付 カ ー ル ケー ブル 
Ns ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル キー⑲⑭ 
8 、 a aaa し トレ コー ダー コン トロ ー ル キー⑬ 
us 


数 値 入 カキ ー⑭⑲ 


カー ソル コン トロ ー ル キー(⑮⑯ 
⑩ メ イン キー ボー ド 


キー ボー ド 部 


@⑯CZ-800C( コ ンピュータ 部 ) の 背面 図 


2 。 に 5 
⑯ フ レー ーー 請 - 詩 記 =” = | オプ ショ ン デ バイ ス 取 付 用 パネ ル @⑳⑲ 


yy- 本 フレ ー ム アー ス ⑯ 


1 = = | 背面 側 キ ー ボ ー ド 接続 端子 ⑧ 


⑰ 電 源 コ ー ド ジョ イス テッ ク 用 端子 ( 2 個 )@) 


プリ ンタ ー 用 端子 ② 
リセ ッ ト ス イッ チ @ 
オー ディ オ 出 力 端子 9⑳ 
音量 調整 ボリ ュー ム @⑯ 


⑲RGB 信 号 出 力 端子 


⑱ デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 
コン トロ ー ル 信号 出力 端子 


⑲ 


>®@ 


く コ ンピュータ 本 体 部 > 


① メ イン 電源 スイ ッ チ (背面 ) 

メイ ン 電 源 ス イッ チ を 「 切 」 状 態 に する と 電源 の 供給 が 完全 に 遮断 され 、「 入 」 状 態 で は コン ピュ ー タ の タイ マー 機能 は 動 
作 し て いま す 。 し た が っ て メイ ン 電 源 を 「 切 」 に する と 設定 され た タイ マー 内 容 は 消去 され ます の で ご 注意 くだ さい 。 

な お 、 ク ロッ ク 機 能 は 内 蔵 バ ッ テ リ ー が バッ クア ッ プ し て いま す の で 、 メ イン 電源 を 「 切 」 に し て も 通常 2 週間 程度 ク 
ロッ ク は 働き 続け ます 。 (内 蔵 バ ッ テ リ ー 満 充電 時 ) 


@ 電 源 ス イッ チ (前 面 ) 

背面 の メイ ン 電 源 ス イッ チ を 入れ た 状態 で 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 押す と 押し た 状態 で て スイッチ が ロッ ク さ れ 、⑥ イ ンジ 
ケー タ 部 の が 点灯 し 、 コ ンピュータ に 電源 が 入り ます 。 こ の 段階 で BASIC を ロー ド し た り 、 タ イマ ー 設 定 す る 
こと が 可能 に な り 、 再 度 電源 スイ ッ チ を 押す と ロッ ク が 解除 され 電源 は 「 切 」 に な り ま す 。 この スイ ッ チ は 「 切 」 に し 
て も 設定 し た タイ マー 内 容 は 消去 され ませ ん の で 通常 、 電 源 の 「 入 - 切 」 は この スイ ッ チ で 行ない ます 。 


⑧ 表 セッ ドミ ミー ダー 
プロ グ が ラム を セー プ し た り 、 ロ ー ド し た りす る 場合 . ここ と に み セ モット テープ を 義 着 し ます 。 


《④① テ ー プ カウ ンタ ー プ カウ ンタ ー リ セッ ト ボ タン 
カセ ッ ト テ ー プ の 走行 位置 を 示 め す カ ウン ター と 、 カ ウン ター リセ ッ ト ボ タン で す 。 電源 スイ ッ チ を 「 入 」 に し て いな 
いと 動作 し ませ ん 


(テー プイ ジェ タクト 求 み ッ 
み カセ モット テー アデ を カモ セッ トレ コー ダー に セット し た り 。 取出 し た りす る と き に 使用 し ます 。 


⑥ イ ンジ ケー ター 部 


[POWER] [| TMER | [ READ | .[wRrTE ] | さ ].| と と | の 表示 が あり 、 各 動作 状態 を 点灯 表示 し ます 。 


⑦ 内 蔵 ス ピー カ (側面 ) 
コン ピュ ー タ の シン セ サ イ ザー 音 を 出す た め の 内 蔵 ス ピー カー で 背面 の 音量 調整 ボリ ュー ム で 音量 を コン トロ ー ル で き 
ます 。 


⑧ キ キー ボー ド 接 続 端 子 

キー ボー ド か ら 出 て いる プラ グ 付 カー ルケ ー ブ プル を この 端子 に 接続 し ます 。 背 面 に も 同じ キー ボー ド 接 続 端子 を 持っ て 
いま す の で コン ピュ ー タ 本 体 と キー ボー ド の レイ アウ ト を 自由 に 選べ ます 。 た だ し 、 2 つの キー ボー ド を 同時 に 接続 し 
ます と 故障 の 原因 に な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 (キー ボー ド 以 外 の 機器 の プラ グ は 絶対 に 接続 し # な いで くだ さい 。) 


く キ ー ボ ー ド 部 > 
⑨ プ ラグ 付 カ ー ル ケー ブル 
キー ボー ド と CPU 部 を 接続 する た め の プ ラグ 付 カ ー ル ケー ブル で す 。 


⑩ メ イン キー ボー ド 
ASCII 準 拠 の キー 配列 の メイ ン キ ー ボ ー ド で す 。 


⑪ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
よく 使用 きれ る “RUN" な どの 直接 実行 命令 を 各 キ ー に 定義 し て お け ば 、 1 回 の キー 操作 で 呼び 出す こと が で きる 便利 な 
キー で す 。 


⑫ デ ィ ス プレ イィ テレ ビ コ ン トロ ー ル キー 
ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800D と 組合 わせ て 使用 頂く 場合 に 選 局 、 音 量 調整 、 テ レビ / コ ンピュータ 画面 の 切換 を え が こ の 
キー か ら も 操作 で きま す 。 


⑬ カ セッ トレ コー ダー コン トロ ー ル キー 
コン ピュ ー タ 本 体 部 の カセ ッ ト レ コー ダー を コン トロ ー ル する た め の キ ー て 早送り 、 巻 も ど し 、 停 止 な どの 各 動 作 を 行 
な えま す 。 


⑬ 数 値 入 力 キ ー 
た くさ ん の 数 値 デ ゲー ター を 入力 する 場合 に 便利 な キー で す 。 


⑮ カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー 
ディ スプ レ ィ 上 の カー ソル を 左 、 右 、 上 、 下 の 各 方 向 へ 移動 きせ る た め の キ ー で す 。 


く コ ンピュータ 本 体 背面 部 > 


⑯ フ レー ム ア ー ス 
シス テム を 拡張 する 場合 、 外 部 機器 と の 間 を アー スケ ー ブ ル で 結び 、 各 機器 が 安定 な 動作 を する よう に 配慮 し た 端子 で 
左右 に 各 1 個 あ り ま す 。 


⑰ 電 源 コ ー ド 
AC 100 V の 電源 を 供給 する た め の プ ラグ 付 電 源 コ ー ド で す 。 


⑱ デ ィ ス プレ ィ テ レビ コン トロ ー ル 信号 出力 端子 
ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D を 使用 し て キー ボー ド か ら 電 源 、 選 局 、 音量 な ど を コン トロ ー ル する 場合 に テレ ビ コ ン ト 
ロー ルケ ー ブ ル (8D- 8D) を 接続 する 端子 で す 。 


⑲R・G・B 信 号 出 力 端子 
ディ スプ レ ィ 装置 に コン ピュ ー タ か ら の R・G・B 信 号 を 出力 する た め の 端 子 で 、 デ ィ ス プレ ィ テ レビ CZ-800D や RGB 
方 式 デ ィ ス プレ イ ( 当 社 14M-112C 、12M-212C) と の 接続 時 に R・G・B 信 号 用 ケー ブル ( 8 K-6D) を 接続 する 端子 で す 。 


⑳ オ プシ ョ ン デ バイ ス 取 付け 用 パネ ル 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 な ど オ プシ ョ ン デ バイ ス と 組合 わせ て ご 使用 に な る 場合 、 別 売 の ルプ O ポ ー ト CZ- 8 EP を 内 蔵 き 
せま す と この パネ ル に は 4 枚 ま で の 1 ルプ 0 カ ー ド (イン ター フェ イス ) を 取付 ける こと が で きま す 。 


ジョ イス テッ ク 用 端子 1. 2 
市 販 の ジョ イス テッ ク (アタ リ 社 仕様 準拠 品 ) を 接続 し 、 コ ンピュータ ゲー ム を 楽し むせ こと が で きま す 。 (2 端子 用 意 ) 


⑫ プ リン ター 用 端子 
ォ プ ショ ン の プリ ンタ ーCZ-800 P を 接続 する た め の 端 子 で す 。 


⑲⑳ リ セッ トス イッ チ 
不 完全 な プロ グラ ム を 実行 きせ コン ピュ ー タ が 暴走 を 始め た 場合 な ど 、 こ の リセ ッ ト ボ タン を 押す こと に よっ て プ ブログ 
ラム の 実行 前 の 状態 に 引き も どす こと が で きま す 。 


⑳ オ ー デ ィ オ 出力 端子 

コン ピュ ー タ 内 で 作ら れる シン セ サ イ ザー 音 を 取出 す た め の 端子 で AUX 端 子 付 の オー ディ オア ンプ に 接続 し て くだ さ 
い 。 こ の 場合 背面 に ある 音量 調整 ボリ ュー ム で は レベ ル は 変化 し ませ ん 。 な お 音量 は 接続 きれ た オー ディ オア ンプ の ボ 
リュ ー ム で 調整 し て くだ さい 。 


⑯ 音 量 調整 ボリ ュー ム 
内 蔵 ス ピー カ の 音量 レベ ル 調 整 用 ボリ ュー ム で す 。 


ma レン -800C の 一 般 的 な 操作 方 法 


員 、 電 源 を 入れ 動作 させ る 

画 CZ-800 C を 動作 させ る こと の で きる 最少 機器 構成 を 基準 と し て 一 般 的 な 操作 方 法 を この 章 で は 記載 し て いま す 。 
画 し た が っ て この 章 で 用 いる 機器 群 お よび ソフ トウ ェ ア ー は 次 の も の が 必要 で す 。 

① ペ パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800C (コン ピュ ー タ 本 体 と キー ボー ド 部 ) 


ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D 
③BASIC カ セッ ト テ ー プ CZ8CB01 


カセ ッ ト テ ー プ ファ イル 中 の シス テム ソフ トウ ェ ア (ここ で は 、BASIC イ ンタ ー プ リタ ) を 起動 させ る 基本 手順 を 解説 
し て いま す 。 


操作 また は 動作 画面 の 変化 
[ 1〕、 デ ィ ス プレ ィ テ レビ CZ-800 D の 電源 を 入れ ます 。 


@ CZ-800 D に は 主 電源 スイ ッ チ と 電源 「 入 - 切 」 | 」 
ボタ ン の 2 つの 電源 スイ ッ チ が あり ます 。 a 


主 電源 スイ ッ チ を 


@ 電源 が 入る と 5 一 6 秒 で 画面 に 映像 が チャ ン ネ ル 
番号 と と も に 出 ま す 。 

(チャ ン ネ ル の 設定 が まだ の と き 、 ま た は アン テ ナ を 
接続 し て いな いと き は ノイ ズ が で ます 。) 

(ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D の 取扱 い 詳細 は CZ-800 D 
の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい ) 


[ 2 ]、 パ ペー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の テー プ カ ウ ンタ ー 


] kt : R ヽ * ” こ > a 33 源 2 
) セッ ト ポ タン を 押し "000" に し た の ち 、 メ イン 電源 ンタ ( 
スイ ッ チ を 入れ ます 。 s000" に する 。lz — 


[ 3 )、 パ ペー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の 電源 (前 面 ) を 入れ ます 。 


メイ ン 電 源 
eCZ-800 C の イン ジ ケ ー タ ー 部 の が 点灯 し 同時 に スイ ッ チ を [cr 
カセ ッ ト レ コー ダー の カセ ッ ト 著 が 自動 的 に 開き ます 。 uu Et a ON 
(BASIC テ ー プ が カセ ッ ト レ コー ダー に 入っ て いな い 場 合 を 前 提 と し ます ) a 


T: Timer 


@ CZ-800 D り の コン ピュ ー タ モー ド 表 示 ラ ンプ が 点灯 し 
画面 に は 次 の 表示 が 現れ ます 。 

Make ready any device 

Push (F、 R、 C or T) Key 

: Floppy 

: ROM 

: CMT 


・ Timer 


の 〇 ロロ 


* 基本 機器 構成 で は F:Floppy、 R:ROM は 
使え を ない の で ここ で は 無視 し まし ょ う 。 

* 丁 :Timer に つい て は クロ ッ ク ・ タ イマ ー の 
設定 の 項 で 説明 し ます 。 


[4 ) 同 梱 の BASIC テ ー プ CZ 8 CB 01 を カセ ッ ト ホ ル ダ ー に セ 
ッ ト し フタ を 閉じ ます 。(CZ 8 CB 01 と 記載 され た 面 を 手前 に し 
て セッ ト し て くだ さい ) 


@ カ セッ トレ コー ダー 部 で カチ ャ ッ と 音 が し て イン ジ ケ ー タ ー 部 
の が 点灯 し 、BASIC テ ー プ は ロー ド の 状態 に な り ま 
中 ja 


@ 画面 は 先程 の Make ready…… が 消え 次 の 表示 に 変っ て いま す 。 
(IPL is looking for a program from CMT.〕 


@ テ ー プ カウ ンタ ー が “005” を 示す 近辺 で 画面 は 、 
BASIC を ロー ド し て いる と いう 次 の 表示 に 変り ます 。 
(IPL is 1oading BASIC CZ 8 CB 01] 


@ さら に テー プ カ ウ ンタ ー が 進み “055" を 示す 近辺 で 再度 カチ ャ ッ 

音 が し て イン ジ ケ ー タ 部 の が 消灯 、 変っ て テー プ の 巻 
きも ど し を 示 め す | き q | が 点灯 し 画面 は 次 の 表示 に 変り BASIC 
の ロー ド が 完了 し た こと を 表示 し ます 。 


SHARP-HuBASIC こ ど ご -8CB ロ 1 VX.X 
ご らら ロビ ュ コ ロ t (C2 1982 by SHRRP ッ H ロ ロミ ロロ 


XXXXX Etes すじ らら 
ロロ ド 


* こ の 段階 か ら プ ログ ラム 入力 が 可能 に な り ま す 。 


BASIC CZ 8CBO1 の 
@ テー ブ が 完全 に 巻き も ど さ れ | きき | が 消灯 し ます 。 ロー ディ ング 完了 


@⑥IPL と は 7? : 

画面 に 出 て きた IPL と は Initial program loader の 略 で 、CZ-800 C を 使用 する に は まず 電源 を ON に し ます が 、IPL は そ 
れ と 同時 に 動作 を 開始 し 、 目 的 と する ファ イル (Floppy、 ROM、 CMT の いずれ か ) の イニ シャ ルプ ログ ラム ロー 
ディ ング を 自動 的 に (また は 命令 を する こと で ) 実行 する た め の も の で す 。 


N の 


⑥BASIC と は ? : 
私 達 は 、 意 志 を 伝え 合う た め に 「 こ と ば 」 を 作り 出し まし た 。 し か し その 「 こ と ば 」 は 万 国共 通 で は あり ませ ん 。 
で と が いえ ます 。 


コン ピュ ー タ に 使用 きれ て いる 「 こ と ば 」 は BASIC、 PASCAL、FORTRAN 、COBOL し と きま ざま で す が 、 パ ー ソ ナ 
ルコ ンピュータ CZ-800 C で は BASIC と いう 「 こ と ば 」 を 使い ます 。 


人 間 な ら ば 、 ひ と つの 「 こ と ば 」 を マス ター する の に 長い 期間 の 勉強 が 必要 で す が 、CZ-800 C は 、BASIC と いう 「 こ と 
ば 」 (言語 ) を いと も 簡単 に 憶え 込む こと が で きま す 。 (カセット テー プ て で 約 2 分 半 程度 ) 


で すか ら パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ CZ-800 C と 付き 合う に は プロ グラ マー と な る あな た も 共通 の こと ば BASIC を 使っ て 
いた だ く 必 要 が ある わけ で す 。 


BASIC は 簡単 な 英 単 語 を 基本 と し た 言語 か ら な っ て いま す の で プロ グラ マー に と っ て も 理解 する こと は 容易 で すし 、 
BASIC 語 の 辞書 と いう べき BASIC manual (別冊 ) も あり ます か ら ご 心配 いり ませ ん 。 


[2|、 キ ー ボ ー ド の 操作 と 機能 

画 CZ-800 と の キー ボー ド は 操作 性 を 考え 、 メ イン キー、 数 値 入力 キー (一 部 に カー ソル コン トロ ー ル キー な どき を 含む )、 
ファ ンク ショ ン キ ー、 デ ィ ス プレ イィ テレ ビ コ ン トロ ー ル キー、 テ ー プ オペ レー ショ ン キ ー の 5 つの ブロ ッ ク て で 構成 され 
て いま す 。 下図 に CZ-800 C の キー 配置 を 示し ます 。 


CZ-800C の キー 配置 


画 CZ-800 C の キー ボー ド に 配置 され て いる 大 部 分 の キー は 、 キー や 、 キー、 キー、 
キー と の 組合 わせ で 文字 や 数 字 、 記 号 や グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル な ど を 表現 で きる マル チキ ー で ある と と も に 押し 続け る 
と 同じ 内 容 を 連続 入力 で きる リピ ー ト 機能 を も っ て いま す 。 

で すか ら プ ログ ラマ ー で ある あな た が 文字 や 記号 な ど を 思い 通り に 画面 へ 表示 させ よう と する な ら 、 各 キー の 操作 方 法 
と 機能 を 熟知 し て お か ね ば な り ま せん 。 

ここ で は 各 キ ー が どの よう な 機能 を 持っ て いる か を 解説 し ます 。 


① キ ャ ラク タキ ー 

キャ ラク タキ ー に は 、2 4 種類 の 文字 、 数 字 記 号 が 記さ れ て いま す 。 

この 内 の どれ を 画面 に 表示 させ る か 操作 方 法 を と 較 キー を 例 に 説明 し ます 。 
(キャ ラク ター キー は 押し 続け る と リピ ー ト 機能 に より 続け て 入力 で きま す 。) 


に に に し に に に に に し に し) 
a EE 画 責 画 


キャ ラク ター キー 群 


3 は 一 その まま を 押す 。 

# は 一 [ wwr 】 キー を 押し な が ら を 押す 。 

ァ は 一 キー を ロッ ク し て その まま を 押す 。 

ァ ば は 一 キー を ロッ ク し て キー を 押し な が ら を 押す 。 


L」 


キー を 押し な が ら 園 を 押す 。 
oi きき 較 を 押す 。 

キー を ロッ ク し て キー を 押し な が ら 園 を 押す 。 
イ は 一 キー を ロッ ク し て その まま 園 を 押す 。 
ィ は 一 キー を ロッ ク し て キー を 押し な が ら 軸 を 押す 。 


の 」 


キー を ロッ ク し て その まま を 押す 。 
[me の 下 


@ キー (シフ トキ ー) 

キャ ラク タキ ー の 項 で 使用 し まし た が 、 左 右 に 各 1 個 あ り 、 タ イプ ライ ター と 同様 に アル ファ ベッ ト の 大 文字 、 小 文字 

の 切換 え が で きま す 。 

⑥ キー (キャ ピタ ル ロ ッ クキ ー) 

キャ ラク ター キー の 項 で 使用 し まし た が 、 こ の キー を ロッ ク 状 態 に し て お く と その まま 大 文字 で 入力 で き 、 
キー と の 併用 で 小文字 が 入力 で きま す 。 

この キャ ピタ ル ロ ッ クキ ー は アル ファ ベッ ト の み に 作 用 し 他 の キー に 影響 を 与え を ませ ん の で プロ グラ ム を 組む 上 で 便利 

で す 。 

@ キー (カナ モー ドキ ー) 

キャ ラク タキ ー の と ころ で 使用 し まし た よう に 、 カ ナ 文 字 を 入力 する と き に ロッ ク し て 使い ます 。 

⑤ EE *— (スペ ー ス キー) 

文字 列 の 区 切り な ど に スペ ー ス (な に も 書か れ て いな い 空 白 部 ) を 入れ る と き に 使い ます 。 

(スペ ー ス キー を 1 回 押す と 1 文字 分 の スペ ー ス が あき 、 押 し 続け る と リピ ビー ト 機 能 が 働き スペ ー ス を 続け て 入力 で き 
ます 。) 

abc def 


Le の よう に 操作 する と 
c と d の 間 に ス ペー ス が 入り ます 。 


⑥ 、 、 [| 、 8] キー (カー ソル コン トロ ー ル キー) 


画面 上 で 点滅 し て いる カー ソル を 左 、 右 、 上 、 下 へ 移動 さき せる と き に 使い ます 。( 押 し 続け る と リピ ー ト 機能 が 働き カー 
ソル は 続け て 移動 し ます 。) 


は 1 行 分 上 へ カー ソル が 移動 。 


は 1 文字 分 左 へ カー ソル が 移動 。 a と の カー ソル 位置 
は 1 文字 分 右 へ カー ソル が 移動 。 


の 、 日 キー (キャ リッ ジリ ター シン キー………CR キ ー) 
キャ リッ ジリ ター ン キ ー は メイ ン キ ー と 数 値 人 力 キー 部 に あり どちら も 同じ 働き を し ます 。 


1 行 の 文字 列 を キー 入力 し 、 こ の キャ リッ ジリ ター ン キ ー を 最後 に 押す と 、 そ の 1 行 の 内 容 が メモ リー され 、 カ ー ソ ル 
は 次 の 行 の 先頭 に も ちどり ます 。 


例 固 画 a の よう に 操作 する と abc が コン ピュ ー タ に メモ リー され 
カー ソル は 下 の 行 の 先頭 で 次 の 入力 を 待つ 状態 に な り ま す 。 


ISInis 


abc 

四 て ーー ソ ル 
キー (クリ アー ホー ムキ ー) 

@ その まま 
ル の ホー ム 位 置 で す 。 
@ | sr | キー を 押し な が ら 
す 。 


を 押す と 画面 に 表示 され て いる 内 容 は 消 を た ん ず カ ー ソ ル が 画面 の 左上 に も どり ます 。 こ こ が カ ー ソ 


を 押す と 画面 に 表示 され て いる 内 容 が 消え カー ソル が 画面 左上 に も どり ま 


キー だ け の 操作 wer | と [ 服 ] キ ー の 操作 


ーー いい BC 
| あー マタ ルイ GE 


GHI ーー 


⑨ キー (イン サー ト ・ ア リー トミ キー) 
° キー を 押し な が ら を 押す と カー ソル と 重なっ て 表示 され て いる 文字 より 右側 の 文字 列 を 右 に 移 


動 さ きせ スペ ー ス を 挿入 (イン サー ト ) で きま す 。 誤 っ て 入力 し た 場合 な どこ の スペ ー ス に 正しい 文字 を 挿入 し 文字 列 を 
訂正 する こと が で きま す 。( リ ピー ト 機 能 付 ) 


右 の 文字 列 の c と d の 間 に h を イン サー ト す る 場合 は 


abcdef 講 

[に | キー で カー ソル を d の 位置 に 移動 abc 記 ef 

キー を 押し な が ら を 押す abc fil def 
キー で h を 入力 する 。 abch 顧 ef 

[に] キー で カー ソル を スペ ー ス 部 に 移す 。 abchdef 画 


@ その まま を 押す と カー ソル の 左側 に 表示 され て いる 文字 が 抹消 (デリ ー ト ) され 右側 の 文字 列 は 左 に 移動 
し ます 。( リ ピー ト 機 能 付 )。 


右 の 文字 列 の h を デリ ー ト する 場合 は 


abchdef 講 

例 | [ 層 キー で カー ソル を d の 位置 に 移動 abch 軒 ef 
を 押し h を デリ ー ト する abc 計 ef 
キー で カー ソル を スペ ー ス 部 に 移す 。 abcdef 画 


⑩ キー (プレ ー ク キー) 


プロ グラ ム の 実行 や カセ ッ ト レ コー ダー の 動作 を 停止 させ た い 場 合 、 キー を 押し な が ら を 押す 
と プロ グラ ム の 実行 や テー プレ コー ダー の 動作 を 停止 (ブレー ク を か ける ) させ る こと が で きま す 。( 但 し FF,REW 時 を 除く ) 


右 の プロ グラ ム は アル ファ ベッ ト A を 画面 一 杯 に 10 PRINT “A”: 
書か の せる プロ グラ ム で す 。 実行 させ る と A を 永遠 20 GOTO 10 
に 書き 続け ます の で 一 時 停止 させ る に は ラ 】 


キー を 押し な が ら を 押し ます 。 
(* 右 の プロ グラ ム を 実行 きせ る に は カー ソル の と ころ に 回 を 入力 し | を 押す こと が 必要 で す 。) 


⑪ キー (コン トロ ー ル キー) 
コン トロ ー ル キー は 定め られ た 他 の キー と 組み 合わ せ て 、 さ ま ざ ま な コン トロ ー ル が で きま す 。 操 作 の 方 法 は 
(em ] キ ー を 押し な が ら [ ] (定め られ た キー) を 押し ます 。 
コン トロ ー ル キー と 組合 わせ て 使用 で きる キー と その 内 容 は 別冊 BASIC Manual の コン トロ ー ル コー ド 表 を 参照 し て 
くだ さい 。 
キー を 押し な が ら を 押す 。… ビ ッ と 音 が 出る 。 
* コ ント ロー ルコ ー ド 表 の 「G ま た は g」 の 項目 に は 「 ベ ル を な ら す 」 と 定義 され て いま す の で 、 こ の 組合 わせ の 場合 は 
ビッ と いう 音 (ベル ) が 出 ます 。 


⑲ キー (水平 タプ キー) 


e キー を 押す と BASIC の 初期 設定 の 状態 で は カー ソル が 8 文字 単位 で 右 へ 移動 し 、 各行 の 頭 ぞ ろ え が 行なえ 
ます 。 


* 水 平 タプ の 位置 は 任意 に 再 設定 する こと が で きま す 。 水 平 タ プ の 抹消 と 再 設定 は 別 民 BASIC Manual を 参照 し て < 
だ さ い 。 


⑬ 数 値 入力 キー (テン キー) 
@ 数 値 入 力 キー は た くさ ん の 数 値 デ ー タ を 入力 する と き 便 利 な よう に 独立 し て キー ポー ド の 右側 に 配置 され て いま す 。 
その まま 押す と キー に 記さ れ た 内 容 が 入力 で きま す 。 

し ] は 乗算 の X 記 号 の 意味 を 表し ます 。 

は 割 算 の 記号 の 意味 を 表し ます 。 


12.3X45 十 67-8+9 を 計算 する と き の 操作 は 較 較 較 固 大 (に (に に [5] 日] 中 還 


と し ます 。 画面 は print 12.3*45 十 67-8/9 
例 619.61111 
OK 


(* こ こ で 使っ た print と いう こと ば は 、 画 面 に 計算 結果 を 表示 し な さい と いう 意味 を も っ て いま す 。) 


% 数 値 和 人 力 キ ー (カー ソル コン トロ ー ル キー も 含む ) と 、 キー の 併用 で 、 デ ィ ス プレ ィ テ レビ CZ-800 D の ダ 

イレ クト コン トロ ー ル が で きま す 。 

キー を 押し な が ら [1] を 押す と チャ ン ネ ル 1 が 選 局 で きま す 。 

キー を 押し な が ら [2] 
: : | キー の 数 字 に 対応 し た チャ ン ネ ル が 選 局 で きま す 。 

キー を 押し な が ら [9] 

キー を 押し な が ら [ /] を 押す と チャ ン ネ ル 10 が 選 局 で きま す 。 

キー を 押し な が ら [*| を 押す と チャ ン ネ ル 11 が 選 局 で きま す 。 

キー を 押し な が ら [-] を 押す と チャ ン ネ ル 12 が 選 局 で きま す 。 

キー を 押し な が ら [9] を 押す と 音声 ミュ ー ト と な り も う 一 度 押 す と 解除 し ます 。 

キー を 押し な が ら [・ を 押す と テレ ビ 放 送 と コン ピュ ー タ 画面 を 重ね 合わ せま す 。 

キー を 押し な が ら [ -] を 押す と テレ ビ 画 面 に 切り か わり ます 。 

キー を 押し な が ら [・] を 押す と コン ピュ ー タ 画面 に 切り か わり ます 。 

キー を 押し な が ら [] を 押す と 音量 が ノー マル 位置 に な り ま す 。 

キネ ォ ー を 押し な が ら [1 を 押す と 音量 が アッ プ し 押し 続け る と 最大 に な り ま す 。 

キー を 押し な が ら [9 を 押す と 音量 が ダウ ン し 押し 続け る と 最少 に な り ま す 。 

キー を 押し な が ら [ご を 押す と チャ ン ネ ル ア ッ プ で 1 、2… つ 12 と 順次 変化 し ます 。 

キー を 押し な が ら [= を 押す と チャ ン ネ ル ダ ウ ン で 12、11… つ 1 と 順次 変化 し ます 。 


© 


⑲ キー (グラ フィ ッ ク キ ー) 
グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル (記号 や 図形 、 漢 字 ) は 、 作 表 や 特殊 な 表示 な ど に 利用 で きま す 。 各 キー に 対応 する グラ フィ ッ 
クシ ン ボ ル は 下図 の 通り で 画面 に 表示 させ る に は キー を 押し な が ら [ ] (定め られ た キー) を 押し ます 。 


各 キ ー に 対応 し た グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル ーー コ 
| 
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回 町 配本 PE 1 間 に 生 sm 回 回 回 是 
[mw] 回 回 因 回 回 回 四 田 了 四 回 ( olen 


[一 | 一 [mm [mm [mm lm 面 画 | | 生 |〒 
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3 
し 
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例 較 キ ー を 押し な が ら 較 右 軸 人 を 提 すす 。…… を を を 中 


⑮⑬ [| | F1-F5 キ ー (ファ ンク ショ ン キ ー) 

@ ファンクション キ ー は あら か じ め 設 定 され て いる 文字 列 を ファ ンク ショ ン キ ー 1 回 の 操作 で 入力 で きる も の で 、 例 え 
ば キー 操作 を 回 画 較 = と 入力 せ ず に に デコ を 1 回 入力 する だ け で 画面 に AUTO が 表示 され る 
よう に な っ て いま す 。 ファ ンク ショ ン キ ー の 数 は 5 個 で す が 、 キー と の 併用 で 10 種類 の ファ ンク ショ ン 機 能 
を 持た せる こと が で き 文 字 列 も 任意 に 再 設定 する こと が 可能 で す 。 


BASIC テ ー プ CZ 8 CB 01 で は ファ ンク ショ ン 機 能 を 次 の よう に 設定 し て あり ます 。(F6 か ら F10 は キー と 
の 併用 に な り ま す 。) 


F1 AUTO | F6 LOAD J 
F2 ?TIME$ J F7 WIDTH 
F3 KEY F8 CHR$( 
F4 LIST 円 F9 PALET 
F5 RUN 月 F10 CONT A 


@ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 再 設定 ( 再 定義 ) する 場合 の 操作 は 次 の 2 通り の 方 法 が あり ます 。 こ こ で は F 1 に WIDTH と い 
う 文字 列 を 再 定義 する こと を 例 に 説明 し ます 。 

1 、KEY1, WIDTH . で 行なう 方 法 

2 、F 1 か ら F 10 まで の ファ ンク ショ ン 内 容 を 表示 させ 、 こ れ を 修正 する 方 法 。 具体 的 に は 、KEY LIST ,| を 入力 
する と 画面 に 次 の 表示 が 出 ま す の で 、 こ れ を 修正 し ます 。 


KEYLIST 
KEY 1 。 “AUTO"+CHR$ (13) 


KEY2,  "?TIME$"+CHR$ (13 ) 
: ; | KEY 3 ~ 9 まで 表示 (略し ます ) 
KEY 10, "CONT+CHR $(1 3) 


(表示 ) 

カー ソル を “AUTO" …… の A の と ころ まで 移動 する 。 

を 押し な が ら 計 回 回 調 を 押す 。 KEY 1,“ 衣 UTO" 十 CHR $ (13) 

を 押し な が ら 彫 を 押し 選考 キー で CHR $ (13) を 抹消 する 。 KEY 1,“WIDTH 讃 CHR $ (13) 
用 を 押し て 再 定義 は 完了 し ます 。 KEY1,“WIDTH” | 


@ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の ラベ ルセット 方 法 
ファ ンク ショ ン キ ー 内 容 を 表示 する た め の ラ ベル を 同 梱 し て いま す の で 、 こ れ に ファ ンク ショ ン 内 容 を 記入 し て セッ ト 
し て お く と 便利 で す 。 


ぇ ロッ トーー プ 人 の レーwrl ラベ ル 


ラベ ルカ バー 


① ラ ベル カバ ー を 手前 に 引き 出し 右端 を 持ち 上 げ て 取外す 。 
ファ ンク ショ ン ラ ベル を 貼り 付け る 。 
ラベ ルカ バー 左端 突起 を 本 体 の スロ ッ ト に 合わ せ た の ち 右 端 を お ろ し 、 前 方 へ 押込 ん で 固定 する 。 


⑯ し - コ レー コー コキ ー (カセ モッ トコ ント ロー ルキ ー) 

@ コ ンピュータ 本 体 部 の カセ モット コン トロ ー ル キー で 、 通常 の オー ディ オ 用 カセ ッ ト レ コー ダー の REW、 STOP、 

FF ポ タン に 該当 し ます 。 

キー と の 併用 で APSS (Auto Program Search System) 機能 が あり ます か ら 、 プ ログ ラム を ロー ド す る 場合 、 
便利 で す 。 


その まま し を 押す ……………… 本 体 イ ンジ ケー タ 部 の [ささ ] が 点灯 し 、 カ セッ ト テ ー プ を 巻 戻し ます 。 

[wwr | を 押し て し を 押す … Le] が 点灯 し 、 巻 戻し の 状態 で カセ ッ ト テ ー プ に 収録 され た プロ グラ ム の 頭 出し 
を 行ない ます 。 

ュー を 押す St カセ ッ ト レ コー ダー の 動作 を 停止 し ます 。 

を 押し て ピー ョ ーー を 押す … カ セッ ト テ ー プ を イジ ェクト し ます 。 

その まま 、 し に に) を 押す ………… ド =] が 点灯 し 、 カ セッ ト テ ー プ を 早送り し ます 。 

を 押し て し | を 押す … er] が 点灯 し 、 早 送り の 状態 で カセ ッ ト テー プ に 収録 され た プロ グラ ム の 頭 出し 
を 行ない ます 。 


APSS 機 能 の 解説 
本 機 は プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ す る と き 、 自 動 的 に 約 6 秒 の プラ ンク 期間 ( 何 も 記 録 さ きれ て いな い 部 分 ) 
が 作ら れる よう に な っ て いま す 。 し た が っ て プロ グラ ム を コン ピュ ー タ に ロー ド す る と き 、 こ の プ ブラ ンク 期間 の 有無 
を 判別 し て プロ グラ ム と プロ グラ ム の 間 で カセ ッ ト レ コー ダー を 停止 させ る こと が で きる わけ で す 。 


テー プ の 走行 方 向 ビニ 一 


※ テ ー プ が 現在 位置 に ある と き ※ テ ー プ が 現在 位置 に ある と き 
(Cer +E で ブロク ラム er + で プログラム 
B 、C 間 まで 巻 戻 し そこ で 停 DA A、B 間 ま で 早送り し そこ で 
止 する 。 停止 する 。 


※ C15(15 分 用 ) より 長い 録音 時 間 の カセ ッ ト テ ー プ を ご 使用 に な っ た 場合 は APSS 動 作 が 
不 確 容 に な る こと が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 


⑰ テ レビ コン トロ ー ル キー 
キー と 数 値 入力 キー で ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D を ダイ レク トロ ント ロー ル で きる こと は 説明 し まし た 。 
ここ で は 、 独 立 し て 用 意 さ れ て いる テレ ビ コ ン トロ ー ル を 説明 し ます 。 


ビー  *※ー… テ レビ 画面 と コン ピュ ー タ 画面 の 切換 え ス イッ チ で す 。 テ レビ 放送 と コン ピュ ー タ 画像 の 重ね 合わ せ 
(混在 ) 状態 で は 動作 し ませ ん 。 
ーー キー… チ ャ ン ネ ル ア ッ プ キ ー で 押す ご と に 順 送 り で チャ ン ネ ル を 1、2、3…… 11。 2 つづ 1 、2 と よ か ね も り ま 


す 。 
gowsrv キー… チ ャ ン ネ ル ダ ウ ン キ ー で 押す ご と に 順 送り で チャ ン ネ ル を 12、 11、 10…… 2 、1 一 12、 11 と か わり ま 
す 。 


oe へ キー… ボ ポリ ウム アッ プ キ ー で 押し 続け る と 音量 が 徐々 に 大 きく な り ま す 。 
oe て キー… ボ リウ ムダ ウン キー で 押し 続け る と 音量 が 徐々 に 小さ く な り ま す 。 


*CHANNEL 和 AA、V ツ と VOLUMEA、 ソ キー は テレ ビ モ ー ド お よび スー パー イン ポーズ (重ね 合わ せ 画 面 ) モー ド の と 
き 有 効 で 、 コ ンピュータ モー ド の と き は VOLUME 人 AA, ソ キ ー の み 有 効 で す 。 


⑳ 


CZ-800C と ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800D を 組み 合わ せ て ご 使用 に な る と き 、CZ-800D の メイ ン 電 源 が 「 入 」 状 態 で 
は 、 コ ンピュータ CZ-800C の 電源 スイ ッ チ の 操作 に より 次 の よう な 動作 を し ます 。 
①CZ-800D の 電源 が 「 切 」 の 状態 で も 、CZ-800C の 電源 を 「 入 」 に する と CZ-800D も 「 入 」 状態 に な り コ ン ピ ュ ー 


タモ ー ド の 画面 が で ます 。 
⑨CZ-800D 、CZ-800C の 電源 が 「 入 」 で 、CZ-800C を 先 に 「 切 」 に する と 画面 が コン ピュ ー タ モー ド か ら 
テレ ビ モ ー ド へ 自動 的 に 切換 わり ます 。 


[3}]、 ク ロッ ク 、 タ イマ ー の 設定 と 取消 し 方 法 

ここ で は 、 コ ンピュータ CZ-800 C の クロ ッ ク 機 能 と タイ マー 機能 を 説明 し ます 。 CZ-800 C の 電源 を 入れ た 直後 の 
BASIC を 読ま せ て いな い 状 態 で クタ ロック と タイ マー の 設定 は 行ない ます の で 、 も し BASIC を 読み 込ま せ て ある 場合 
は A S Kr を 実行 し て くだ さい 。 

ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D の 画面 上 に は 次 の メッ セー ジ が 表示 され て いま す 。 

Make ready any device 

Push (F、 R、 CorT) Key 

F : Floppy 

R : ROM 

C: CMT 

T : Timer 

クロ ッ ク と タイ マー の 設定 を 行なう た め に の キー を 押し て くだ さい 。 


画面 は 下図 の よう に か わり 、 カ ー ソ ル が TIMER XX メグ XXX…… の 最初 の の と ころ で 点 減 し て いま す 。 


[| クロック 表 示 間 ( 白 文 字 ) 

00 グ 00/00 SUN 00:00:00 

年 月 日 曜日 時 分 秒 

※ は じ め て 電源 を 入れ た と き 表 示 が 現在 時 刻 と 合っ て 
いな い 場 合 が あり ます 。 こ れ は 故障 で は あり ませ ん 。 
クロ ッ ク の 設定 手順 通り 再 設 定 し て くだ さい 。 
| クイ マー 表示 部 ( 自 文字 ) 

メメ 区 ※ 区 XX OFEE 

月 日 曜日 時 分 TV の 入 ・ 切 表示 
入力 モー ド 表 示 部 Al( 黄 また は 赤 文 字 ) 

カー ソル の 位置 に 対応 し た 入力 モー ド 内 容 が 黄 文 字 で 
表示 され 、 入 力 ミ ス を し た 場合 、 赤 文字 で エラ ー を 知 
ら せ る 表示 が で ます 。 

入力 モー ド 表 示 部 B|( 緑 文字 ) 
(ESC) は (ss キー= ク ロッ ク ・ タ イマ ー 表 示 を 解除 で きま す 。 
〔CLR〕 は [ 屋 ] キー= タ イマ ー 設 定 し た 内 容 を 取消 せま す 。 
CCRJ は |[』 キー ニ 入 力 し た 内 容 で タイ マー セッ ト で きま す 。 


TV Timer control 

00/00 グ 00 SUN 00:00:00 
TIMER 1 * 散 < ンプ メ X XXX XX:Xxx OFF 
TIMER2*  : 3 i # OFF 
TIMER 3 *  : i i OFF 


Month 01-12 or XX 
(ESC]=Exit、 (CLR〕=reset、 (CR)=set 


タイ マー 設定 表示 部 (赤色 ) 
タイ マー の 設定 が 行なわ れる と 
*( ア スタ リス ク ) が 表示 され ます 。 


(①⑪①、 ク ロッ ク の 設定 
田 現 在 時 刻 に コン ピュ ー タ 内 蔵 の クロ ッ ク を 合わ せる 必要 が あり ます の て で 次 の 手順 に 従っ て 設定 し て くだ さい 。 


クロ ッ ク 設 定 の と き は ここ で は 1983 年 1 月 15 日 土曜 午後 3 時 30 分 20 秒 と 仮定 し て 説明 し ます 。 


1 、 カ ー ソ ル を カー ソル コン トロ ー ル キー で クロ ッ ク 表 示 部 の スガ モード 表示 内 容 


左端 に 移動 きせ ます 。 Year 00-99 
2 、 西 歴 1983 年 の 末尾 2 桁 を キー 入力 し ます 。 Month 01-12 or XX 
3 、1 月 の [9] [] を キー 入力 し ます 。 Day 01-31 or XX 
4、15 日 の [[) を キー 入力 し ます 。 SUN MON TUE WED THU FRI SAT or xxx 
5 、 土 曜日 の 鐵 回 を キー 入力 し ます 。 Hour 00-23 or XX 
6 、 午 后 3 時 (15 時 ) の [|] を キー 入力 し ます 。 Minute 00-59 
7 、 午 后 3 時 30 分 の 分 の 単位 [co] を キー 入力 し ます 。 Second 00-59 
8 、 午 后 3 時 30 分 20 秒 の 秒 の 単位 [oc] を キー 入力 し 入力 モー ド 表 示 な し 
ます 。 こ れ で 表示 は 次 の よう に な り カ ー ソ ル は 右端 で 点 減 
し て いま す 。 Month 01-12 or XX 


83 グ 01 グ 15 SAT 15 : 30 : 20 圏 
9 、 設 定時 刻 の 3 時 3 0 分 20 秒 に な っ た 瞬間 に CR キー ( | ) を 押す と その 時 点 か ら ク ロッ ク は カウ ント を は じ め 、 
クロ ッ ク の 設定 は 終了 し カー ソル は TIMER 1 の 頭 の と ころ へ 移動 し ます 。 


②、 タ イマ ー の 設定 
画 ク ロッ ク が 動作 を 始め た と ころ で 今度 は ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800 D の 番組 了 予約 を する た め の タ イマ ー 設 定 を 行 
な っ て み ま し ょ う 。 


例 ]1] こ こ で は 、 先 程 ク ロッ ク を 設定 し た 翌日 つま り 1983 年 1 月 16 日 日 曜 の 午前 9 時 3 0 分 か ら は じ ま る 5 チャ ン ネ ル の 
1 時 間 番組 を 番組 予約 する と 仮定 し て 説明 し ます 。 


1 、 カ ー ソ ル は タイ マー 表示 部 の TIMER 1 XX… の 最初 の X カモ ー ド 表示 内 容 


の と ころ に き て いる は ず で す が 、 そ う で な いと き は 最初 の Month 00-12 or XX 
XX の と ころ へ カー ソル コン トロ ー ル キー で 移動 し ます 。 
2 、1 月 の [9] (1:】 を キー 入力 し ます 。 Day 01-31or XX 
3 、16 日 の [] [se] を キー 入力 し ます 。 SUN MON TUE WED THU FRI SAT or ベ メ ※ 
4、 日 曜 H の 回 回 園 を キー 入力 し ます 。 Hour 00-23 or XX 
5 、. 午 前 9 時 の [(o] (as] を キー 入力 し ます 。 Minute 00-59 
6 、 午 前 9 時 30 分 の 分 の 単位 [o] を キー 入力 し ます 。 TV Power ON (Y or N) 
7 、 カ ー ソ ル は OFF の 0 の と ころ で 点 減 し て いま す 。 こ の 例 で は 
CZ-800 D を ON させ た いわ け で すか ら 入 力 モ ー ド 表示 に こ た TV Channel1-12 
える か た ち で (YES) を キー 入力 し ます 。 
8 、OFF に 変り 表示 され た "ON CH" の うし ろ で カー ソル が 点 Month 00-12 or XX 
減 し て いま す の で 予約 する 5 チャ ン ネ ル の を キー 入力 し ます 。 
最後 に CR キー ( 』 ) を キー 入力 する と この 行 の タイ マー が セッ ト き さ れ た こと を 示 め す 赤 色 の * (アス タリ スク ) 


が TIMER 1 の あと に 表示 され カー ソル は 次 の 行 の 頭 へ 移り ます 。 
TIMER 1 * 01/16、 SUN 09 : 30 ON CH5 
ここ まで が CZ-800 D を 指定 され た 時 刻 と チャ ン ネ ル で ON させ る タイ マー セッ ト で す 。 こ の よう に タイ マー セッ ト が な 


され る と コン ピュ ー タ 本 体 イ ンジ ケー タ 部 の が 点灯 し 、 タ イマ ー が 動作 中 で ある こと を 表示 し ます 。 


こん ど は CZ-800 D を 指定 され た 時 刻 に OFF さ せる タイ マー セッ ト を する た め さ き ほど の 手順 と 同じ よう に 

TIMER 2 * 01/16 MON 10 : 30 OFF 

と 入力 し て も よい の で す が 「 1 時 間 後 に OFF さ せる 」 の な ら 次 の 方 法 が 簡単 で す 。 た だ し 、 こ の 場合 毎日 午前 10 : 30 に 
は CZ-800 D を OFF す る よう に タイ マー が 働き ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


9 、 カ ー ソ ル は TIMER 2 XX…… の 最初 の X の と ころ に き て いま す 。 Month 00-12 or XX 
10、 カ ー ソ ルキ ー で カー ソル を 順次 右 へ 送 り 、 午 前 10 時 3 0 分 の 部 分 の み 入力 し ます 。 

TIMER 2 XX ノン XX XXX 10:30 傘 FF TV Power ON (Y cr N) 
11、 譜 また は 、CR キ ー ( , 昌 ) の 入力 で セッ ト さ れ カ ー ソ ル は 次 の 行 の 頭 に 移り ます 。 


TIMER 2 XX/XX XXX 10:30 OFF Month 00-12 or XX 


毎週 火曜 日 の 午前 11 時 か ら 午 后 2 時 まで CZ-800 D を ON させ 、10 チャ ン ネ ル を 番組 子 約 する と き の タ イマ ー 表 
示 部 が どう な っ て いる か を ご らん くだ さい 。 

TIMER3 * XX メグ XX TUE .11:00 ON CH10 

TIMER4 * XX ノノ XX TUE 14:00 OFF 


毎月 3 日 の 日 だ け 各 時 報 よ り 5 分間 だ け 12 チャ ン ネ ル を CZ-800 D で 見 る と いう 場合 の タイ マー 表示 で す 。 
当然 各 月 の 3 日 の 曜日 は 一 定 で は あり ませ ん の で 曜日 の と ころ は XXX と し ます 。 

TIMER5 * メメ 03 XXX ※X:00 ON CH12 

TIMER6 * XX/03 XXX XX:05 OFF 


画 例 1 ~ 3 の 内 容 を 見 て 、 お 気付 き で すね 。 こ の タイ マー は X (つま り 内 容 を 規定 し な い ) を 使用 する こと で 、 プ ログ ラ 
マー の 思い の まま に ディ スプ レ ィ テレ ビ CZ-800D を タイ マー コン トロ ー ル する こと が で きる わけ で す 。 

圏 一 度 タ イマ ー セ ッ ト さ れ た 内 容 は クリ アー (タイ マー の 取消 し ) を し な い 限 り 、 働 き 続 け ま す の で 、 毎 日 線 返 す よ う 
な タイ マー 設定 の 場合 は 便利 で す 。 


(③、 タ イマ ー の 取消 し 
先程 セッ ト し た タイ マー 内 容 を 取消 す 場合 は 次 の 手順 で 行ない ます 。 TIMER 1 か ら TIMER6 を 取消 すこ と を 例 に し 
て 説明 し ます 。 


1 、 カ ー ソ ル を TIMER 1 の 行 へ 移動 きせ ます 。 こ の 場合 カー ソル は TIMER 1 の 行 の どの 位置 で も か まい ませ ん 。 
2 、 シ フト キー( ) と クリ アー キー( ) を 押し ます と TIMER 1 の 内 容 は 取消 きれ 表示 は タイ マー 
設定 前 の 状態 に ちどり ます 。 


TIMER 1 XX/XX XXX XX:XX OFF 


3 、 カ ー ソ ル は TIMER 2 の 行 に 移っ て いま す の で 同様 に シフ トキ ー ( ) と クリ アー キー ( ) を 押 
し TIMER 2 を 取り 消し ます 。 
同じ 操作 で TIMER 3 以降 、 TIMER 6 まで 金 部 取消 し ます と コン ピュ ー タ 本 体 の 表示 は 消え タイ マー 設定 さき 
れ て いな いこ と を 示し ます 。 


@ 本 機 の クロ ッ ク は 年 号 の 自動 切換 表示 を 行ない ませ ん 。 ま た CZ-800C の メイ ン 電 源 ス イッ チ を 「 切 」 に する と 


年 号 を 82 年 以外 に 設定 し て いた 場合 、82 年 の 表示 に 戻り ます の で 年 号 の 再 設定 が 必要 で す 。 
@ ウル ウ 年 (2 月 29 日 の ある 年 ) を 自動 判別 する 機能 が あり ませ ん の で 、 こ の 場合 も 月 / 日 の 再 設定 が 必要 で す 。 


ジロ グラ ム の 保存 ・ 再 生 の し か た 。 


パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C は プロ グラ ム を 入力 させ た り 、 ま た それ を 実行 し た りす る の で す が 、 これ は CZ-800 C 
の 内 部 に ある 1C (集積 回 路 ) が 処理 し て いま す 。 

1IC に も いろ いろ な 種類 が あり 、 私 た ち が 、 プ ログ ラム を 入力 し て 記憶 や 再生 さき せる 1C は 、 ち が っ た 内 容 の プロ グラ ム を 
入れ た り 出 し た りす る 必要 が ある こと か ら 1C 内 部 の 記憶 を すべ て な くさ せる よう に 作ら れ て いま す 。 

し た が っ て コン ピュ ー タ の 電源 を 切る と 憶え 込ん で いた プロ グラ ム は すべ て 消え て な く な っ て し まう と いう こと が 生じ 
ます 。 こ こ に プロ グラ ム を 別 の 記憶 で きる 場所 へ 移す と いう 必要 性 が で て くる わけ で す 。 


ここ で は 別 の 記憶 場所 つま り カ セッ ト テ ー プ へ の プロ グラ ム 内 容 の 移し 方 (保存 の 仕方 ) に つい て 説明 し ます 。 


[]] プ ログ ラム 保存 の 仕方 
プロ グラ ム を 記録 し て 保存 する た め に は 、SAVE (セー ブ ) と いう 命令 を 使い ます 。 さ っ そく 、 プ ログ ラム を セー ブ し て 
み ま し ょ う 。 ま ず 。 生 カセ ッ ト テ ー プ を 1 本 ご 用 意 く だ さい 。 


① コ ンピュータ CZ-800 C の 状態 を 確認 し ます 。「 電 源 を 入れ 動作 させ る 」 の 手順 に 従っ て BASIC テ ー プ CZ 8 CB 01 を 
は ウード し ます 。 

これ で プロ グラ ム を キー ボー ド か ら 入 力 で きる 状態 に な り ま し た の で セー ブ す る た め の 人 科 単 な プロ グラ ム を 紹介 し ま 
す 。 ま ず こ れ を キー か ら 入 力 し て くだ さい 。 


1 INPUT "f=" sf 

ろ 2 INPUT "日 ="# 日 
3 ロ C=A+B 
4 PRINT "月 + 日 =" ョ C 
S END 


この プロ グラ ム は コン ピュ ー タ に いろ いろ な た し 算 を させ よう と する も の で す 。 こ れ を RUN | と 押し て 実行 させ る 
と 画面 に A= ? (A を いく ら に し ます か ? ) と 表示 され ます 。 数 値 を 入力 し て | を 押す と B= ? と 表示 し 、 こ れ に も 
数 字 を 入れ る と 、A 寺 B= の 答 の 値 が 出 ま す 。 プロ グラ ム が うま く 働 いて いる こと が 確 め られ まし た ら 、 こ れ を セー プ す 
る こと に し まし ょ う 。 


いろ いろ 数 値 を 入れ て 先程 の アプ ログ ラム を 実行 さき せま し た か ら と りあ え ず キー を 使っ て 画面 を 
きれ い に 消 し ます 。 こ れ は 画面 に 表示 され て いる 内 容 を 消す だ け で 、 プ ログ ラム を 消す わけ で は あり ませ ん の で 心配 い 
り ま せん 。 あ ら た め て LIST. 昌 と 入力 し て みて くだ さい 。 先 程 の アロ グラ ム が 画面 に 出 て き て 一 番 下 で カー ソル が 点滅 し 
て いま す 。 テ ー プ カウ ンタ ー は “000" に セッ ト し て お きま し ょ う 。 こ こ で カセ モッ ト テ ー プ を コン ピュ ー タ 本 体 に セッ ト し 、 
次 の よう に 「 タ シ ザ ン ノ プ ログ ラム 」 と いう プロ グラ ム 名 を 付け て セー プ し ます 。 


SE サフ コロ の" ラロ | (7 の 中 は プロ グラ ム 名 ) 


コン ピュ ー タ 本 体 イ ンジ ケー タ 部 の [WRITE | が 点灯 し 、 カ セッ トレ コー ダー が 自動 的 に 作動 を 開始 し ます 。 画 面 に は 
Writing" 2 シタ バン フフ" ロ 2 う 6・ と 表示 が で ます 。 数秒 後 に カセ ッ ト レ コーダ ー は 自動 的 に 停止 し は 消 条 
し て 画面 に は OK と で ます 。 こ れ て 先程 の プア ログラム は 「 タ シ ザ ン ノ プ ログ ラム 」 と いう 名 前 を 付け られ 記録 され た わけ 
で 


1 、 プ ログ ラム の 名 前 は 13 文字 以内 で 付け て くだ さい 。13 文字 を 超え る と セー ブ で きま せん 。 
2 、 プ ログ ラム が すでに 記録 きれ て いる カセ ッ ト テ ー プ を 使い セー プ す る と き は 、 記 録 済 の プロ グラ ム と 重 な ら な いよ 
う 十分 ご 注意 くだ さい 。 重 な っ た 位置 か ら セ ー ブ す る と 記録 済 の アプ ログラム は その 部 分 が 消去 され て し まい ます 。 


@ 


③ こ こま で プロ グラ ム の セー プ は 終了 し た わけ で す が 、 万 一 うま く セ ー プ され て な か っ た ら … と 考え ます ね 。 せ っ か く 
の プロ グラ ム が セー ブ さ れ て いな けれ ば 困り ます の で VERIFY と いう 命令 で 確実 に セー プ で き て いる か 確認 し ます 。 
み カセット テー プ を テー プ カ ウ ンタ ー “000” まで 、 巻 戻し て 先程 の 「 タ シン ザン ノ プ ログ ラム 」 が 確実 に セー プ で き て いる 
か 確か め る た め 次 の よう に 入力 し ます 。 


VERTFT リロ ジリ ササ ンコ コロ ロフ ラロ 9 
これ を 実行 する と 画面 に は 次 の よう な メッ セー ジ が 出 て 、 セ ー ブ さ れ て いれ ば 数 秒 後に OK が 表示 され ます 。 


EET FT リサ マフ リラ ロリ 9” アテ” 
Ri か プ ォ ーー ロジ サーマ & ゅ 


も し 、 カ セッ ト テ ー プ な ど に 問題 が あっ て うま く セ ー プ で き な い と き は 次 の よう な メッ セー ジ が 出 ま す の で 、 カ セッ ト 
テー プ を 変換 し て 、 も う 一 度 セ ー プ を や りな お し ます 。 
Tape read ERROR 


[2Z] プ ログ ラム の 再生 の 仕方 

プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ か ら 再 生 し て コン ピュ ー タ に 入力 する に は LOAD と いう 命令 を 使い ます 。 カ セッ ト テ ー プ 
に 記録 さき れ て いる 目的 の プロ グラ ム を ロー ド す る に は 、 先 程 の 「 タ シン ザン ノ プ ログ ラム 」 を 例 に し ます と 次 の よう に な 
り ま す 。 


LoD コシ ラサ リフ コロ ロク で ラロ 明 ("内 は ロー ド す る プロ グラ ム 名 ) 


以上 の 入力 を 終え る と 数 秒 後 、 画 面 に 次 の よう な メッ セー ジ が 出 ます 。 

Found マン リコ ロロ で ラロ" 

そし て カセ ッ ト テ ー プ デッキ の 動作 が と まり 、OK が 出る と ロー ド は 完了 し ます 。 

「 タ シ ザ ン ノ プ ログ ラム 」 の 場合 は カセ ッ ト テ ー プ の 頭 か ら す ぐ セ ー プ し まし た の で 簡単 に LOAD | と し て も ロー 
ド す る こと が で きま ます 。 


1 本 の カセ ッ ト テ ー プ に 何 種類 か の プロ グラ ム が 入っ て いて その うし ろ へ 先程 の 「 タ シ ザ ン ノ プ ログ ラム 」 を セー プレ し 
た 場合 は ロー ド す る と き 最 初 に 説明 し た よう に “プログ ラム 名 ? と 一 緒 に 入力 し て や り ま す 。 す る と 次 の よう に ロー ド 
する 目的 の アプ ログ ラム に 到達 する まで 関係 の な い プ ログ ラム は スキ ッ プ し て ゆき ます 。 


・| SF 一 | 
の" ロフ 7G mn っ 「ABC」 と いう 名 前 の プア ログ ラム 
F 。 " っ 「DEF」 と いう 名 前 の プロ グラ ム 
サ 


また は 、 上 の 例 で 「 タ シ ザ ン ノ プ ログ ラム 」 は 3 番目 に 入っ て いる こと が わか っ て いれ ば キー を 押し な が ら 
テー プ オ ペレ ーション キー を 押す こと に よっ て 次 の プロ グラ ム の 頭 出 し が で きま すか ら こ れ を 2 回 繰 返 す こと で 「 タ シ 
ザン ノ プ ログ ラム 」 の 頭 の 部 分 へ すぐ に 到達 する こと が で きま す 。 (下図 を 参照 し て くだ さい ) 


マー テー プ の 走行 方 向 


jl 人 T T 
[er ] と [ Py ] キー を 押す と [Pm ] キー を 押す ここ で LOADr| を 入力 する 。 


ma CZ-800C に 命令 し て 何 か や ら せ よ う 。 


前 章 ま で 読ん で いた だ けれ ば 、 パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の 概要 と 、 BASIC 言 語 の 意味 する 内 容 、 キ ー 操 作 が ご 
理解 で きた と 思い ます 。 
前 章 の クロ ッ ク ・ タ イマ ー に つい て も 、 プ ログ ラマ ー の あな た が 命令 し て コン ピュ ー タ に 時 間 表 示 や 番組 予約 を させ て 


いる わけ で す が 、 命令 し て いる と いう 意識 は な か っ た の で は あり ませ ん か ? 
この 章 で は 、CZ-800 C に 意識 的 に な に か を や ら せ て みる こと に し まし ょ う 。 し か し その 前 に 少し 知っ て お いて いた だ き 
た い 項 目 が あり ます の で 、 ま ず は それ か ら 説 明 し ます 。 


パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 C の 電源 を 入れ 、BASIC を 読み 込ま せ た ら 、 準 備 OK で す 。 

画面 に は OK と 表示 され て いま すね 。OK の 下 で 点 減 し て いる カー ソル は 、 次 の キー 入力 を 持っ て いま す 。 

ここ で キー を 打ち こめ ば よい の で す が 、 コ ンピュータ に は 電卓 の よう に すぐ に 答 を 出し て くれ る 場合 と 、 プ ログ ラム に 
よっ て 働く 場合 が あり ます 。 

す で ぐに 答 を 出す モー ド を 直接 実行 、 プ ログ ラム に よる 実行 を 間接 実行 と いい ます 。 


画 直 接 実 行 と 問 接 実行 の ちがい 

間接 実行 させ る に は 「 行 番号 」 を 各行 の あ た ま に 付け て コン ピュ ー タ に 順序 よく 仕事 させ る よ うに し ます が 、 行 番号 

を 付け な いで 命令 を 入力 する と すぐ に 実行 され 結果 が 表示 され ます 。 こ れ が 直接 実行 で す 。 

た と えば 4 十 5 の 計算 を させ た いと き 、 右 の 上 の 行 の よう に 入力 する と す PETNT 415 品 

ぐ 答 の 9 が 下 側 に 表示 され ます ね 。 こ れ が 直接 実行 で す 。 (oR (@ dos sanamme 
回 表示 され ませ ん 。 


こん ど は 行 番号 を 付け て 右 の よう に 入力 し ます 。 こ の と き は 画面 に 結果 が 


あら われ ませ ん 。 18 PRINT 4+5dl 
ここ で RUN [| と 入力 する と は じ め て 答 の 9 が 表示 され ます 。 し 一 (これ を 文 番号 と 呼び ます 。) 


これ が 間接 実行 と 呼ば れる も の で 行 番号 を 付け る こと に よっ て その 内 容 は RR J 
「 プ ログ ラム 」 と し て 扱わ れ す ぐ に 実行 され ませ ん が 、 何 度 も 繰り 返し 実 の に 
行き させ たり 、 順 序 よ く 実 行き せる こと が で きま す 。 | 


圏 プ ログ ラム っ て 何だ ろう 

間接 実行 に よっ て コン ピュ ー タ に 仕事 を させ よう と する 場合 、「 プ ログ ラム 」 が 必要 に な り ま す 。 

プロ グラ ム と いう の は 、 コ ンピュータ に どう いう 順序 で 仕事 を させ る か を 書い た 手引 書 の よう な も の で 、 コ ンピュータ 
は プロ グラ ム に 書か れ て いる 行 番号 の 小さ い 順 に 仕事 を こなし て (実行 し て ) いき ます 。 


た と えば コン ピュ ー タ に 1 か ら 15 まで の 数 字 を 画面 に 表示 させ る プロ グラ ム を 書い て みる と 次 の よ うに な り ま す 。( こ 
こ か ら 。| キ ー の 表示 は 記し て いま せん ) 


10 FOR 』 コ =1TO15 
20 PRINT I 
30 NEXT 1 


=4 TO 45 By Ge 


プロ グラ ム を 実行 させ た 画面 


ここ で 、RUN (プロ グラ ム を 実行 せよ ) と 入力 する と 10、20… の 順に コン ピュ ー タ は 実行 し て いき ます 。40 番 を 実行 し 
て プロ グラ ム の 実行 が 終了 し ます 。 


9 


画 変数 を 使う 

プロ グラ ム の 中 で は 、 い ろ い ろ な 数 値 を 扱い ます が 、 値 の 決ま っ て いな いも の や いろ いろ と 値 が 変わ る も の は 変数 と い 
う 形 で 扱う と 便利 で す 。 

た と えば 次 の プロ グラ ム は 、 た し 算 を させ よう と する プロ グラ ム で す 。 こ の 中 の A や B、C が 変数 で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト ま 
た は アル ファ ベッ ト と 数 値 の 組合 わせ で 名 前 を 付け ます 。 た だ し 変数 の 名 前 は 240 字 以 下 で 最初 の 1 文字 は アル ファ ベ 
ツ ッ ト で な けれ ば な り ま せん 。 


ぁ a AHEHI > この プロ グラ ム 中 の A や B、C が 変数 で す 。A や B は いろ いろ 値 を 変え る こと 
8 ERINT C が で きま す 。C は A+B の 計算 結果 で 値 が 変わ り ます の で これ る も 変数 で す 。 


一 般 に 使用 し て いる 数 値 に も 整数 や 小数 、 分 数 な ど が ある よう に コン ピュ ー タ で 使う こと の で きる 変数 に も 、 整 数 型 、 
単 精度 実数 型 、 倍 精 度 実数 型 、 文字 型 な どの 区 別 が あり 用 途 に 応じ て 使い 分 け ま す 。 詳 しく は BASIC Manual を 参照 し 
て くだ さき さい 。 


画 困 っ た と き 助 け て くれ る 詳 キー 


次 の ペー ジ か ら 簡 単 な ア ログ ラム を 紹介 し 、 実 際 に 実行 きせ て みて パー ソナ ルコ ンピュータ CZ-800 じ と を も っ と よく 
知っ て も ら お うと 思い ます 。 


し か し CZ-800 C を 使用 きれ て 行く 途中 、 次 の よう な こと で 困っ た こと が 生じ し る か も 知れ ませ ん 。 こ れ ら は 無意識 の うち 
に コン ピュ ー タ を その よう な 状態 に させ た 結果 で すか ら 、 次 の 命令 で 正常 に も ち も ど し て く だ さい 。 


[Lew | キー を 押し な が ら 彫 キー を 押し て 、 


その あと キー を 押し な が ら を 押し ます 。 


、 キ ー 入 力 さ れ た 文字 が すべ て 点 減 文 字 に な っ て も と に も どら な いと まき. 

、 キ ーー 入力 さ れ た 文字 が すべ て 反転 文字 に な っ て も と に も どら な いと き . 
キー か ら 入 力 さ れ た 文字 の 内 容 が 、 キ ー の 表示 内 容 と 合わ な か っ た り わ け の わか ら な い パ ター ン が 出 て きた と き . 
、 キ ー か ら 人 入力 し た 文字 が 標準 の 大 き さ で な く 、 倍 文字 と な る と き . 

、 キ ー か ら 入 力 し た 文字 の 色 を 白色 に も ど し た いと き 

キー を 押し て も 画面 の 文字 が 消え ず に 残っ て いる と き . 
40 文字 モー ド で 、 キ ーー 入力 し て も 画面 に 何 ち あら われ な いと き . 

コン ピュ ー タ の 音 が 鳴り っ ぱな し で 止ま ら な いと き . 

、 画 面 の グラ フィ ッ ク が CLS 0 の 命令 で も 消え ない とき. 

、 キ ー 入 力 し た 文字 が グラ フィ ッ ク の うし ろ に か くれ て し まう と き . 

グラ フィ ッ ク で 描い た 図形 が 指定 し た 色 と 合 わな いと き . 


ン 


ーー = 
Be ow さら の トム i i 


《 お 願い 》 

ここ に 掲載 し た プロ グラ ム の うち に は 別売 の ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800 D や 、 グ ラフ ィ ッ ク V-RAM CZ- 8 GR を 使 
用 する こと に より プロ グラ ム の 実行 が 可能 な 状態 と な る も の も あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 な お グラ フィ ッ ク V 
-RAM CZ-8 GR を お 買い 求め に な っ て CZ-800C に 取り 付け られ る 場合 は 60 ペ ー ジ の 「 オ プシ ョ ン デ バイ ス の 
セッ ティ ング 方 法 」 を よく お 読み くだ さい 。 


⑧ 


文字 、 グ ラフ ィ ッ ク 、 背 景 に 好み の 色 を つけ て みよ う 。 


画 COLOR の 使用 方 法 を 学ぶ 

〇 画面 の 色 を 変え る に は COLOR 命 令 を 用 いま す 。 

COLOR 命 令 に は ふた つの パラ メー タ が あり 、 い まそ の パラ メー タ を それ ぞ れ 又 、Y と あら わす と 、 そ の 書式 は 次 の よ 
うに な り ま す 。 

COLOR X, Y 

丸 は 文字 、 ま た は グラ フィ ッ ク の 人 色 指 定 、Y は 背景 色 の 指定 で 番号 と 色 の 関係 は 次 の と お り で す 。 


RN 


サン プル プロ グラ ム 


< セブ シカ ラー スズ スペード 


1 ロロ RE CoOL OR 坪 来 来 
ら 2 FOR 1=1 TO 〒 
コロ COLOR I 

ロー PRINT 中 克 " 

Sa NEKT I 

ca ENL 

の に 

RUN お 
ーー 

本 赤 
尼 を な まき 
[a 緑 
示 シア ン 


[2 指定 し た 場所 へ 有無 を 言わ さ ず ジャ ンプ させ よう 


画 GOTO 文 の 使用 方 法 を 学ぶ 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

プロ グラ ム を 実行 する と “ 谷 " が 7 色 で 表示 され ます 。 
つま り COLOR 文 の 1 行 目 の パ ラメ ー タ を 1 か ら 7 ま で 
変化 させ 、 そ の 番号 の 色 の 順に “ 倒 ” を 表示 し ます 。 


〇 GOTO 文 を 使っ て 指定 し た 行 番号 また は ラベ ル (ラベ ル に つい て は BASIC Manual を 参照 ) へ 無 条 件 に ジャ ンプ を 


行なわ せま す 。 その 書式 は 次 の 通り で す 。 
GOTO 〔 行 番号 〕 


サン プル プロ グラ ム 
<〈⑥GOTO ど こま で ?5 

LIST 
ロロ RE 


ohio 
^ ビビ Mn00-Jm よ (OO ビビ SI 本 


mm 
"TE 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

変数 1 に 1 を 加算 きせ な が ら そ の 値 を 表示 する プロ グラ ム 
で す 。 

20 行 で 変数 1 の 値 が 表示 され 、30 行 で その 値 に 1 を 加算 し 
ます 。40 行 で 無 条件 に 20 行 へ ジャ ンプ を 行ない 先程 30 行 
で 加算 され た 値 を 表示 し 30 行 で 今 表 示し た 値 に 再び 1 を 
加算 し 、 ま た 20 行 へ ジャ ンプ する ……。 この よう な 繰り 返 
し 動作 を 永久 に 行ない ます 。 

この プロ グラ ム で は 11 を 表示 し た と ころ で [ swr ] キ ー と 、 
(swe) キー を 押し て 止め て いま す 。 


[3 同じ 処理 の 繰り 返し は サブ ルー チン が 便利 


圏 GOSUB、RETURN を 使っ て サ プ ブル ー チ ン の 概念 を 学ぶ 


〇 BASIC で は サブルーチン と いう 便利 な 方 法 が 使え ます 。 

繰り 返し 行なう よう な 処理 は サブ プ ブルー チン と いう 形 に し て お け ば よい の で す 。 サ プルー チ ン は GOSUB 命 令 と RETURN 
命令 で 作れ ます 。 具体 的 に は GOSUB で 指定 し た 行 番号 また は ラベ ル 名 で サブ ルー チン を 呼び 出し 、 一 連 の 動作 後 、 
RETURN 文 で GOSUB 文 の 次 の 命令 に 戻り ます 。 


50 行 以降 に ある サブ ルー チン へ 行か せる 。 


< サブ ルー チン > 
同じ 処理 を させ よう と 
する プロ グラ ム 内 容 


Sr 


詳 


160 RETURN 
RETURN で GOSUB 文 の 次 の 行 へ 帰る 。 


サン プル プロ グラ ム 


< 望み の ハー ト を プレ ゼン ト > 


LA 


To ロー 
ed a | 


ーー 
Li 


1 


5 チイ イド イ エイ ドド バ ドイ イコ 


きい GApireJiilii 和 lllPielig 敵 
TIT 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

この プロ グラ ム で は 50 ~90 行 の 間 を サブ プ ル ー チ ン と し て 呼び 出す も の で す 。20 行 で 任意 の 値 の 入力 待ち と な っ て お 
り 、 数 値 が N に 入力 され た ら そ の 後 30 行 の GOSUB 50 に よっ て 50 行 に ジャ ンプ し ます 。 

ここ で は 20 行 に 代入 され た 整数 の 数 だ け “ 形 " を 表示 する よう に プロ グラ ム さ れ て お り 、 画 面 に 表示 し た の ち 90 行 の 
RETERN に より 40 行 に 戻り プロ グラ ム を 終了 し ます 。 

この 例 で は 50 ~ 90 行間 の サ プ ル ー チ ン を 1 度 し か 使用 し て いま せん が 、 プ ログ ラム の 作り 方 に より 何 度 で も サブ 
ルー チン を 使用 する こと が で きま す 。 


[4] コ ンピュータ に 判断 させ よう 


画 IF ド FTHEN の 使用 方 法 を 学ぶ 


〇 コン ピュ ー タ に 判断 を 行なわ せる に は IF 文 を 用 いま す 。 その 用 法 は IF と THEN で は さま れ て いる 条件 、 式 を 判断 し 、 
その 条件 また は 式 が 成立 すれ ば 、THEN 以 降 の 命令 文 を 実行 し 、 成 立 し な けれ ば 次 の 行 番号 へ と 実行 を 移し ます 。 そ の 
書式 は 次 の と お り で す 。 


IF (条件 式 ) THEN 
た と えば 条件 式 で A の 内 容 が 1 に な っ た と き 行 番号 100 へ ジャ ンプ させ プロ グラ ム を 終了 させ た い 場 合 は 次 の よう に な 
り ます 。 


20 1 
A が 1 以外 の 2 や 3 の と き は A が 1 の と き 100 行 へ 
20 行 以降 へ 進む 


ジャ ンプ し プロ グラ ム を 終わ る 
100 END 


| サン プル プロ クラム | 


FTHEN で 1 か ら 10 まで な ん ど で も > 


LIST 

1 RE 玉 ※※ ポ IF - THEN 来 来 素 
20Q 1 = ロ 

Sg I=1+1 

40 IF IT ぅ 1 ロロ THEN GOTO 2 
S ロ PRINT I 
ca GOTO 3 ロロ 
Ook. 

RUN 

4 

2 

3 

4 

5 

5 

7 

8 

9 

1 

1 

2 : 
Break in 59 
Ok. 

(プロ グラ ム の 説明 ) 


この プロ グラ ム は 1 の 値 を 0 か ら 1 ずつ 加算 し て 表示 する も の で す が 、 こ こ で 条件 判断 を 入れ て いま す 。 つ まり 加算 し 
た 値 が 10 を 越え た ら 1 を 再び 0 に し な さい と いう 条件 で す 。 

GOTO 文 で 構成 され た 無限 ルー プ の 中 に IF-ーTHEN を 挿入 し プロ グラ ム の 流れ を 変え ます 。 

プロ グラ ム の 中 で IFーTHEN が な い 場 合 は 1 か ら の 整数 を 順次 表示 し ます が IF-THEN が 入っ て くる と 1 か ら 10 ま 
で の 整数 が 順に 表示 され 、 さ ら に その 後 1 か ら 10 ま て 順に 表示 され 、 こ の 繰り 返し が 永久 に 続く こと に な り ま す 。 


9 


[ 串 同じ 動作 を 繰 返 す に は 、FOR-NEXT 文 を 使う 


圏 FOR-NEXT の 使用 方 法 を 学ぶ 
O 〇 FOR 以下 の 条件 に 従い 、FOR-NEXT 間 で ルー プ を 構成 し ます 。 書 式 例 は 次 の 通り で す 。 
FOR 1 = 開始 値 TO 終了 値 


FOR の 後 の 1 は 変数 で 、 開 始 値 、 終 了 値 、 増 分 に は それ ぞ れ 数 字 が 入り ます 。 
FOR-NEXT の ルー プ は 変数 の 値 が 終了 値 に な る まで 繰 返 さ れ ま す 。 


サン プル プロ グラ ム 


R - NERT 束 
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(プロ グラ ム の 説明 ) 

初め に 任意 の 正 の 整数 N を 入力 し ます 。 する と FOR 文 の 終了 値 に 数 値 N が 代入 きれ 、FOR-NEXT の ルー プ が 1 から N 
まで の 回 数 だ け 行 な われ ます 。 

まず I に は 1 が 代入 きれ それ を PRINT 文 に より 表示 し ます 。 次 に NEXT に より 1I に 増分 1 が 加算 され 、 そ の 値 が 表示 され 
ます 。 

この よう な 繰り 返し 動作 が 終了 値 N ま で 行なわ れ ま す 。 


[与え た 変数 の 値 に 応じ た 場所 へ ジャ ンプ させ よう 


画 ON GOTO の 使用 方 法 を 学ぶ 


〇 条件 に よっ て 、2 つ 以 上 の 行 番 号 に 分 岐 する 場合 、ON GOTO を 使い ます 。 次 に 示す 書式 の よう に ON と GOTO の 間 
に ある 変数 の 値 に よっ て GOTO 以 降 連続 し て 書か れる 行 番号 へ ジャ ンプ し ます 。 
A=1 の ジャ ンプ  A= テ 2 の ジャ ンプ  A= テ 3 の ジャ ンプ 
ON A GOTO eg 2 の お きど ee 
する 行 番号 する 行 番号 5 する 行 番号 9 
ON GOTO と ON GOSUB の 違い は ON GOSUB で は RETURN 文 が 必要 で あり か な ら ず RETURN 文 に より ON 


GOSUB 文 の あと に も どっ て きま す が 、ON GOTO 文 で は も どっ て こない と ころ で す 。 


サン プル プロ グラ ム 


Li ST 

i189 RE ポポ OM - GOTO ポポ ホホ 
2@ INPUT A ¢ 
S38 ON A GOTO 1 ロロ , 2 ロロ, ヨロ 
49 END 5 
18 PRINT "fA=1":GOTO 2 
288 PRINT " 各 ニ 2"iGOTO ご 
889 PRINT "A=3":GOTO 28 
RUN 

? 1 

各 =1 

? ら 

=2 

? 3 

名 =3 

? ち 

Ok 


(プロ グラ ム の 説明 ) 
この プロ グラ ム で は INPUT 文 で 入力 され た 値 を 表示 し ます 。A に 1 を 入力 する と ON GOTO 文 に よっ て 100 行 へ ジャ 
ンプ し 、 こ こ で PRINT 文 に より A= 1 と 表示 され ます 。 A が 2 の と き は 200 行 、A が 3 の と き は 300 行 へ と ジャ ンプ し 、 
A= 2 また は A= 3 と 表示 し ます 。 し か し A が 1 一 3 以外 の と き 、 た と えば A に 5 を 入力 する と ジャ ンプ 先 が な いた め ON 
GOTO 文 は 無視 され プロ グラ ム は 終了 し ます 。 


[条件 に よっ て ジャ ンプ 先 を 変え て みよ う 
画 ON GOSUB と GOSUB の ちがい を 学ぶ 
〇 条件 に よっ て 、2 つ 以 上 の サブ ルー チン に 分 岐 する 場合 、ON GOSUB を 使い ます 。 ON と GOSUB の 間 に あ る 変数 に 
ょ っ て GOSUB 以 降 連続 し て 記述 する 行 番号 に 対応 し た サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 書式 は 次 の と お り で す 。 
ON A GOSUB ek ハー の も きめ ャ シップ する 5 

サ プ ブル ー チ ン の 行 番号 , サブルーチン の 行 番号 , 
A の 値 に よっ て ジャ ンプ する サ プ ル ー チ ン の 行 番 号 が 選択 され ます 。 A= 1 の 場合 は GOSUB に 続く 行 番号 に ジャ ンプ し 、 
RETURN 文 に よっ て ON GOSUB の 次 の 行 へ 実行 を 移し ます 。 
GOSUB 命 令 で は 、 ひ と つの サブ プル ー チ ン に し か ジャ ンプ で きま せん が 、ON GOSUB で は 条件 に より 2 つ 以 上 の サ プ 
ルー チン へ 分 岐 で きる と ころ が 異 っ て いま す 。 


サン プル プロ グラ ム 


48 REH ON - GOSUB 来 (プロ グラ ム の 説明 ) 

39 6N_R SOSUB 100, 2009, 388 A= 1 、 2 、 3 に 応じ て それ ぞ れ 100、200、300 の サ 
988 PRINT A=&iRETURN ブー イン 9 まれ ます 

89 PRTNT "A=3":RETURN た と えば A= 1 の と き 100 行 が 呼び 出さ れ て “A= 1" 
BUN を 表示 し ます 。 そ の 後 RETURN 文 に よっ て 40 行 に 戻 
りー り 、A= 2 の と き は 200 行 が 呼び 出さ れ “A= 2 "を 表示 
ロー と する … と いう よう に 実行 し ます 。 

ロー ヨコ A に は ジャ ンプ 先 が な い 値 (この 例 で は 4 や 5 ) が 入 
> 力 され る と ON GOSUB は 無視 され 次 の 行 を 実行 し ま 
Brak + 抽 す 。 こ の 例 で は 40 行 を 実行 し 、20 行 へ 戻り 、A の 入 


力 待 ちの 状態 と な り ま す 。 


[8] 表 示 文 字 を 補色 に 反転 させ て みよ う 。 


画 CREV の 使い 方 


OCREV を 使う こと に よっ て ノー マル モー ド の 文字 や 記号 を 補色 で あら わす こと が で きま す 。 書 式 は 次 の と お り で す 。 
CREV 0 また は 1 0 の 場合 は CREV だ け で 0 を 略す こと が で きま す 
CREV 1 に する と それ 以後 入力 する 文字 や 記号 は 下 表 の 補色 で あら われ ます 。 解除 する とき は CREV 0 また は CREV 
と し ます 。 


は SA の Ie に 日 ゥ っ [1 株 > dO 


LIST 
19 REM ** CREV 

2 FOR 1=1 TO 2g 

3 CREV_ 1 

49 PRINT "RBCD"} 

Sg CREV_g 

8 BRINT "ABCD "5 

88 END 因 還 @ 間 は 白黒 反転 文字 
Ok 

い AB 


(プロ グラ ム の 説明 ) 
補色 の 文字 と ノー マル 色 の 文字 を 交互 に 表示 する プロ グラ ム で す 。 ま ず 30 行 で 補色 の モー ド に し 40 行 で 補色 の 文字 
ABCD を 表示 し ます 。 50 行 で ノー マル 色 に も ど し て 60 行 で ノー マル 色 の 文字 ABCD を 表示 し ます 。 30 行か ら 60 行 ま で 
を FOR* NEXT 文 で 20 回 繰り 返す の て で 護 弄 ABCD の 形 を 20 個 書く こと に な り ま す 。 


[文字 の ノー マル 色 と 補 色 を 交互 に 点 減 さ きせ よう 


画 CFLASH の 使用 方 法 


OCZ-800 C で は 、 1 文字 単位 で 文字 を 点滅 させ る こと が で きま す 。 書 式 は 次 の 通り です 。 
CFLASH 1 

CFLASH 1 の 後 中 キー を 押す と それ 以後 の 文字 は 、 補 色 と ノ ー マ ル 色 と 交 互 に 表示 し ます 。 
フラ ッシュ を 解除 し た いと き は 、CFLASH 0 また は 、CFLASH と 押し ます 。 


各色 と 補色 の 関係 は 下 表 の 通り で す 。 


elwlwEelwlizlwlmlmi 


La elswLzlwEslwlwLmTm 


サン プル プロ グラ ム 


S 


ば マテ ッシュ ずる 


(プロ グラ ム の 説明 ) 
この プロ グラ ム は 、 フ ラッ シュ する ABCDE と フラ ッシュ し な い ABCDE を 交互 に FOR-NEXT 文 で 20 個 づ つ 書 か せ て 
いま す 。CFLASH 0 また は CFLASH を 入力 し な いか ぎり 、 フ ラッ シュ し て いる ABCDE は フラ ッシュ し 続け ます 。 


央 キー 入力 の し くみ は どう な っ て いる の で し ょ う 。 


較 INKEY$、CLICK、REPEAT 文 で キー 入力 関係 の 命令 を 学ぶ 
〇 CZ-800 C は キー 入力 され た 文字 や 記号 な ど を INKEY $ 関数 で 知る こと が で きま す 。 た と えば 押し た キー の 内 容 を 
画面 に 表示 させ る 場合 は INKEY $ を 次 の よう に 使い ます 。 


10 PRINT INKEY $ 


A " 
20 GOTO 10 A を 入力 する と 

画面 左 に 

A A が 出る 。 


これ を 実行 させ る と 画面 の 左端 に 入力 し た 文字 や 記号 が 下 

か ら 現 れ 上 方 へ 流れ て いき ます 。 

OCZ-800 C は キー を 押し た と き に 出る クリ ッ ク 音 を コン トロ ー ル で きま す 。 ク リッ ク 音 は CLICK 命 令 で ON、OFF し ま 
す 。 書 式 は 次 の と お り で す 。 

CLICK ON また は OFF 

OCZ-800 C は 一 部 の キー を 除き キー を 押し 続け て いる と 同文 字 や 記号 な ど リ ピー ト し ます 。 こ れ は REPEAT 命 令 で 
ON、OFF す る こと が で きま す 。 書式 は 次 の と お り で す 。 

REPEAT ON また は OFF 


サン プル プロ グラ ム 
<〈 く アル ファ ベッ トモ グラ タタ キ > 


1 REM InKey 計 

ら 29 CLICK ON 

う 39 REPEAT ロ FF 
49 MIDTH 4@ 

ら り 9 CLS 

る 9 TIME=Q 

BB ビ =RNDE' ポ ご る + る 4 
89 LOCATE 189,13 
アワ $=INKEY 
199 PRINMTCHR ま (CC) " POINT" Ps" TIME"; i1909-TIME: 
119 IF TIME=1909 THEN END 

120 IF AS<?CHR ま CC THEN SBg 

13@ P=P+1 

149 GOTO 78 


R POINT 15 TIME 85 


(プロ グラ ム の 説明 ) 
この プロ グラ ム は 、 画 面 ヘ ラン ダム に 表示 され る 文字 と 同じ 文字 キー ボー ド か ら 入 力 し 100 秒 の 間 に ど れ だ け 入 力 で 
きる か を た めす ゲー ム で す 。20 行 で て クリック 音 を 出さ せ 、30 行 で リピ ー ト を と め ま す 。70 行 で A か ら Z ま で の アル ファ 
ベッ ト を ラン ダム に 発生 させ ます 。 (ここ の 26 十 64 つま り 64~90 は A-Z の ASCII コ ー ド で す )。100 行 で 、 こ の アル ファ 
ベッ ト を 表示 させ 、120 行 は INKEY$ で 取り 込ん だ 文字 と 表示 文字 を 比較 し て 一 致す れ ば 得点 と し て 表示 し ます 。 


思 動 き の あ る 絵 を つく ろう 。 


圏 WIDTH、SCREEN (GRAPH) の 使い 方 

〇 CZ-800 C で は 1 行 に 書け る 文字 数 を 40 文字 と 80 文字 の 2 種類 が 指定 で きま す 。 この 指定 を 行なう の が WIDTH 命 
令 で 書式 は 次 の と お り で す 。 
WIDTH 40 また は WIDTH 80 
この 命令 は 文字 の みな ら ず 、 グ ラフ ィ ッ ク に も 作用 し WIDTH 40 の 場合 、 横 方 向 320 ドッ ト 、 WIDTH 80 の 場合 横 方 向 
に 640 ドッ ト の 細か さと な り ま す 。( 縦 方 向 は WIDTH 40、80 いずれ の 場合 で も 200 ドッ ト で す ) 


〇 さら に WIDTH 40 の 場合 は 2 つの スク リー ン モ ー ド を 持つ こと が で き 、 そ れ ぞ れ ス クリ ー ン 0 、 ス クリ ー ン 1 と 名 付 
け ま す 。 こ れ ら の スク リー ン へ の アク セス は SCREEN 命 令 で 行ない 、 こ の SCREEN の パラ メー タ は 次 の よう に な り ま 


す % 

キー また は プロ グラ ム 
SCREEN 0 また は 1 の 表示 され て いる 画面 , 0 また は 1 の 書き 込む 画面 
キー も し く は プロ グラ ム か ら 文 字 や 絵 を 描く と き は 、 書 き 込 む 画面 に 指定 
され て いる スク リー ン に 書か せま す 。 た と えば 
SCREEN 1, 0 
と し ます と 右 図 の よう に 画面 に は スク リー ン 1 に 書か れ て いた 文字 や 絵 は 
みえ て いま す が 、 キ ー や プロ グラ ム か ら の 入力 は スク リー ン 0 に 書か れ 、 
書い て る 途中 の 状態 は み ら れ ませ ん 。 こ こ で 
SCREEN 0 , 0 
と する と 見 せ て いる 画面 と 書き 込む 画面 が 一 致し 、 ス クリ ー ン 0 の 内 容 が 
みえ る よう に な り キ ー や プロ グラ ム か ら 文 字 や 絵 を 入力 する と 書い て いる 
途中 の 状態 が みえ ます 。 


60 


表示 され て いる 画面 書き 込む 画面 
1 0 | 


また パラ メー タ を 付け ず に 、 SCREEN 命 令 だ け を 実行 する と グラ フィ ッ ク 画 面 が 消え 、 テ キス ト 画 面 だ けが 表示 され ま 
す 。 こ の 状態 は グラ フィ ッ ク 画 面 に 書か れ た デー タ が 消え た わけ で は な く 、 た だ 画面 に あら われ な い だ け で す 。 グラ 
フィ ッ ク 画 面 と テキ スト 画面 の 両方 を 画面 に あら わす に は 、 も う 一 度 パ ラメ ー タ を 付け て SCREEN 命 令 を 実行 し ます 。 
つま り SCREEN0, 0 

SCREEN 0 , 1 

SCREEN1, 0 

SCREEN 1 , 1 の いずれ か を 行ない ます 。 


サン プル プロ グラ ム 


< く 色 が わり コタ ツブ トン > 
10 REF1 玉水 ポポ E-SCREEN KMMMKM 
sa MIETH 48 
1 = 由 
1919 SEREEN A, eCLS4 
1 ご 9 SCREEN 9, 1:CLS4 
1 ロ 839 SCREEN 9, 9:COLOR RNND 求 る +1 
1g49 LINE C19-I, 1 どー エ )ー( て 1 デア + エ 。12 ど + エ 1) 』 "会 5B 
1959 I=I1+1 
1 る 9 SCREEN 9, 1:CODLOR _RND ポ る + 1 
1 9897 LINE て (1 アー エ 。 12-I1) C19+I1, 12+1) FB 
190989 I=I1+1 
19 ウ 9 IF I>i2 THEN 1299 
1i90 SCREEN 1,89:COLOR _RND ポ る + 1 
1119 LINEC1 タ アー1。12ー1)-ー(1 の 9+ エ 。12+1)。 "を "BB 
1129 I=I1+i 
1139 IF I>12 THEN 1299 
1149 GOTO 198 る 9 
12g9 FOR h ト N=9 TO 5 
1 と 49 SCREEN 9,; 8 
1259 FUR J=9 TU 1999iNE※XT 
1229 SCREEN 1, 1 
1279 FOR J=9 TO 1999:NEXT 
1289 MEXT N 
1 ご の 9 GOTO 1999 


音 ゆ ササ か りり りり りり りり ササ も 
1 
か ササ りり りり りり 
ササ ササ ササ ササ 
トー 
間 プ フ U 
ササ 
ササ や ¥ 
滑 4 
ササ ササ ササ や 
ササ ササ ササ ササ ササ 
リリ リサ ササ サリ ササ ササ サザ ササ 
ササ ササ ササ りり りり りり 
PP りり りり tt tt ty 


多才 を を を る を を を る を る 


る る る る を を そる を を を を そる る を る る 人 人 外 
を る る る る る る る る る る を る る る を る る を 
吉 を を る を を る を る を を る を る を る を る 
トト エト て て て よう て 1] 
ト ふ エト て よ て て うう 1] 
て エト ュ トト ュ トト エト ュ トト ュ ] 
トト トト トス エ て よ よ よう も ふ うう] 


多才 を を を る る を る る そる 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

WIDTH 40 で 40 文字 モー ド に し ます 。 ス クリ ー ン 0 と 1 の 両方 を CLS 命 令 で クリ ア し ます 。 

まず 、SCREEN 0 , 0 で スク リー ン 0 を 表示 モー ド に し 、 か つ ス クリ ー ン に “ 合 " で 箱 を 描き ます 。 こ の と き LINE 文 
を 使い ます 。 

次 に SCREEN 0. 1 と し スク リー ン 0 を 画面 に 表示 し な が ら ス クリ ー ン 1 に“ 珍 ” を 描き 込み ます 。 さ ら に SCREEN1., 
0 と し スク リー ン 1 を 画面 に 表示 し な が ら ス クリ ー ン 0 に “ 命 ” を 描き 込み ます 。 以 上 の 繰り 返し を 行なう こと に より 
スム ー ズ な 動き で 画面 が 変化 し て いる よう に みえ ます 。 


そし て 、 行 番号 1240 と 1260 で SCREEN 0 , 0 と SCREEN 1 , 1 を 交互 に 行なう こと で 2 つの 画面 を か わる が わる 表示 
し ます 。 


⑩ 


タイ トル や 名 前 は 大 きい 文字 で 書い て みた ら ? 


圏 CSIZE、PRINT# 0 文 で 倍 文字 の 使い 方 を 学ぶ 
〇 CZ-800 C で は 4 種類 の 文字 を 扱う こと が で きま す 。 こ れ は 、 グ ラフ ィ ッ ク で 1 ドッ トブ つつ 文字 を 作る の で は な く 
PRINT 文 で 使え ます 。 こ の 4 種類 を 区 別して 使い わけ る 命令 は CSIZE で 書式 は 次 の 通り で す 。 


CSIZE n 
n に は 0 、 1 、 2 、 3 の いずれ か の 数 字 を 代入 し ます 。 数 字 を 代入 され た 書式 の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


CSIZE 0 : この 場合 は 標準 の 8 X 8 ドッ ト の 文字 で す 
CSIZE 1 : 縦 方 向 に 2 倍 の 文字 で す 

CSIZE 2 : 横 方 向 に 2 倍 の 文字 で す 

CSIZE 3 : 縦 方 向 、 横 方 向 と も に 2 倍 の 文字 で す 


CSIZE1 CSIZE3 


倍 文字 を 描く 場合 、 ま ず CSIZE 文 で サイ ズ を 指定 し ます 。 次 に PRINT 文 を 使い っ ます が 、 こ こ で 使う PRINT 文 に は #0 とい 
う 記号 を 入れ 描か せよ うと する 文字 列 を 続け て 入れ ます 。 

PRINT# 0 、“( 文 字 列 ]" 

だ と えば 
23 10 CSIZE 2 

20 PRINT#0 、“ABC" 

と する と ABC が 横 2 倍 の 文字 で 描か れ ま す 。 


| サン プル プロ グラ ム | 


< くち ょ っ と コマ ー シ ャ ル > 
509 REN CS1ZE ラ ッ カ ウラ 
199 MIDTH 49 
119 CSIZE 3 
129 CLS 
299 LOCATE 5,;8 
219 COLOR 4 
229 PRINT 村 Q, "SHARP " 
249 LOCATE 19,12 
259 COLOR 2 
2 る 9 CSIZE 1 
27 了 9 PRINT #Q, "PERSONAL CDNMPUTER" 
399 LOCATE 29,16 る 
319 COLOR 4 
329 CSIZE 2 
339 PRINT 牲 9。"Xー1『" 
499 END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 
この プロ グラ ム は 文字 の 大 き さ を 変え て “SHARP PERSONAL COMPUTER XX- 1 "と 表示 する も の で す 。 
まず 110 行 で CSIZE を 3 と し ます 。 
この 状態 で 220 行 で PRINT#0 , “SHARP" と し ます と 縦横 2 倍 の 文字 が 描か れ ま す 。 
さら に 260 行 で CSIZE 1 と し 縦 2 倍 の 文字 を 描く 状態 に し ます 。 こ こ で PRINT#0 , "PERSONAL COMPUTER" と 
し 縦 2 倍 の 文字 で 描か せま す 。 
最後 に 320 行 で CSIZE 2 と し 330 行 で PRINT# 0 , “X- 1 ”" 横 2 倍 の 文字 で 描か せ プ ログ ラム を 終了 し ます 。 


時 シン セ サ イ ザー 音 を 自由 に あや つろ う 

較 MUSIC ま た は PLAY、TEMPO を 使っ て 音楽 機能 を 学ぶ 

OCZ-800 C で は MUSIC また は PLAY 命 令 を 使っ て 8 オク ター ブ 、 3 和音 の 音 が 出せ ます 。 MUSIC、 PLAY の 書式 は 次 
の と お り で す 。 


MUSIC また は PLAY ヾ 下 に 示す 文字 列 ? 
文字 列 内 容 


音階 に 対応 する 文字 | C 


オォ オクターブ O1-O8 一 数 字 が 大 きく な る 程 オ クタ ー プ ブ は 高く な り ま す 。 


③ 音 量 V0O~V15 一 数 字 が 大 きく な る 程 音 量 は 大 きく な り ま す 。 


⑧ 休 符 の 長き R0-R9 一 数 字 が 大 きく な る 程 休 符 の 長 さ は 長く な り ま す 。 


⑤ 音 の 長き 0-9 一 音階 (A か ら G) の 後に 数 字 を 入れ 音 の 長 さ を 決め ます 。 数 字 が 大 きく な る 程 音 の 長 さ は 
長く な り ま す 。 
⑥ そ の 他 > (コワ ロジ め ) ー コ ロン で 区 切る と 2 重 ま た は 3 重 和 音 に な り ま す 。 


O 〇 MUSIC また は PLAY に 加え TEMPO 命 令 で 曲 の テン ポ が 変え られ ます 。 
書式 は 次 の 通り で す 。 6 
TEMPOn テン ポ n: 30 一 7500 の 間 で 選び ます 。 数 字 が 大 きく な る と テン ポ は 早く な り ま す 。 


⑲⑫ 


サン プル プロ グラ ム 


< 木 奉 音 楽 の 極限 ……> 


19 REM Music or Play 

29 WIDTH 48 

39 CLS 

49 PLAY" い 15R9: り 15R9: り 15R9" 

9 FOR =129 TO 2999 STEP 19@9 

る 9 TEMPO T 

79 FOR 0=1 TO 8 

8 PLAY"0"+CHR 和 も (48+0)+ "CDEFGABAGFEDC:DEFGABAGFEDCB :EFGABAGFEDCBA" 
ヶ 2@ NEXT 0 

199 NEXT T 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

オク ター ブ を 1 か ら 8 ま て で 変化 させ て か ら テ ン ポ を 速く し 、 こ れ を 繰返し ます 。40 行 で 音量 最大 、 休 符 は 最小 に 設定 
し て いま す 。 オ クタ ー プ を 変化 させ る の が 70 行 以降 の FOR 文 で 、 オ クタ ー ブ の 値 は 変数 O に 入っ て いま す 。 テン ポ を 変 
化 き せる の は 50、60 行 で 変数 〒T の 値 が その と き の テ ン ポ で す 。 


[自由 に 文字 や パタ ー ン を 作ろ う 
較 DEFCHR $ 、CGPAT$ 、CGEN で キャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ の 概念 と 使用 方 法 を 学ぶ 。 


〇 画面 に 表示 され る 文字 に は 、 そ れ ぞ れ 0 ~255 まで 番号 が 付け られ て いま す 。 こ の 
番号 の こと を アス キー コー ド と 呼ん で お り 、 こ の アス キー コー ド て 文字 の 指定 が で 
きま す 。 

例え ば 、“A" と いう 文字 は 65 番 と いう アス キー コー ド に な っ て いま す 。 さらに 、 文 
字 は 、8 行 X 8 列 の ドッ ト の 組み 合わ せ か ら 構 成 き され て いま す 。 これが 右 図 @⑳ に 示 
す も の で す 。 

1 つの 行 は 8 つの ドッ ト か ら で き て いま す が 、 ド ッ ト の うっ て ある と ころ を 1、 う っ 
て な いと ころ を 0 と する と 、 “A' と いう 文字 の 1 番 上 の 行 は 

00011000 


⑥ ぐ の @@@@ ぐ @@ 


と な り ま す 。 こ の 値 を 16 進数 で 表わす と 
18 ⑪ 
と な り 、 ま た 、10 進数 で 表わす と ⑫ 
24 
と な り ま す 。 (5 
〇 この よう に すべ て の 行 の ドッ ト の “1'′ “0' を 16 進 で 表わす と 、@ 図 の 右 の 数 値 ⑯ 
に な り ま す 。 普 通 文字 を 扱う と き は この 1 行 ご と の デー タ を 知ら な く て も 使用 で き 

ます 。 た と えば 、A と いう 文字 を 画面 に 表示 する 場合 

PRINT"A" 又 は PRINT CHRS (65) ⑰ 
と すれ ば いい わけ で す 。 
と ころ が 、 こ の 1 行 ご と の デー タ を 読み 出し た い 場 合 に は 、CGPAT$ と いう 関数 を ⑳⑩ 
使い ます 。CGPAT $ (65) と する と 、 こ の 関数 の 中 に 、32 個 の 文字 が 取り 込ま れ ま 
す 。 
この うち 、① 番 か ら ⑧ 番 まで に 、A と いう 文字 の 各行 の デー タ が 入っ て お り 、 こ の 部 ⑳⑭ 


分 は 書き 換え られ ませ ん 。 


前 に も 述べ まし た よう に アス キー コー ド に 対応 し て 文字 が 表示 され る 訳 で す が 、CZ 
-800 と は モー ド を 切換 える こと に より 、 自 分 の 作っ た 文字 や パタ ー ン を 対応 させ る 
こと が で きる 。 

た と えば 、65 番 の アス キー コー ド に は “A" と いう 文字 に な っ て いま す が 65 番 に イ 
ン ベ ー ダ の パタ ー ン や A の 逆さ 文字 V な ど を 作っ て 対応 させ る こと が で きる 訳 で 
この 部 分 の デー タ が CGPAT $ の ⑨ 番 か ら @⑬ 番 に 入っ て いま す 。 各 デー タ は 8 行 ず 
つの 構成 に な っ て いて 、 3 つの グル ー プ に 分 か れ ま す 。 各 グル ー プ は 青 、 赤 、 緑 の 
デー タ で あり 、 3 つ 重 ね る こと で 、 い ろ い ろ の 色 の パタ ー ン に な り ま す 。 

今 例 に 示し て ある の は “A' の 逆さ 文字 の パタ ー ン で 、 青 、 赤 、 縁 の グル ー プ に すべ 
て 同じ パタ ー ン を 書い て ます の で 重ね た と き に 白 文 字 と な り ま す 。 

以上 を まとめ る と 次 の よう な 書式 に な り ま す 。 


SS 


32 文 字 
cGPAT$ (  ) = 一 nh 
8 文字 8 文字 8 文字 8 文字 
青 赤 緑 
固定 の 文字 や 書き 換え 可能 な 文字 や パタ ー ン 


パタ ー ン 

〇 パタ ー ン を 読み 出す こと は これ で 理解 し て いた だ けた と 思い ます が 、 で は 、 す き な パ ター ン 補 文字 を 作る に は どう し 
た ら よ いで し ょ う 。 

それ に は DEFCHR $ と いう 命令 を 使い ます 。 

図 に 示し た 逆さ 文字 の パタ ー ン の 例 で いう と 次 の よう に な り ま す 。 

DEFCHR $ (65) =HZXCHR$(“004242427E422418 004242427E422418 0042 
42427E422418") 

つま り 書 式 は 次 の よう に な り ま す 。 


DEFCHR$ (アス キー コー ド ) 


ーHEXCHR$S (“ の 
⑨ 一 ⑩⑯ ⑰ ~ ⑳ @⑯) 一 ⑱⑲ 
青 で 描く パタ ー ン 赤 で 描く パタ ー ン 緑 で 描く パタ ー ン 
= 文字 列 


ODEFCHR $ で 、 パ ター ン が 定義 で きた ら 今 度 は 、 そ の パタ ー ン を 表示 し て み ま し ょ う 。 
この と き は CGEN と いう 命令 を 使い ます 。 

CGEN に は パラ メー タ か が 必要 で 0 また は 1 を 付け ます 。 

0 の と き に は 固定 の 文字 が 表示 され 、 1 の と き は 書き 換え 可能 な 部 分 の 文字 や パタ ー ン が 表示 され ます 。 し た が っ て 書 
式 は 次 の と お り で す 。 

CGEN 0 また は 1 

た と えば 、 決 の よう に な り ま す 。 

CGEN 0 

PRINT “A” 又は PRINT CHR$ (65) 

と する と 

A 

と 表示 され ます 。 

まな 

CGEN 1 

PRINT “A” 又は PRINT CHR$(65) 

と する と 

V 

と 表示 され ます 。 


⑬⑲ 


サン プル プロ グラ ム 


《 サ カサ 文字 〉 


= ‘em hd 


OO 
mi 


Toa ria 
eg 
| 


1 


コー ロゴ オ 待た 
= 11 
ズ ロ ロー" オ 呈 寺町 


本 ーー キマ 上 コウ 
て く て = を 生 皿 


+ 
う 3 py Sm 
x て x 工 0 へ % エ 0 

ーー コテ Hd 


スコ mm 


題 に っ ビ コ エ | 1 千年 


ーー エー し コ 
nit Cm 
J 
FO oT 


に KH 
Lb 


lt 
"Ft UW 
re 


※ 左 の 図 は サカ サ 文 字 に 対応 し た ASCII 
コー ド 表 で あり 、 下 の プロ グラ ム で 左 の 
四 T 手 士 。 図 が 表示 され る わけ で は あり ませ ん 。 


に ビー] 
Lr 
mw TT ド 


ITO DI EDT ロビ 所 ご 
iC 


| 


5 REM MKMMNKK いい フ テン モ シ "KKK が KK 
7 CLEAR 

19 DIM B ま て (19) 

29 FOUR 1i=9 TO 255 

30 内 本 =LEFT 和 も (CEGP 失 TT ま 1) 8) 
49 FOR J=1 TD 8 

59 日 まま 〈J) =MID ま (CAE, J 1) 

る 9 NEXT 

了 9 じ ま =B も (日 ) + 日 和 まく ア )+B 和 ま て (6) + 日 生ま (⑤5)〉 + 日 和 ま (4) + 日 和 ま (3) + 日 和 ま ( ど ご ) +B 和 て 12 
Sg DEFCHR ま も て (1) =C ビ $+ じ C+ じじ も 

ァ 9 LOCATE 9, 9:PRINTI; 

199 NEXT 

119 CGEN 1 

129 END 


半 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

CLEAR 文 で まず 変数 を すべ て クリ ア し ます 。 

CGPAT $ を 使っ て 、 キ ャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ の 固定 部 分 の デー タ を A$ と いう 変数 に 読み 込み ます 。LEFT $ (CGPAT $ 
(1)、 8 ) が 固定 部 を あら わし て いま す 。 ・ 

1 行 ど と の デー ター を B$(1)~B $(8) ま で の 配列 に 入れ ます が 、 こ の と き MID$ と いう 関係 を 使い 各行 の デー タ を B$ (1) 
ェ B$(8) に 振り 分 け ま す 。 

さら に B$(1) か ら B$(8) の 値 を C$ と いう 変数 に 入れ る わけ で す が 、 こ の と き B$(8) か ら 順 に 入れ ます 。 す る と キャ ラク 
ター ゼネ レー タ の デー タ の 上 と 下 が 逆 に な る た め さ か さま の 文字 を 定義 むす る こと に な り ま す 。 

さら に DEFCHR $ と いう 命令 を 使っ て 、 さ か さま に し た デー タ を キャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ の 書き 換え 可能 な 部 分 に 書き 込 
み ま す 。 こ こ は 青 、 赤 、 緑 の 3 つか ら 構 成 さ れ て いる の で すべ て に C$ の デー タ を 書き 込む 処理 を し ます 。 

これ が 、DEFCHR $=C$ +C$ +C$ で 行なっ て いる と ころ で す 。 

最後 に CGEN 1 で 書き 換え 可能 な 部 分 を 表示 する モー ド に し て お く < く と 画面 に は すべ て 逆さ の 文字 が あら われ ます 。 


同 カ セッ トレ コー ダー を プロ グラ ム で コン トロ ー ル し よう 。 
圏 FAST、REW、CSTOP、APSS、EJECT、CMT の 使い 方 


OCZ-800 C で は プロ グラ ム で カセ ッ ト レ コー ダー の コン トロ ー ル が で きま す 。 FAST、 REW、 CSTOP、 EJECT 命 令 の 
各々 の 働き は 次 の と お り で す 。 


FAST 一 カセ ッ ト テ ー プ を 早送り する 

REW 一 カセ ッ ト テ ー プ を 巻 戻し する 

CSTOP 一 カセ ッ ト テ ー プ の 走行 を 停止 させ る 

EJECT— カセ ッ ト レ コー ダー の カセ ッ ト プ ブタ を 開か せる 


〇 さら に 、CZ-800 C は 希望 する ファ イル (プロ グラ ム ) の 頭 出 し が で きる APSS (Auto Program Search System) 
が 付い て いま す 。 こ の APSS 命 令 は 次 の 書式 で 用 いま す 。 

APSS 十 また は 一 n ( 頭 出 し する ファ イル の 順番 ) n は 整数 

カセ ッ ト テ ー プ の 現在 位置 に 対し 、 早 送り 方 向 の n 番 目 の プ ログ ラム を 頭 出 し する 場合 は n を 正 に し 、 巻 戻し 方 向 の n 番 目 
プロ グラ ム を 頭 出 し する 場合 は n を 負 に し ます 。 


〇 また CZ-800 C で は 現在 の カセ ッ ト テ ー プ の 状態 を CMT と いう 関数 を 使っ て 0 から 4 の 数 字 で プロ グラ ム の 中 で 判別 
する こと が で きま す 。 表 示 数 字 の 0 か ら 4 まで の 内 容 は 次 の と お り で す 。 

0 一 イジ ェクト 状態 

1 一 停止 状態 

2 一 読み 込み 状態 に ある こと を 示し ます 。 

3 一 早送り 状態 

4 一 巻 戻 し 状態 

し た が っ て この 数 字 を みる こと に よっ て カセ ッ ト レ コー ダー が どう いう 状態 か 知る こと が で きま す 。 


サン プル プロ グラ ム 


< こわ れ だ ? カセ ッ ト レ コー ダー> 


19 REM XK CMT KKK 

269 FAST 

39 IF CMT=3 THEN GOTO 39 
49 REM 

50 IF CNMT=4 THEN GOTO 58 
る 9 PSS 3 

79 EJECT 

89 END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

FAST、REW、APSS、EJECT、CMT を 組み 合わ せ て カセ ッ ト レ コー ダー を コン トロ ー ル する プロ グラ ム で す 。 

20 行 で テー プ の 早 送 り を 行ない 、30 行 で カセ ッ ト レ コー ダー の 状態 を みて いま す 。 いま CMT の 値 が 3 つま り 早 送り 状態 
に ある と き は 継続 し て 早送り する よう 30 行 は ルー アプ に な っ て いま す 。 も し カセ ッ ト テ ー プ が 巻き と られ カセ ッ ト レ コー 
ダー が 停止 状態 に な っ た り 、 プ ログ ラム に よっ て 止め られ た り し た と き CMT の 値 は 3 以外 に な り ま す の で 30 行か ら 抜 
け 出 し 40 行 に 移り 巻 戻 し を 開始 し ます 。 

40 行 と 50 行 の 関係 も 先程 の 20 行 と 30 行 の 関係 と 同じ ょ うに 巻 戻 し モー ド で 働き ます 。 

さら に 60 行 で は 3 番目 の プロ グラ ム の 頭 出し を 行ない 、 そ し て 70 行 の イジ ェクト 動作 を 行なっ て プロ グラ ム を 終了 し 
ます 。 


《⑯ 


6 画面 の 情報 を 自由 に 扱 お う 


圏 GET@, PUT@ の 使い 方 を 学ぶ 。 
〇 CZ-800C で は 画面 の 情報 を 読み 込ん で 、 別 の 場所 に 描く 機能 を 持っ て いま す 。 
この 時 GET@ PUT@⑭ と いう 命令 を 使用 し ます 。 これら の 命令 の 書式 例 は 次 の と お り で す 。 
GET@ (Xi, Yi ) 一 (Xs, Ys ) , 配列 名 〔, パ レッ トコ ー ド ] 
PUT®@ (XY ) 一 (Xs, Ys ) , 配列 名 /, PSET.、 パ レット コー ド 
, PRESET, パレ ッ ト コ ー ド 
, XOR, パレ ッ ト コ ー ド 
, OR, パレ ッ ト コ ー ド 
, AND, パレ ッ ト コ ー ド 
, NOT, パレ ッ ト コ ー ド 
, 省略 
GET@ , PUT@ を 使用 する 前 に 配列 を 定義 する 必要 が あり ます 。 配列 の 大 き さ は (Xi , Yi) 一 (X2, Ys ) で 指定 され 
る 範囲 に より 、 異 な り ま す 。 
GET@ で は 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ パ ター ン , テキ スト 共に 扱え ます 。 す な わ ち 、 最 終 パ ラメ ー タ を パレ ッ ト コ ー ド に すれ ば 
グラ フィ ッ ク と な り 、 省 略す れ ば テキ スト と な り ま す 。 
PUT(⑯ も グラ フィ ッ ク ・ パ バ パターン, テキ スト 共に 扱え ます 。 や は り 最 終 パ ラメ ー タ を 省略 すれ ば テキ スト と な り 、 そ れ 
以外 の 指 志 が で は 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 と な り ま す 。 


(詳し く は BASIC マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。) 


サン プル プロ グラ ム 


1@ DIM G3) 

15 COLOR 4 

29 HIDTH 48 

38 XX1=@: ア 1=189 

49 CURSOR Xi,Y1 

る 9 PRINT" SHARP X1" 

79 FOR I=8TO さき 

きる 6 X1=X1+1 

9 GETQKX1」Y1 う ー(X1+18」Y1) 日 
199 CURSOR XX1。Y1 EPR1NT" "1 
119 PUTgK(X1 キ 1」Y1) (XX】+ す タウ 』Y1)』G 
129 FOR 人 =8TO199@:NEXT A 

1 る 6 NEXT 1 

14@ COLOR ? 

159 END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

この プロ グラ ム を 実行 する と SHARP X1 と いう 文字 が 画面 中 央 を 左 か ら 右 へ 移動 し ます 。 

まず 、10 行 目 で 配列 を 宣言 し ます 。 こ の G と いう 変数 の 中 に 画面 情報 が 読み 込ま れ ま す 。 

読み 込む 情報 は 60 行 の PRINT 文 で 画面 に 書か れ ま す 。 

さら に 70 行 か ら 130 行 の FOR ~ NEXT の ルー プ で 文字 の 移動 を 行なっ て いま す 。 ま ず 、90 行 の GET@ 命令 で 、 画 面 に 
書か れ て いる SHARP X1 と いう 文字 を 配列 CG の 中 に 読み 込み ます 。 そ し て 100 行 で 、 今 まで の SHARP X1 と いう 文字 
を 消し ます 。 さ ら に 110 行 の PUT(② 命令 で 1 つ 右 に 移動 し た 位置 に SHARP X1 の 文字 を 書き ます 。 こ れ を 画面 の 左 か 
ら 右 ま で 行なっ て いま す 。 


時 ファ ンク ショ ン キ ー を 大 い に 活 用 し よう 。 
圏 KEY、KEYLIST を 使っ て ファ ンク ショ ン キ ー の 定義 方 法 を 学ぶ 


〇 CZ-800 C に は 10 個 の ファ ンク ショ ン 機 能 が あり 、 フ ァ ン クシ ョ ン 内 容 は 各々 最大 15 文字 まで の 範囲 で 自由 に 定義 で 
まき ます 。 

ファ ンク ショ ン 1 か ら 5 ま で は その まま の キー 操作 で 、 フ ァ ン クシ ョ ン 6 か ら 10 は SHIFT キ ー を 押し な が ら フ ァ ン ク 
ショ ン キ ー を 押し て 使用 し ます 。 

書式 は 次 の と お り で “” マー ク の 間 に 定 義 し た い 文字 列 を 入れ ます 。 

KEYn, “ ” n: ファ ンク ショ ン キ ー ナ ン ペ バー で 1 ~10 
た と えば 、LISTCR(CR は 、 キャ リッ ジリ ター ン ) を F1 に 定義 むす る に は KEY 1, “LIST"+CHR$ (13) と し ます 。 (CHR 
$ (13) は CR コー ド で す ) 


サン プル プロ グラ ム 


< キー を に ぎっ て いる の は あな た ?> 


KEY 1.『" 白 
19 REM Def Key 内 * w 
29 MIDTH 49 ぃ Nm: し 
30 CLS EET 4 "ABCD" 
49 FOR I=1 TO 19 DE デ ッ CET 。 
5 生ま = まま +C ビ HR まま て る と 4+1I> ド EET ヴィ 。 日 CDEF a" 
る ら 9 KEY I;At RE BEF GH" 
ra _ NEXT EET 9 "ABCLEFGHI" 
89 KEYLIST KE"i18, "ECDEFGHI J" 
(プロ グラ ム の 説明 ) 


ファ ンク ショ ン 1 から 10 まで 順 々 に “A"、“AB"、“ABC" “ABC…" と 定義 し ます 。 そ し て ファ ンク ショ ン 10 まで 定 
義 が 終る と ファ ンク ショ ン キ ー の リス ト を 表示 し ます 。 
40~70 行 で ファ ンク ショ ン キ ー を 定義 し 、I が 定義 きれ る キー の 番号 を 示し て いま す 。 8 0 行 の KEYLIST と いう 命令 
で 定義 され た 10 個 の ファ ンク ショ ン 内 容 を 表示 し ます 。 


遇 ジョ イス テッ ク を (7 色 の ) 絵筆 と し て 使 お う 


田 STICK と STRIG で ステ ィ ク 関数 を 学ぶ 

〇 ジョ イス テッ ク と は 、 ゲ ダー ム 機 な ど に 多く 〈 使 われ て いる 画面 操作 装 置 で 移動 用 レバ ー と ボタ ン が つい て いま す 。 
STICK 関 数 は この ジョ イス ティ ッ ク の 移動 用 レバ ー の 位置 を 下図 の よう な 数 値 に 対応 させ る も の で 、STRIG 関 数 は ボ 
タン を 押し た か 、 押 さなか っ た か を 数 値 で 出力 する 関数 で す 。 

し た が っ て CZ-800 C で は ジョ イス テッ ク の 状態 を 数 値 で 知る こと が で きま す 。 


A=STICK (n) 
ON =— = B=STRIG (n) 
OFF — 9 n= ~~2 


n= 1、 n= 2 は ジョ イス テッ ク 端 子 1 及 び 2 に 対応 し ます 。 

nー0 は スペ ー ス キー と テン キー の 1 一 9 に 該当 し 、0 と し た と きつ まり STRIG( 0 ) は スペ ー ス キー を 押す か 押さ な い 
か で 判断 され ます 。 

た と えば 、 決 の プロ グラ ム を 実行 する と ジョ イス テッ ク と STICK 関 数 の 関係 が よく わか り ま す 。 

10 PRINT STICK(1): STRIG(1) 

20 GOTO 10 

この プロ グラ ム を 実行 させ ジョ イス テッ ク を 上 に 傾け ます と 画面 に 表示 され る 数 字 (左側 ) が 8 に な り 右 に 傾け れ ば 6 
に な り ま す 。 ま た ジョ イス テッ ク の ボタ ン を 押す と 表示 され て いる 右側 の 数 字 が 一 1 に な り ま す 。 


サン プル プロ グラ ム 
< カラー の あし あと > 


10 REM Joy Stick 
29 WIDTH Sg 

39 CLS 

49 S=STICK Ci 

5 ら ロ IF S=1 OR = ご ら 
る g ロ IF SsS=i OR S=4 DR 5 
gd IF S=7 OR S=8 OR S 
89 IF S=3 DR 8S= る 6 OR 5 
の 9 IF Xs=78 THEN X=783 

199 IF Y=24 THEN Y=24 

11g IF ※ く <=1 THEN ※=1 

129 IF Y<=1 THEN Y=1 

139 LOCATE X,Y 

149 COLOR RNDXS+1 

15g PRINT"@"§ 

160 IF STRIG(1)=-1 THEN LOCATE X, YIFPRINT" "3§ 
17g PAUSE 5 

189 GOTO 48 


OR THEN = で +1 


3 

7 THEN X=※-1 
ァ THEN Y=Yvel 
7 THEN =X+1 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

STICK 関 数 を 使っ て 画面 に 絵 を 押 き 、 ま た STRIG 関 数 で 描く 、 消 す を 操作 する プロ グラ ム で す 。 

50~80 行 は STICK 関 数 で 横 方 向 、 縦 方 向 に 変換 し て いま す 。 さら に 90~120 行 で 上 限 、 下 限 を 越え を な いよ うに し て いま 
す 。 そ し て 150 行 で @ (グラ フィ ッ ク の 点 ) を 出し 、160 行 で ジョ イス テッ ク の ボタ ン が 押さ れ て いれ ば @ を 消し ます 。 


9 画面 上 に 好き な 色 の 点 を 打っ た り 消 し た り し よう 。 
圏 PSET、PRESET の 使い 方 


OPSET 命 令 を 使う と 画面 上 の どこ に で も 好み の 色 (7 色 ) の 点 を 打つ こと が で きま す 。 書 式 は 次 の と お り で す 。 
PSET (X, Y, C) 
X, Y は 点 を 打つ 場所 の 座標 で 次 の 値 の 範囲 で 指定 し ます 。 


WIDTH 40 を 指定 し た と き 、 
0 ミ X る ミ 319 
0 ミ Y ミ 199 
WIDTH 80 を 指定 し た と き 
0S ミ X ミ 639 
0 ミ Y ミ 199 


C は カラ ー で 0 か ら 7 まで の 数 値 を 指定 し ます 。C は 省略 で きま す が 、 そ の と き は 、 そ の 段階 で 指定 され て いる COLOR 
文 に 従っ た 色 と な り ます 。 


〇 PRESET 命 令 は 座標 X、Y に 打 た れ て いる 色 C の 点 を 消す も の で 書式 は 次 の と お り で す 。 
PRESET (X, Y, C) 
( ) 内 の パラ メー タ X, Y,C は PSET と 同じ 内 容 で す 。 


サン プル プロ グラ ム 
< はかない 円 > 


19 REM Xx PSET , PRESET XX 
29 WIDTH 49 (J 円 を 描き 
39 SCREEN @, 8 

49 CLS 4 

59 PI=3.14 2 

る 9 FOR 1=9 TO 2*PI STEP .92 
70 X=149-59 ホ SIN て (1 ) 

89 Y=199-59COS(1) 

の 9 PSET CX, Y〉 

199 NEXT I 

119 FOR J=@ TO 2*PI STEP .92 
129 ※=16 る 9-59*SIN(J) 

139 Y=199-59*CO0S cI) 

149 PRESET 〈X, Y〉 

159 NEXT J 

1 る 9 END 


円 を 消す 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

PSET 文 を 使っ て 円 を 描き 、 PRESET で 円 を 消す プロ グラ ム で す 。 20 行 で 40 字 モ ー ド を 指定 し 30 行 で 表示 と 書き 込む 
画面 を 指定 し ます 。40 行 で デキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を クリ ア し 、50 行 で PI と いう 変数 に 3.14 を 代入 し ます 。 

60 行 の FOR は 変数 1 を 0 か ら 2 * 3.14 まで 増分 0.02 で 変化 さき せる こと を 示 め し ます 。70 行 は 変数 X に sin (1) の 値 を 代 
入 し 、80 行 で 変数 Y に cos (1) の 値 を 代入 し ます 。 

90 行 で は 70、80 行 で 得 ら れ た X、Y を 使っ て PSET 分 で 座標 (X, Y) に 点 を 打ち ます 。100 行 の NEXT 1 で 1 に 増分 0. 
02 を 加え 70 行 に 戻り ます 。 す る と 円 の 中 心 (160, 100)、 半 径 50 の 円 が 描か れ ま す 。 

NEXT I で 順に I へ 0.02 を 加え て いき 1 が 2 * 3.14 を 越え る まで 70~100 行 の 間 を 繰り 返し ます 。 

1 が 2 * 3.14 を 越え る と 110 行 に 実行 を 移し ます 。 

110 一 150 行 は 60 一 100 行 と 140 行 を 除い て 同じ で 、140 行 に PRESET 文 を 入れ る こと に より 先 の PSET で 描い た 図形 を 
順番 に 消し て ゆき 、 全 部 消し 終る と プロ グラ ム は 終了 し ます 。 


名 画面 に 思い どう り 線 や 箱 を 描か せよ う . 
圏 LINE 文 の 使い 方 を 学ぶ 


OLINE 命 令 は テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド を 使っ て 線 や 箱 を 簡単 に 描く こと が で きま す 。 書 式 は 次 の と お り で す 。 


PSET 上 
LINE(Xi。 Yi) —(X2, Y2), oe ©, | aa | 
0 


LINE 文 の 各 パ ラメ ー タ の 関係 は 、 

線 は 点 A (X,Y:) と 点 B (X2, Y。) を 結び 、 箱 は A、B 点 を 対角線 と する 長方形 を 描き ます 。 

グラ フィ ッ ク モ ー ド で 描か せる 場合 は 、PSET を 使い グラ フィ ッ ク の 点 で 線 や 箱 を 描き 、PRESET は それ ら グ ラフ ィ ッ 
ク の 線 や 箱 を 消す と き に 使い ます 。 


テキ スト モー ド で 描か せる と き に は 先 の PSET や XOR の と ころ に 文字 式 を 入れ 描か せま す 。C じ は カ ラー で 省略 で きま す 
が 、 省 略し た と き は その 時 設定 され て いる 色 で 描か れる こと に な り ま す 。 パ ラメ ー タ 最後 の 〔[ 〕 内 を 省略 し た と き は 
線 を 引き 、B を 指定 する と 長方形 が 描か れ 、BF で は 長方形 の 中 が 塗り つぶ され て 描か れ ま す 。 


= サン プル プロ グラ ム al 


REN XK LINE KK 

中 MIDTH 49: SCREEN 9, 8 
39 CLS 4 

49 FOR I=1 TO 399 

S09 ※X=INT(RND※329) 

る 9 Y=INT(RND※299) 

ア 79 C=INT (RNDX?> +1 

89 LINE(16 る 9。199〉 - (X,Y) , PSET, ヒビ 
9 NEXT 
199 END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 
この プロ グラ ム は 画面 上 に 定め た 点 と 不 特定 な 点 と を 線 で 結ぶ よう に 描か せる も の で す 。 

20 行 で 表示 と 書き 込み 画面 を 設定 し 、30 行 で グラ フィ ッ ク と テキ スト 画面 を クリ ア し て お きま す 。40 行 は 変数 1 の 値 を 
NEXT と の 間 で 1 か ら 300 まで の 値 で 変化 させ 、50 行 の INT (X) は X を 超え な い 最 大 の 整数 を 与え る 関数 で す 。 

また RND は 0 か ら 1 未満 の 実数 を ラン ダム に 発生 きせ る 乱数 で すか ら RND* 320 と いう 命令 で は 0 か ら 319 まで の 実 
数 を ラン ダム に 出す と いう こと に な り 、 こ れ が X に 入る こと に な り ま す 。 同じ よう に 60 行 の Y に は 0 か ら 199 まで の ラ 
ンダ ム に 選ば れ た 実数 が 、70 行 の C と に は 1 か ら 7 まで の ラン ダム に 選ば れ た 実数 が 代入 され 80 行 で 以上 の 条件 に し た 
が っ た 線 が 描か れる こと に な り ま す 。 


凶 色 々 な 円 を 描か せよ う 。 
圏 CIRCLE の 使用 方 法 


〇 CZ-800 C で は 円 を 描く の に CIRCLE と いう 命令 を 使い ます CIRCLE 命 令 は 6 つの パラ メー タ を 持っ て お り 、 書 式 は 次 
の と お り で す 。 

CIRCLE (X, Y), R, C, N, Z, A 

(X, Y) は 中 心 位置 、R は 半径 、 じ は カラ ー、N は 縦横 比 、Z は 初期 角 、/ は 終了 角 を 指定 し ます 。 縦横 比 N を 1 に 設 
定 する と 正 円 に な り そ れ 以外 は 椿 円 に な り ま す 。 

パパ ラメ ー タ の 内 C、N、 み 、/ は 省略 する こと が で きま す 。 

下 の 図 は 各 パ ラメ ー タ の 関係 を 示し ます 。 


Ba 
oe 


円 の 中 心 座標 X,Y 初期 角 g 
。 上 の 終了 角 8 
円 を 描か せる 色 C ペー1 ! の 参考 較 ター | の 参考 図 
N =0.5 8 =315 
N=0 


| サン プル プロ グラ ム 」 


《 カ ラー サー タル 》 
19 REM 氷 氷 水 CIRCLE KK 
29 MIIDTH 49: SCREEN 9,9 
39 CLS 4 
49 R=1 
sa FOR C=1 TO 7 
る 9 CIRCLEC169,199) ょ R CN; 
9 N=N+。95 
389 IF R> ら 5 THEN END 
9g R=R+5 
199 NEXT じ 
119 GOTO 59 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

まず 20 行 で 表示 画面 、 書き 込み 画面 を 設定 し ます 。 30 行 で テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を 共に クリ ア 、 40 行 で 半径 R の 
初期 値 を 1 に 設定 し 、50 か ら 100 行 で は カラ ーC を 1 か ら 7 まで 繰り 返し ます 。 色 が 変る た びに 縦横 比 N は 、0. 05 半径 
R は 5 ずつ 加算 きれ て いき ます 。 

カラ ーC が 7 まで 終る と 110 行 の GOTO 文 に よっ て 50 行 へ ジャ ンプ し ます 。 

つま り カ ラー コー ド は ふた た び 1 か ら 始 まり N、R は 続け て 加算 きれ て いく わけ で す 。 そ うし て 80 行 で も し 半径 R が 95 
を 越え た 場合 、 プ ログ ラム を 終了 する よう に 設定 し て いま す 。 


M コ ンピュータ 塗り 絵 を し まし ょ う 。 

画 PAINT の 使い 方 

〇 グラ フィ ッ ク の ある 境界 色 で 区 切ら れ た 領域 を 塗り つぶ す と き PAINT 文 を 使い ます 。 そ の 書式 は 次 の と お り で す 。 
PAINT (X, Y), 塗り つぶ す 色 、 境 界 色 1、 境 界 色 2、…… 

PAINT 命 令 は (X, Y) で 指定 され た 座標 か ら 塗り つぶ し を 開始 し 、 境 界 色 で 指定 され た 色 で 囲ま れ た 範囲 を 塗り つぶ 
せま す 。 境界 色 は 何 色 か に また が る 場合 が あり ます の で 、1 色 だ け で な く 何 色 で も 指定 で きま す 。 


自 es 
| け 
(境界 色 が 1 色 ) | 赤 一 塗り つぶ し た い エ リア 
(境界 色 が 3 色 ) 


| サン プル プロ グラ ム | 


〈 か わり アメ 玉 )〉 


19 REM XK PAINT KK 

29 WIDTH 49: SCREEN 9,9 
39 CLS 4 

49 FOUR R=}1 TO 99 STEP 12 
59 CIRCLE〈169。199)』 民 。 ア 
る 9 NEXT R 

79 Y=5 

89 FOR C=1 TO 7 

?9 PAINT(16 る 9』 YY) ビア 

199 Y=Y+12 

119 NEXT C 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

この プロ グラ ム で は 、 同 心 円 を いく つか 描き 、 円 と 円 で 囲ま れ た ドー ナツ 状 の 部 分 を 違っ た 色 で 塗り つ お ぶす も の で す 。 
40 一 60 行 で 半径 R が 1 か ら 99 まで の 同心 円 を 9 個 描 か せ 、70 行 で Y に 5 を 代入 し て お きま す 。 80-110 行 の 間 で カラ ー 
C を 1 か ら 7 まで 増分 1 で 変化 させ る と Y も 増分 12 で 変化 し 、 指 定 さ れ た 番号 の 色 で ドー ナツ を 塗り つぶ し て いき ます 。 
も う 少 し 具体 的 に 説明 する と 、90 行 で は まず C に 1 が 代入 され て お ぉ お り Y は 5 で す 。 つ まり 座標 (160, 5) の ある 白 で 了 囲 
まれ た 領域 を 青 で 塗り つぶ す 文 に な っ て いま す 。 次 に Y に 12 が 加算 きれ C に は 2 が 代入 され て Y 二 12 の 座標 (160, 17) 
の ある 自 で 囲ま れ た 領域 は ボ が で 塗ら れ ま す 。 こ の 繰り 返し に より 白 で 描 れ た 円 の 間 が 1 か ら 7 の 色 で 塗ら れ ま す 。 


® 


3 グラ フィ ッ ク を 中 間 色 や 結 模 様 で 色付け し まし ょ う 
田 PAINT 文 を 使っ て 、 タ イリ ング ペイ ント を 学ぶ 


〇 CZ-800 C は 赤 、 緑 、 至 の 3 色 を 1 ドッ ト 単 位 に 自由 な 組合 わせ で 、 ペ イン ト で きま す 。 こ れ を タイ リン グ ペ イン ト と 

いい 、 こ の 機能 を 使う こと に より 中 間 色 や 緒 模 様 を 出す こと が で きま す 。 書 式 は 次 の と お り で す 。 

PAINT (X, Y), CHR $( 青 の デー タ ) 十 CHR $ ( 赤 の デー タ ) 十 CHR $ ( 縁 の デー タ ) 

た と えば 、 黄 緑色 は 黄色 と 緑色 を 1 ドッ ト 単 位 で 交互 に 点灯 させ れ ば よい わけ で 下 に 示す よ ) な 色 の デー タ を 作り ます 。 
16 進 数 で 表わす 

wm HO0O 


赤 > | 1 0 


= 
© 
= 


> HAA 


緑 > | 1 1 1 1 1 
黄 緑 黄 緑 黄 


ーー SS& FEF 


この デー タ を PAINT 文 に 入れ ます と 決 の よう に な り プ ログ ラム に 組み 入れ る と 黄 緑 色 (つま り 中 間 色 ) で 着色 で きま 
す 。 
PAINT (X, Y), CHR $ (&H 00) +CHR $ (&HAA) +CHR $ (&HFF) 


サン プル プロ グラ ム 


(中 間 色 の 段々 畑 )〉 
1 REM Tile PAINT 
に ァ オ ァ カ ミト "リリ 1¢ 2 イロ 
3 "99gMBBBBg 19191919 3311 111 き SH99 に 3 ョ lcTa1 &HFF キミ トリ 
4 99 ロロ ggBB 1.3.1133 は さす 19191919 &H9gB &HFF &HAaA オレ ンジ 
Ss "19191919 YY1111 ます ます 2 お &HAa &HFF S&HFF グリ ー ム る 
ある 33131131 19191919 1 は も ます は SHFF &HAA &HAA ミス "イロ 
7 191g1919 433112111 99999999 SH &HFF &H99 ァ アカ ムラ サキ 


19g9 MIDTH 89 

119 SCREEN 8,9 PALET 

i20 CLS 4 

139 FOR I=8 TD 599 STEP 199 
149 LINE CQ, 0 CCI, EZ5) PSET』 7 B 
159 NE※T 


1 る 9 Y 生 =CHR 生 て 8&HB )+CHR ま 8&HAA) +CHR 生 SHFF ) ー 
179 ロ ま =CHR ま CB&HO ) う + ビ HRC&HFF) +CHR 負 て &H 人 人 ) レン ング 
180 L を =CHR を $C&HAAY +CHR 生 で SLHFF ) +CHR ま て 8&HFF > レン シンシン ン ン ンク 


179 NM ま =CHR ま も (て &HFF) +CHR 和 も (8&HRA) +CHR て &HFF > 
ご 9 各 征 =CHR 生 (8&HRR) +CHR ま (は HFF)+CEHR 和 (8HB > 
ら 21g PAINTCI, 12, YE, 7 

ご ど ご 9 PAINT(101, 12, 0 を , 7 

239 PAINT(201, 12, し LL を , 7 

249 PAINT(391。 12,M ま , 7 

と 59 PAINT(401, 12, A を , 7 

399 END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

この プロ グラ ム は コメ ント 文 に し めす 5 つの 中 間 色 で ペイ ント させ る も の で す 。1 行か ら 7 行 ま で は コメ ント 文 で 直接 
プロ グラ ム の 実行 に は 関係 あり ませ ん 。 ま ず 130~150 行 で ペイ ント する た め の 箱 を 5 個 描 か せま す 。 そ の 後 、160 一 200 
行 で 中 間 色 の デー タ (16 進数 ) を 入れ 、210~250 行 で て タイ リン グ ペ イン ト を 実行 し ます 。 こ れ に より 描か れ た 箱 が 中 間 
色 で 塗ら れ ま す 。 


好み の 図形 を 拡大 、 縮 少 さ せ て み ま し ょ う 。 


圏 WINDOW 文 を 使っ て の 座標 変換 の し か た 


〇 WINDOW 文 を 使う と グラ フ や 図形 を 簡単 に 拡大 、 縮 少 す る こと が で きま す 。 
書式 は 次 の と お り で す 。 

WINDOW (Xi, Yi) 一 (X2, Y2), (Xi, Yi) 一 (X。, Y。) 
WINDOW 文 の ) し ろ に は 2 つの 領域 を 示す パラ メー タ が きま す 。 


最初 の 領域 は 点 A (xi, yi) と 点 B(xz, yz) で 結ば れ た 線 を 対角線 と する 長方形 の 内 部 で あり 、 あ と の 領域 は 点 じ ( ズ , 
Y」) と 点 D (X2, Y2) で 結ば れ た 線 を 対角線 と する 長方形 の 内 部 に な り ま す 。 


(xi, yi) 一 (xz, y2) の 領域 


(X , Y ) ーー (Xs , Y。 ) の 領域 


各 パ ラメ ー タ の 取り 得る 範囲 


0=xi, xz 全 319(40 字 モー ド ) 又 は 639(80 字 モー ド ) 


上 


0 Yi Y2 ミ 199 


ー1.7014118E 十 38 全 X」 、 X。 全 1.7014118E 十 38 


ー1.7014118E 十 38 人 ミ Yi;,Y2 有 = 1.7014118E 十 38 | 


(※ 上 の …99 セ 一 38 は …99X10- を あら わし ます 。) 


た と えば 、WINDOW (100, 50) 一 (200, 150) を 実行 する と 下 に 
示 め す 斜 線 部 分 の 領域 し か グラ フィ ッ ク 画 面 と し て 使用 で きま せん 、 
し た が っ て CLS や LINE、POLY な どの 命令 文 で 消し た り 描 いた り 
する 図形 は その 斜線 の 領域 で し か 行 な を な いこ と に な り ま す 。 


クジ 


200, 150 


WINDOW 文 は 先程 の 点 A と B で 指定 され た 領域 を 点 こ と D で 指定 され た 領域 に 座標 変換 させ る も の で す 。 

で すか ら 次 の 例 の よう に 座標 を 拡大 (つま り 指 定 され た 領域 内 に ある 図形 の 拡大 ) し た り 、 縮 少し た り で きる わけ で す 。 
わか りや すく する た め に P と いう 文字 を 画面 に 出し た と 仮定 し て 図示 し て いま す 。 

拡大 する 例 : WINDOW ( 0 , 0 ) 一 (639, 199) , (0, 0 ) 一 (320,100) 


(0, 0) (0, 0) 


ーーーーーー、 


(639、199) | | (320,100) / 


) 


縮小 する 例 : WINDOW (0,0) 一 (639,199), (0,0) 一 (1280, 400) 


(0,0) (0, 0) 


1 199) 


(1280, 400) 


サン プル プロ グラ ム ] 
ユン 
19 RENM MK WINDOW KK 
29 WIDTH 88 
39 SCREEN Q, 0 
49 CIRCLE〈1 る 9,59 〉,50,7 


S50 MINDOMNC9」9) (る 3 の 。1 の の ) 。 (9。9) -〈329。1 99) 
る 9 CIRCLE〈1 る 9。59 ),59, 1 

ア 79 WINDOW(CG, 0) て (632。1 の の ) 。 (9, 9) - (1280, 400) 
89 CIRCLE(169,59 ),59,2 

?9 END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 
同じ 半径 の 円 を 画面 の 座標 変換 に よっ て 縮小 、 拡 大 きせ る プロ グラ ム で す 。20 行 で 80 字 モ ー ド に 設定 し 、30 行 は 表示 
と 書き 込み 画面 を 設定 し ます 。40 行 で は 中 心 (160、50)、 半 径 50、 カ ラー 白色 の 基本 の 円 を 描か せま す 。 次 に 50 行 で 
WINDOW を 使い 画面 座標 を 639X199 か ら 320X100 に 変換 、 つ まり 双 座 標 と Y 座 標 を 必 に し た こと に な り ま す 。60 行 は 
40 行 と 同じ 円 を カラ ー1 (青色 ) で 描く の で す が 、 座 標 が 志 に 変換 され て いる の で 円 は 半径 が 2 倍 に 拡大 され た も の に な 
り ま す 。70 行 で は 画面 座標 が 1280 メ 400 に 変換 され 80 行 で 縮 少 され た 赤 の 円 を 描い て プロ グラ ム は 終了 し ます 。 


鐘 グ ラフ ィ ッ ク を 使っ て 文字 や パタ ー ン を 自由 に 描こ う 

画 PATTERN と POSITION 文 を 学ぶ 

〇 CZ-800 C は グラ フィ ッ ク に 任意 の 文字 や パタ ー ン を 定義 で きま す 。 

任意 に 定義 し た 文字 や パタ ー ン な ど を 呼び 出す と き に PATTERN 文 を 用 い 画面 の どこ に 出す か は POSITION 文 を 使い 
ます 、 書 式 は 次 の 通り です 。 

PATTERN 十 また は 一 積 み 重ね る 数 、 文字 列 (デー タ を 含む ) 

POSITION X, Y 

PATTERN、POSITION 文 の サン プル プロ グラ ム で 定義 し て みる 「 愛 」 と いう 文字 を 例 に 図解 し ます と 


文字 列 
pooooooo 99999999 &H99 
OO の の の る 99111111 &H3F MM キ の 関係 ー NR 
00008008 99991991 &H9 ヶ 十 の 1 き We X, Y の 座標 
策 ooooowoo 99996199 &H94 
0eeeeeee 2 91111111 16 &H7F 
み oeooowOe@ 進 91999191 進 &H45 
重 owoeowoo 数 1919199 数 &H54 
ね ooowosoo ーー で gee19199 エー で &H14 ー の と き 
る 008000808 表 9919991 1 表 &H23 
数 OO0000@O 現 99999919 現 &H92 本 a 
oooooeee す 99999111 す &H97 % 
oooowoeo る 99991919 ろ &H9^ ム た X, Y 座 標 
oooewoooew 99919991 &H1 1 
0W@OO00O 61199999 &He9 
00000088 9999991 1 &Hg3 
ooowe@@OO 99911199 &H1C 
Ooowewe@OoO 9@9911199 &H1C 
@@@DOOOO 11109999 &HE 9 
oooowooo 99991999 &H98 
@O0@0000 ツク 19919999 16 &H ヶ 9 
eeeeeee@ 人 11111111 進 &HFF 
00000008 99999991 数 &H9 1 
@Oe@OeOO@ 19191991 で &HA? 
008000800 99199199 &H24 
| 1 jelmleiej je = 11999919 ーー まき > &HCc2 
00000000 99999999 4 &H99 
g@@@OOOO 11119999 &HF 9 
poowoooo る 99919999 る &H19 
powooooo と 99199999 &H29 
@@OOOOOO 11999999 &HC9 
Oow@OOOO @9119999 &H39 
ooooweeo @9991119 &HeE 


サン プル プロ グラ ム 


< カンジ る 愛 > 
1 REM Pattern 
計 デ "= 2 > 1 る シッ 
1 ^00000000000 介 分 画 DO 99999999 99911199 &H99 &H1C 
1 1 “000008088 EEOOOOO 99111111 1 1 199999 &H3F &HEQ 
12 “0000@OO@0000@000 99991991 99991999 &H9 め &H98 
13 “000008@00800#@0000 9999g9199 19919999 &H94 &H9 
14 “0000000000609000609 91111111 11111111 &H ァ F &HFF 
15 ‘08@000808#00000008 91999191 99989991 &H45 &Hg1 
16 ‘O08080800@0@0ES g1919199 19191991 &H54 &HA? 
17 “O00@0@O0000@00OO 99919199 99199199 &H14 &H24 
18 00 ロロ 0D 全 天王 動 〇 0D 人 ロ 99199911 11999919 &H23 &HC2 
1 の “000000@000000000 99999919 99999999 &H92 &H99 
2 “O0000088SESESOONOO 99999111 11119999 &H9 ア 7 &HF9 
@1 *0000808@00008@0000 99991919 99919999 &H9 ム &H19 
ご の “0000@0008008@00000 9g919991 99199999 &H1 1 &H29 
23 “00@000008g00000O 1 199999 1 1 999999 &HS る 9 &HC9 
24 “0000000@008@ ま O00O 99999911 991 19999 &H9g3 &H39 
に に 間 Erieiml ! 1 Imleleielmiel ! 1 ml 99911199 99991119 &H1C &H9E 
19 ロ _ SCREEN9, 9g:MIDTH 89 
11 ロ CLS 4 


129 し まま =CHR 和 も (8H97 +CHR ま (&H3BF)+CHR 和 ま て 8H ア ) +CHR ま (&H4 う +CHR ま (8&H ア 7F) +CHR ま (8H45 う +CHR ま (&HS4 ぅ 
+CHR ま まで &H14)+CHR 生 CS&H23) +CHR ま て &H2) +CHR ま て &H7) +CHR ま て &HAA) +EHR 和 ま (8&H1 1)+CHR ま (8&HS9) +CHR ま て 
8&H ヨ 3) +CHR ま (8H 1 ビ ) 

139 R=CHR を $C(&H1C) +CHR も $C&HE 9) +CHR ま て &HS8〉 +CHR ま て &H? 9» + ビ HR 名 て BSIHFF ) + ビ HR 和 まで BEH 12 +CHR ま て &HA? 
ッ +CHR ま (て &H24) う + に ヒビ HR 生ま て (34HC2)+CHR 和 (3H9) +CHR ま (て &HF 9) +CHR ま (て &H19〉 +CHR ま て &H2 ロ + ビ HR ま て &H ビ 9 + ビ H 
ド R ま (SH392) +CHR$(&HE? 

149 1 キキ = し まま +R 生 

159 POSITION 3209, 1008 

1 る 9 FATTERN -16, 1 を 

ig END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

「 愛 」 と いう 文字 を 画面 の 中 央 に 書か せる プロ グラ ム で す 。 

理解 し や すく する た め に デー タ を コメ ント 文 に し て 2~25 行 に 入れ て あり ます 。 こ れ は プロ グラ ム の 実行 に 直接 関係 は 
あり ませ ん 。 横 方 向 の デー タ は 8 ドッ ト ず つ 区 切り ます 。 し た が っ て 「 愛 」 と いう 文字 の デー タ は 左右 の 2 組 に な り ま 
す 。 

120 行 で は 「 愛 」 の 左側 の 文字 デー タ (16 進数 を 使っ て いま す 。) を 入れ 、130 行 で は 右側 の デー タ を 入れ て いま す 。140 
行 で 左 ・ 右 の デー タ を 加え 、 表 示す る 場所 を 160 行 の POSITION 文 で 指定 し 表示 させ て いま す 。 


凶 グ ラフ ィ ッ ク パ ター ン を 別 な 色 に 塗り 変え よう 
圏 PALET を 使っ て パレ ッ ト 機 能 を 学ぶ 


OCZ-800 と は グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 を 自由 に コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 グ ラフ ィ ッ ク の 基本 の 色 は 8 色 で 、 色 
と 番号 が 決ま っ て いて 、 そ の 関係 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


し た が っ て COLOR 命 令 で 番号 を 指定 する と 、 この 指定 し た 番号 の 色 で 着色 きれ ます 。 た と えば 次 の プロ グラ ム を 入力 し 
実行 させ ます と 、 画 面 に は 緑色 の 斜線 が 引か れ ま す 。 

10 PALET 緑色 の 線 

20 COLOR 4 

30 LINE (0, 0) -(319 , 199), PSET 

40 END 


と ころ が 、CZ-800 て で は 上 で 説明 し た 番号 と 色 の 関係 を 自由 に 変え る こと が で きる の で す 。 つ まり 自由 に 番号 と 色 の 組 
み 合 せ を 下 に 示 め す よ うに 選ぶ こと が で きま すか ら 、 こ の 緑色 の 線 を 簡単 に 別 の 色 に 塗り 変え る こと が 可能 で す 。 


里 黒 時 

青 青 青 

赤 赤 

マ 補 クダ 4 マゼンタ 

0 1 (2 一 6 も 同様 ) 7 

緑 緑 緑 

7 ジ Fe ジグ アグ 
黄 中 黄 

日 自 日 


この 番号 と 色 の 組み 合せ を 決め る の が PALET と いう 命令 で す 。PALET 命 令 で は 次 の よう な 書式 を 用 いま す 。 
PALET 基本 色 の 番号 , 実際 に 表示 し た い 色 の 番号 
た と えば 、 さ き ほ どの 例 で 、 基 本 の 色 が 緑 で この 斜線 を 赤色 に 変え た い 場 合 は 、 次 の 内 容 を 入力 し て くだ さい 。 


PALET 4,2 山 


赤色 の 線 


この よう に 入力 する と 今 ま で 緑色 に 書か れ て いた と ころ が 赤色 で 表示 され ます 。 


また 、 色 と 番号 と の 関係 を すべ て 基本 の 色 に も ど し た いと き は 
次 の よう に 入力 する と 標準 状態 に ちどり ます 。 


PALET J 


サン プル プロ グラ ム 


< カラ ー 回 転 ゴ マ > 


19 PALET :CLS4 EMIDTHSB@9 
29 FOUR R=5 TO 9 

ご 1 FUR D=9 TO 349 STEP ら 51 
39 CIRCLE(329,299-R〉』R,。D/S1,.。4,D-S1D 
9 NEXT DR 

199 FOR I=1 TO 299 

115 FOR J=1 TO 7 

139 PALET (1+J5NMODD ア +1』 J 

149 NEXT J,I 

159 END 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

PALET 命 令 で 色 を 標準 状態 た に ち ど し て お き 、CLS 4 で 画面 を 消去 し ます 。 

R と いう 変数 に 半径 を 定義 し 、 順 々 に 円 を 積み 上 げ て 描い て いき ます 。 

この と き 、 円 の 色 を 変え な が ら 描 いて ゆき ます 。 

この 処理 は CIRCLE 命 令 の 3 番目 の パラ メー タ D グ 51 で 行なっ て いま す 。 

最後 に PALET 命 令 で 色 と 番 号 と の 組み 合せ を 変化 させ る こと に より 、 動 き の あ る グラ フィ ッ ク が あら われ ます 。 


立体 感 の ある スク リー ン を つく っ て み ま し ょ う 。 
圏 LAYER を 使っ て の 優先 順位 (プラ イオ リティ ) の 機能 


〇 CZ-800 C に は 優先 順位 の 機能 が あり ます 。 

この 機能 は 、 グ ラフ ィ ッ ク で 描か れ た 絵 の う し ろ に 文字 や 定義 し た パタ ー ン を か くし た り 、 ま た 、 絵 の 前 に 出し た りす 
る も の で 、 画 面 を 立体 的 に 表現 する こと が で きま す 。 こ うい っ た 動作 を させ る に は LAYER と いう 命令 を 使い 行なわ せま 
す 。 

CZ-800 C の 画面 は テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 か ら 構 成 さ れ て いま す が 

文字 や パタ ー ン は この 内 の テキ スト 画面 に 描か れ ま す 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 は 3 つの 画面 か ら 成 っ て お り その 重ね 合わ 
せ で 黒 、 青 、 赤 、 マ ゼン タ 、 緑 、 シ アン 、 黄 、 白 の 8 色 を 作 
り ま す 。 し か し 基本 は 青 、 赤 、 緑 の 3 つの 画面 で す 。 
ュー の 


これ を 図 に する と 右 図 の よう な 概念 較 で あら わせ ます 。 つま る 
り 4 画面 を 構成 し て いる の で す 。 eye 
き て 、LAYER と いう 命令 で す が 、 こ の 命令 は 実は 右 の 4 つ いろ いろ な 組み 合せ を 
の 画面 の 並び 方 の 順序 を 決め る 命令 な の で す 。 決め る こと が で きる 。 


LAYER テキ スト 画面 の 位置 , 青 の 画面 の 位置 , 赤 の 画面 の 位置 , 縁 の 画面 の 位置 

た と えば 、 画 面 の 位置 を 赤 、 青 、 テ キス ト 、 緑 の 順 庁 に し よう と する と 、 赤 が 1 番手 前 、 青 が 2 番目 、 テ キス ト が 3 番 
目 、 緑 が 4 番 で す 。 

し た が っ て 次 の よう に 指定 すれ ば よい わけ で す 。 

LAYER 3,2,1,4 


[ サン プル プロ グラ ム 


<3 色 山 の 風景 > 


100 SCREEN9, 8:PALET 

119 MIDTH49 

129 CLS4 

139 LAYER 1,2,3,4 

ど 99 FUR I=8 TO319 

219 SCREEN9』9,1:LINE(9,9) CI, 1 の)』。PSET 

ご どら 29 SCREEN9』 9 どら iLTINE C160, 0 - CI, 1 の の )』。PSET 
£30 SCREEN9』」9 83:LINE(31 ア 』 QQ CCI, 1 タタ )』。PSET 
249 NEXT I 

399 LOCATE 98,18 

318 FOUR JJ=9 TO 15%9 

3 と 29 PRINT"A"§ 
339 NEXT J 
qa LAYTER 1,2 
419 LAYER 4, 1;: 
dE LAYER 3,4 
439 LArER 2,3 
599 GOUTO409 


R N=9 TO 599iNEXT N 
R N=9 TU 599iNEXT N 
R N=9 TO 5S99iNEXT N 
R N=9 TU 5S99iNEXT N 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

この プロ グラ ム は グラ フィ ッ ク と テキ スト の 優先 順位 を 変え て 、 青 、 赤 、 縁 と 文字 A が 見 えた たり 、 か くれ た りす る 動作 を 
し ます 。 

まず 200 行か ら 240 行 ま で で 青 、 赤 、 緑 の 模様 を 描き ます 。 

さら に 300 行か ら 330 行 で “A” と いう 文字 を グラ フィ ッ ク に 重ね て 書き ます 。400 行か ら 430 行 で 青 、 赤 、 緑 の 模様 と 
文字 “A” の 優先 順位 を いろ いろ と 変化 させ て 画面 に あら わし て いま す 。 


人 


凶 プ リン ター て 画面 の コピ ー を 取 ろ う 


田 HCOPY の 使い 方 。 


〇 HCOPY は ディ スプ レイ 画面 の ハー ドコ ピー (プリ ンタ ー に 画面 の 表示 内 容 を その まま 書か せる こと ) を 取る 命令 文 
で 、 書 式 は 次 の と お り で す 。 

HCOPY <n> 

n は 0、1、2、3、4 の 数 字 が 入り ます 。 < > 内 を 省略 すれ ば 、 テ キス ト だ け を コピ ー し ます 。 

n に 入 い る 数 字 の 内 容 は 、 次 の 通り で す 。 

0 一 グラ フィ ッ ク の み コ ピー し ます 。 

1 一 グラ フィ ォ ッ ク で B ( 育 ) を 使っ て いる と ころ を コピ ー し ます 。 

2 一 グラ フィ ッ ク で R ( 赤 ) を 使っ て いる と ころ を コピ ー し ます 。 

3 一 グラ フィ ッ ク で G ( 緑 ) を 使っ て いる と ころ を コピ ー し ます 。 

4 一 デキ スト と グラ フィ ッ ク を 重ね て コピ ー し ます 。 


サン プル プロ グラ ム 


< く コ ンピュータ ー は 幾何 学 デ ザイ ナー> 


10 REM KKK HCOPY ボボ KK 

2Q WIDTH 4g 

39 SCREEN 9, 9 

49 CLS 4 

59 PIl=3.141592¢E 

る 9 FOR I=@ TO 2 ポポ PTI STEP .@S 
アロ XX=2 ら 2 ロー 1 9 ボド CHS IN 

89 Y=159-199※ ポ IN)C ロ SG て (1) 
の 9 LINE(X。 YY うー( コ 1 アー バ 。 1 アーY) 。 PSET 
100 NEXT I 

1 ご HCOPY 8 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

sin、 cos を 使い 立体 的 図形 を 描く プロ グラ ム で す 。 20 行 で 40 文字 モー ド に 設定 し ます 。 40 行 の CLS 4 は チキ スト と グラ 
フィ ッ ク を 同時 に 消去 し ます 。 50 行 は PI と いう 変数 に z の 値 を 代入 し ます 。 60 行 の FOR 文 は 1 を 0 一 2 z ま で 0.05 づつ 変 
化 さ きせ ます 。 70、 80 行 で は 1 の 値 に 対す る sin、cos を 使っ た 関数 値 を それ ぞ れ X、Y に 代入 し ます 。 90 行 は X、Y の 値 を 用 
いて LINE 文 で 直線 を 引か せま す 。 I が 2 z ヶ を 超え る まで 直線 を 引き ます 。 120 行 で コピ ー を 行い ます が HCOPY 0 な の で 
グラ フィ ッ ク 画 面 の み を コピ ー し ます 。 


聞 コ ンピュータ に ディ スプ レイ テレ ビ の 操作 を させ よう 
画 TVPW、CHANNEL、VOL を 使っ て の テレ ビ コ ン トロ ー ル の し か た 。 


OCZ-800 C は ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800 D を 接続 する 事 に よっ て テレ ビ の 電源 の ON、OFF や チャ ン ネ ル や 音量 を プロ 
グラ ム で コン トロ ー ル する 事 が で きま す 。 (CZ-800D の メイ ン 電 源 は 「 入 」 に し て お いて くだ さい 。) 

まず 、TV の 電源 の ON、OFF を コン トロ ー ル する 命令 が TVPW で す 。 

TVPW の 書式 は 次 の と お り で す 。 

TVPW ON また は OFF 

TVPW ON は TV の 電源 を ダイ レク ト に ON し 、 ま た TVPW OFF は 、 ダ イレ クト に OFF し ます 。 


〇 つき ぎ に チ ャ ン ネ ル の コン トロ ー ル は CHANNEL と いう 命令 で す 。 書 式 は 次 の 通り で す 。 


CHANNEL n 

n に は 1 一 12 ま で の 数 字 が 入り 、 そ れ ぞ れ そ の チャ ン ネ ル に 切換 わり ます 。 但 し CZ-800C が コン ピュ ー タ モー ド の と き 
は チャ ン ネ ル の 切換 え は で きま せん 。 

〇 また 音量 を コン トロ ー ル する と き は VOL と いう 命令 を 用 いま す 。 音量 レベ ル は 64 等 分 し て いま す 。 
書式 は 次 の 通り で す 。 

VOL n 

n に は 一 62 か ら 十 63 ま で の 数 字 が 入り ます 。 

音量 を 大 きく し た いと き は n に 正 の 数 字 を 代入 し 、 小 さく し た いと き は n に 負 の 数 字 を 代入 し ます 。n に 代入 する 数 値 は 
現在 の 音量 か ら ど れ だ け 変 化 さ せる か を 指示 する も の で す 。 

た と えば 、 

VOL 20 

と する と 今 の 音量 か ら 20 プ 63 だ け 音 量 を 大 きく し 

また 

VOL-20 

と する と 今 の 音量 か ら 20/63 だ け 音 量 を 小さ くし ます 。 


サン プル プロ グラ ム 


< マイ テレ ビ は マイ コン ・ ト ロー ル > 


5 CRT 2 

人 cg 1 一 9 の 数 字 キー : チャ ン ネ ル が 変り ます 。 
119 向 生 =INKEY$ a 

129 A=UAL (A$? スー 抽 あー : 電源 が ON し ます 。 
1308 IF 生ま ="" THEN 299 アルファ ベッ ト の A キ ー・ 電 源 お が OFF し ます 。 
9 " la EN Fe アル ファ ベッ ト の U キ ー : 音量 が アッ プ し ます 。 
146 IF A$="D" THEN 599 アル ファ ベッ ト の D キー : 音量 が ダウ ン し ます 。 


159 IF 内 = THEN 199 

160 IF A>? 全く =9 THEN 199 
1r9 CHANNEL A 

189 GOTOD 199 

cu TVUPM ON 

ら 219 GODTO 199 

3 ヨ 99 TMP OFF 

319 GOTO 199 


489 VDL 1 
419 GODTO 198 
S08 WOL -1 


S19 GOTO 199 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

この プロ グラ ム で は 、 上 に 記載 し た 各 キ ー に 対応 し て テレ ビ の コン トロ ー ル が で きる よう に し た も の で す 。 

まず プロ グラ ム の 最初 に CRT 2 を 指定 し て テレ ビブ プ コ ンピュータ の 混在 モー ド に し ます 。 さ ら に INKEY $ 

コマ ンド で キー の 入力 を 行ない この 入力 に 対し て 200、300、400、500 行 の ルー チン に ジャ ンプ させ ます 。 

200 行 で は 電源 ON、300 行 で は 電源 OFF を 行なわ せま す 。 

同様 に 400 行 で は 音量 アッ プ 、 500 行 で は 音量 ダウ ン を 行なわ せま す 。 それ ぞ れ の ルー チン で は 処理 が 終る と 行 番号 100 
に ジャ ンプ し 、 キ ー 入 力 待ち の 状態 に も どり ます 。 


M テ レビ と コン ピュ ー タ の 画面 を 重ね 合わ せ て み ま し ょ う 。 
CRT 命 令 を 使っ て テレ ビ 画 面 、 コ ンピュータ 画面 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ の 各 モ ー ド を 学ぶ 


〇 CZ-800 C と は ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800 D と 組合 わせ る と コン ピュ ー タ 画面 だ け で な く テ レビ 画面 や 、 テ レビ と コン 
ピュ ー タ の 混在 画面 に する こと が で きま す 。 こ れ ら の 切換 え を 行なう に は CRT と いう 命令 を 用 いま す 。 書式 は 次 の と お 
り で す 。 


CRT 0 から 3 まで の 数 字 

CRT 0 か ら CRT 3 まで の 各々 の 内 容 は 

CRT 0 一 画面 は チレ ビ モ ー ド に な り ま す 。 

CRT 1- 両面 は コン ピュ ー タ モー ド に な り ま す 。 

CRT 2 一 画面 は チレ ビ と コン ピュ ー タ の 混在 モー ド に な り 、 テ レビ 画面 の み CRT 0 の テレ ビ モ ー ド より 明る さ を 少 
し ダウ ン さ せま す 。 

CRT 3 一 画面 は チレ ビ と コン ピュ ー タ の 混在 モー ド に な り 、 テ レビ 画面 の 明る さ は CRT 0 の テレ ビ モ ー ド と 同じ に 
な り ま す 。 


く ご 注意 > 
画 混 在 モ ー ド の と き に ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800D の 水平 同期 、 垂 直 同 期 つ まみ を まわ し 画像 が 流れ た 状態 に する 
こと や 、 ア ン テ ナ を 接続 せ ず に 無 信号 状態 に する こと は さけ て くだ きい 。 


. サン プル プロ グラ ム 


< ゼロ ・ ワ ン ・ ツ ゥ ッ ・ ス リー で お 好き な 画面 > 


199 の ="" 
1 19 人 Q 和 =INKEY ま も 0 を 入力 する と テ レ ビ 
129 IF A$="Q" THEN 1999 

139 IF の ="1" THEN 2999 

149 IF A を ="2" THEN 3999 

159 IF A$="3" THEN 4999 

1 る 9 GOTO 199 1 を 入力 する と や 
1999 CRT 8 

1919 GOTO 199 

2999 CRT 1 

っ 919 GOTO 199 を 
3999 CRT 2 

3919 GOTO 199 

4999 CRT 3 

4919 GOTO 199 


3 を 入力 する と や 


(プロ グラ ム の 説明 ) 

この プロ グラ ム は 、 キ ー 入 力 を 判断 し て 、 画 面 の 状態 を 変え た る プロ グラ ム で す 。 

キー の 内 容 が 0、1、 2、3 の と き そ れ ぞ れ CRT 0、 CRT 1、 CRT 2、 CRT 3 を 実行 し 、 実行 後 は キー 入力 待ち の 状態 に な 
り 表す 。 


ir p 、 so i 1 EE 
ーー ーーーーーーーーーーーー- 
ォ オプション と し て 別売 の 拡張 が デバ イス を 装着 する こと に より 、 こ の コン ピュ ー タ CZ-800 C の 機能 を 拡張 する こと が で き 
ます 。 

この 章 で は CZ-800 C の 主たる 拡張 デバ イス で ある グラ フィ ッ ク V-RAM、 拡 張 し グ 0O ポ ー ト 、 イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ド の 
セッ ティ ング に つい て 説明 し ます 。 


は プア ショ ジ デア バイ 基 の セッ ティ ジグ の 前 に に ee 

ォ オプ ショ ン デ バイ ス の うち グラ フィ ッ ク V-RAM CZ-8 GR と 拡張 し プ O ポ ー ト CZ-8 EP は 、 コ ンピュータ 本 体内 に 取り つ 
けら れ 、 そ の 他 の オプ ショ ン デ バイ ス は 、 コ ンピュータ 本 体 裏 面 コ ネ ク タ 端 子 及び 後 の ペ ー ジ で 説明 され る イン ター フェ 
イス カー ド に 接続 され ます 。 

下図 は 、 コ ンピュータ 本 体 に 装着 きれ る グラ フィ ッ ク V-RAM、 拡 張 し 0 ポー ト と 、 そ の 配置 図 で す 。 


CZー 8GR, CZー 8EP と その セッ ティ ング 場所 


これ ら の オプ ショ ン デ バイ ス の セッ ティ ング を 行う 前 に 次 の 作業 を 行なっ て くだ さい 。 

まず 

(1) コ ンピュータ 本 体 の 電源 を OFF に し 、 電 源 プ ラグ を 外し ます 。 

(2) コ ンピュータ 本 体 の 上 ぶた 固定 ビス 4 本 と 裏面 の ビス 2 本 を は ず し 上 ぶた を 取り は ず し ます ( 図 1 )。 


NNNNNN へ NN 


二 ーーー ニ ーー テテ 


コン ピュ ー タ 本 体 【 図 1 


(注意 〕) ふた を 外し た 状態 で 電源 を 入れ な いで くだ さい 。 回 路 部 品 を 壊し た り 、 感 電 す る 危険 性 が あり ます 。 
また 、 ビ ス 等 の 金属 類 を 本 体内 に 落し た まま に する と 故障 の 原因 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


@ 


[2| グラ フィ ッ ク V-RAM の セッ ティ ング 


グラ フィ ッ ク V-RAM CZ-8 GR は 、 グ ラフ ィ ッ ク V-RAM と この ポー ド を 固定 する アン グル か 成り立っ て いま す 。 
先 に 記し た 配置 図 を 参考 に 下記 手順 で セッ ティ ング し て くだ さい 。 


> ea ッ ク ボ ー ド 同 梱 の ビス 
固 フ 
定 に 
用 ネ 
7 グ 
ン : ダ 
グ A 


ミー 
ご 


アン グル A 


RIN LU 


(1) グ ラフ ィ ッ ク V-RAM を 装着 し た グラ フィ ッ ク V-RAM 固 定 用 アン グル を 同 梱 の 2 本 の ビス で 、 ア ング ル A に 取り つ 
け ま す 。 


(2) つ ぎ に グ ラフ ィ ッ ク V-RAM の コネ クタ A を CZ-800 C メ イン 基板 の コネ クタ B に 差し 込み ます 。 
回 拡張 | レン 0O ポ ー ト の セッ ティ ング 


拡張 セブ O ポ ー ト CZ-8 EP は 、 先 に も 述べ まし た よう に コン ピュ ー タ 本 体内 に セッ ティ ング され ます 。 
この セッ ティ ング 方 法 を 以下 に 示し ます 。 


角 型 コネ クタ 


コン ピュ ー タ 本 体 


こ ニー ニーーーーー ーーーー こ - ニ ーー ニー 一 ーーーー 


接続 コネ クタ 


接続 コネ クタ 


拡張 I/O ポ ー ト 6 同 梱 の ビス 


(1) コ ンピュータ 本 体 の 天 面 に ある 補強 用 アン グル を は ず し ます 。 

(⑫) 次 に (1) で は ず し た 補強 用 アン グル を 拡張 も プ O ポ ー ト 上 部 に 、 ビ ス 2 本 で 固定 し ます (ビス は 拡張 [0 ポー ト に 同 梱 さ 
れ て いま す )。 

(3) 拡 張 し 0 ポー ト を 図 の 向き に し 、 コ ンピュータ 本 体 の 天 面 か ら 入 れ ル プ O0 ポ ー ト に つき 出 て いる 接続 コネ クタ を メイ ン 
基板 の 角 型 コ ネ ク タ に 差し 込み ます 。 

(4) も と の 様 に 、 補 強 用 アン グル と コン ピュ ー タ 本 体 を (1) で は ず し た 2 本 の ビス で 固定 し ます 。 


[4| イン ター フェ イス カー ド の セッ ティ ング 


ジョ イス テッ ク 、 プ リン ター 及び 先 に 説明 の グラ フィ ッ ク V-RAM 以 外 の オプ ショ ン デ バイ ス は 拡張 トブ O ポ ー ト の 彰子 
に 接続 し 使用 し ます 。 

つま り 下 図 の よう に NO 1 一 NO 4 まで 4 枚 の イン ター フェ イス カー ド を 取り つけ 4 個 ま で の オプ ショ ン デ バイ ス が 接 
続 可能 と な り ま す 。 

イン み ー ア ェ イス カー ド の セッ ティ シグ 方 法 に つい て 以下 に 示し ます 。 


拡張 1/0 ポー ト 


イン ター フェ イス カー ド 


コネ クタ ノバ パ ネル 


ーー ) ゝ > ゃ 3 ピス 
4 G① 


叶 系 多 ダ アク 


(1) 2 本 の ビス ① を は ず し 、 コ ネ ク タ バ パネ ル を コン ピュ ー タ 本 体 か ら 取 り 外 し ます 。 

(2) 2 本 の ビス ② を は ず し 、 コ ネ ク タ ブ タ を コネ クタ パネ ル か ら 取 り 外 し ます 。 

(3) イ シンター フェイ スカ ー ド を 部 品 側 を 上 に し 1 ププ O ポ ー ト の レー ル ガ イ ド に 添っ て 挿入 し ます (イン ター フェ イス カー ド 
を 1【 プ 0 ポー トコ ネ ク タ に 確実 に 挿入 くだ さい )。 

(4)0 カ ー ド を セッ ト し た ら コ ネ ク タ パ ネル で ふた を し 、 ビ ス ② で イン ター フェ イス カー ド を 固定 し て 、2 本 の ビス ① で 元 の 
位置 に 固定 し ます 。 

※ 背 面 に 出力 プ 入 力 コネ クタ ー の 出 て いな い ボ ー ド を 使用 きれ る と き は (2) の 作業 は 必要 あり ませ ん 。 


回 イン ター フェ イス カー ド と ケー ブル の 接続 方 法 に つい て コン ピュ ー タ 後部 


(1) 右 図 は イン ター フェ イス カー ド NO 2 に オプ ショ ン デ バイ 
ス を セッ ティ ング する 状態 を 示し て いま す 。 


(2) ケ ー ブ ル を イン ター フェ イス カー ド に 挿入 し ます 。 


ケー ブル コネ クタ に は 方 向 性 が あり 逆 方 向 に は 接続 で き な い 
よう に な っ て いま す の で 注意 し て くだ さい 。 


(3 灯 続 きれ た ケー ブル の 脱落 防止 の た め 右 図 の よう に コネ ク 
タバ ネル を 通し 、2 個 の ビス を 用 いて イン ター フェ イス カー 
ド の コネ クタ と ケー ブル の コネ クタ を 固定 し て くだ さい 。 
ケー ブル コネ クタ の オプ ショ ン デ バイ ス 側 も 脱落 防止 の た め 
か な ら ず ビス 止め し て くだ さい 。 
その 他 の イン ター フェ イス カー ド へ の ケー ブル 接続 に つい て 
も 同じ 様 に 行なっ て くだ さい 。 

プリ ンタ ーCZ-800P の 接続 方 法 に つい て 
| カン クーCZ-9OoE の 方法 は CZ-900P の 取 拓 午 を 参 属し て くだ きい 。 
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my TL 様 
形 名 CZ-800C 
種類 パー ソナ ルコ ンピュータ 


項 目 仕 様 
CPU Z-80A 4MHz oh 1 個 
80C 48 キー スキ ャ ン 用 (キー ボー ド 内 に 内 蔵 )… の 上 ……… ド rom… 1 個 
80C 49 テレ ビ コ ン トロ ー ル 、 カセ ッ ト コ ント ロー ル 用 で" 1 個 
ROM IPL 用 ROM ii 4 K バ イト 
キャ ラク ター ジェ ネ レ ー タ 用 ROM etter 2K バ イト | 
RAM プロ グラ ム 用 RAM etre 64K バ イト 
テキ スト 用 RAM ert 4 K バ イト 
ユー ザー 定義 キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ 用 RAM …………………………… 6 K バ イト 
グラ フィ ッ ク 用 RAM (オダ プ ション) ee 48K バ イト 
テキ スト 表示 80 文 字 X25 行 、40 文 字 X25 行 (選択 可能 ) 
反転 文字 、 点 減 文字 、 縦 ・ 横 ・ 縦 横 2 倍 文字 可能 


カラ ー8 色 (文字 ご と に 可能 ) 


カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 表 示 640X200 ド ッ ト 1 画面 
(オプ ショ ン ) 320X200 ド ッ ト 2 画面 
表 ※ 右 の いずれ か の | カラ ー8 色 (ドッ ト ご と に 色 指 定 可能 ) 
a 画面 を 選択 可能 | 640x200 ド ッ ト 3 画面 
320X200 ド ッ ト 6 画面 
i カラ ー8 色 (1 画面 単位 に 可能 ) 
ea | 
画面 合成 テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 
カ ※ 右 の いずれ か の テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 と ナ テレビ 画面 
画面 を 選択 可能 | テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 と ビデ オ 画 面 
プラ イオ リティ 機能 テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 を つけ られ る 
バッ ク グ ラン ドカ ラー 8 色 指定 可能 
ビデ ヂ オ 出力 R.G.B モ パレ ー ト 出力 方 式 


カセ ッ ト レ コー ダー 


フル ロジ ッ ク 電 磁 メ カ 式 内 蔵 


デー タ 転 送 方 式 シャ ー プ PWM 方 式 
転送 速度 2700 ボ ー 
オー ディ オ 用 カセ ッ ト テ ー プ 使用 

サウ ンド 出力 8 オク ター ブ 、 3 和音 

音声 出力 300mW 

スピ ビーカー 8cm 九 型 1 個 


プリ シグ ー イ シダ ター ア ュ イズ 


セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 
8 ビット パラ レル 


ジョ イス テッ クイ ンタ ー フ ェ イ ス 


アタ リ 社 仕様 に 準拠 2 個 使用 可能 


拡張 0 ポー ト 


本 体内 に 4 ポー ト 収 納 可能 (オプ ショ ン ) 


内 蔵 (内 蔵 ニ ッ カ ド 電 池 に て バッ クア ッ プ ) 


時 計 機 能 
定格 電圧 


AC 100V 
定格 周波 数 50/60Hz 
> 28W (キー ボー ド お よび ピュ ー タ ) 
消費 電力 80W (キー ボ ポート お よび コン ビュー タ 杯 條 に オン ショ ン 検 器 摘 続 時 ) 


使用 条件 


使用 温度 0 一 40'C 、 使 用 湿度 35~75% 


キャ ビ ネ ッ ト 前 面 パ ネル アプ アフ スス ナック 
本 体 部 一 一 一 金属 
外形 寸法 幅 39.0cm、 奥 行 33.2cm、 高 き さ 10.8cm 
重 量 5.7kg (但し 本 体 の み で オプ ショ ン の 拡張 デバ イス は 含ま な い ) 
キー ボー ド セパ レー ト タイ プ (コン ピュ ー タ 本 体 と カー ルコ ー ド で 接続 ) 


メイ ン キ ー 配 列 カナ 付 ASCHI 準 拠 
数 値 和 信 カ キー、 カ ー ソ ルコ ント ロー ルキ ー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
テレ ビ コ ン トロ ー ル キー / チ ャ ン ネ ル UP/Down 
サウ ンド UP〆 ノ Down 
テレ ビブ プ コ ンピュータ 画面 選択 
テー プ オ ペレ ーション キー (早送り 、 巻 戻し 、 停 止 ) 


キャ ビ ネ ッ ト オー ルプ ラス ナック 
外形 寸法 幅 39.1cm 、 奥 行 18.9cm、 高 き 5.3cm 
重 量 1.35kg 


取扱 説明 書 1 冊 、BASIC マ ニュ アル 1 冊 、 保 証書 1 部 

シャ ー プ サー ビス お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 1 部 

附属 品 R.G.B 信 号 用 ケー ブル (8K- 6D) 1 本 

テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル (8D- 8D) 1 本 
BASIC テ ー プ (CZ 8 CB01) 、APPLICATION テ ー プ 各 1 巻 


※ 仕 様 お よび 外観 の 一 部 を 改良 の た め 子 告 な く 変 更 する 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


とこ アフ ター サー ビス 


圏 ア フタ ー サ ービス に つい て 
1. 故 障 また は 異常 な 生じ た と き は 、 使 用 を や め て 、 差 し 込み プラ グ を コン セン ト か ら 抜 き 、 お 買い 求め の 販売 店 もち しく は 
も より の お 客 様 ご 相談 窓口 | シャープ サー ビス ブラ ンチ ・ サ ービス ステ ーション に ご 連 ら くく だ さい 。 
本 機 は 精密 機器 で す の で 、 ご 自分 で の 修理 は 避け て くだ さい 。 
故障 の まま お 使い に な っ た り 、 ご 自分 で の 修理 は 危険 で す 。 
2. ご 転居 、 ご 贈答 品 を ど で 、 お 買い あげ の 販売 店 に 修理 を 依頼 で き な い 場 合 は 、 も より の お 客 様 ご 相談 窓口 、 シ ャ ー プ サ 
ービス プラ ンチ ・ サ ービス ステ ーション に お 問い 合わ せく だ さい 。 


画 保 証 に つい て 


1. 本 機 に は 保証 書 が つい て いま す 。 保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 記入 し て お 渡し いた し ます の で 、 内 容 を よく お 読み い 
た だ き 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 保証 期間 は 、 お 買い 上 げ の 日 か ら 1 年 間 で す 。 
2. 保 証 期 間 中 、 万 一 故障 し た 場合 は 保証 書記 載 内 容 に 基づき 、 修 理 い た し ます 。 く わし く は 保証 書 を ご 覧 くだ さい 。 


一 補修 用 性 能 部 品 に つい て 


当社 は 、 こ の パー ソナ ルコ ンピュータ の 補修 用 性 能 部 品 を 製造 打 切 後 6 年 間 保有 し て お り ま す 。 補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ 
の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 


@⑯ 


グ ャ ー ン の の 杯 式 会 社 


本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 
電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 番 地 
電話 02874 (3) 1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 


お 買い あげ 年 月 日 


お 買い あげ 店 名 
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